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古代 ・ 中 世に お ける 東 ア ジア の 歴史 は 、 す ぐれ て 先進 的 な 中 国 を 軸 と し て 主 だ っ た 
展開 を 見 せ た と いえ る 。 周辺 の 諸国 は 多かれ 少な か れ 中 国文 化 の 刺 戦 を 自国 の 文化 を 
育て る 糧 と し 、 発 展 を つづ けた の で ある 。 中 国 と 周辺 諸国 と を 結び つけ る 紐 帯 に は き 
ま ざ ま の も の が あっ た が 、 そ の うち 実質 的 に 重要 な の は 交易 で あり 、 古 来 中 国 か ら は 
さま ざま の 高級 な 文物 ・ 商 品 が 周辺 諸国 に も た ら さ れ 、 周 辺 諸国 も また 中 国 に 物資 を 
は と び 、 そ れ を 通じ て 文化 の 流 伝 や 交流 が うま れ た 。 

古代 いら い 中 国 か ら 周 辺 諸国 に 運ば れ た 物資 の 大 宗 は 、 い うま で も な く 絹 綿 や 絹 織 
物 で あっ た が 、9 10 世 紀 の と ろか ら は 、 絹 に 加え て 新 ら た に 陶磁 器 が 質 易 商品 と し 
て 登場 し た 。 性 質 の すぐ れ た 中 国 陶磁 は 、 中 国 の 周辺 諸国 や 東南 アジ ア の 諸国 ば か り 
で な く 、 遠 く 南 アジ ア や 西 ア ジ ア 、 さ ら に は アフ リカ 東部 の 諸国 か ら も 求め られ た か 
ら 、 陶 磁器 貿易 は 時 代 ど と に 盛ん に な り 、 し い 数 量 の 陶磁 器 が 全 ア ジア に 運ば れ た 
ば か り で な く 、 そ れ ぞ れ の 地域 の 陶磁 器 製作 に 大 き な 影 響 を 与え た 。 陶 磁器 は 中 国 と 
それ ぞ れ の 国 の 質 易 関係 や 文化 関係 を 知る 上 に 必要 欠く と と の で き な い 存在 で あっ た 
の で ある 。 | ! | 
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(に は と ば れ た 中 国 の 陶磁 器 は 、 考 古 学 的 に 周到 な 調査 を 行え ば 、 そ れ ぞ れ の 遺跡 に そ 
の まま 残っ て いる 一 一 破片 に な っ て いる と し て も 一 一 。 と れ に よっ て 輸入 陶磁 器 の 時 
代 的 ・ 生 産地 的 性 質 も 明らか に な れ ば 、 同 時 代 に 生産 され た 中 国 陶 破 の うち どの よう 
な 種類 の も の が 選択 的 に 輸入 され た か 、 あ る い は その 数 量 や 遺跡 の 年 代 ま で も 推定 す 
る と と が で きる 。 一 方 、 ま た と れ を 通じ て 中 国 の 陶磁 器 の 産地 別 の 生産 状況 や 輸出 の 
態様 を も 推測 する と と が で きよ う 。 要する に 陶磁 器 輸出 国 の 生産 や 貿易 の 実情 や 社会 
経済 的 背景 を 知り うる と と も た 、 MANO 地域 別 ・ 時 代 別 の 社会 経済 状態 や 文化 的 
情況 、 あ る い は 国内 流通 の 問題 を 解く 鍵 と な る の で ある 。 

と の よう 人 古代 いら い の 中 国 の 質 易 陶磁 は 、 単 に 陶磁 器 の 種類 や 性 質 を より よく 知 
る 資料 と な る ば か り で な く 、 そ れ ぞ ね れ 関係 する 諸国 の 社会 経済 ・ 文 化 、 と き に は 政治 
と 関連 する 重要 な 問題 を ふく ん で いる 。 

その た め 、 近 時 、 と の 問題 に 対す る 関心 が 世界 各国 と も 急激 に お と り 、 ア ジア ・ ア 
フリ カ 諸 地域 より 発見 され る 中 国 陶磁 に 関す る 研究 が 相 つ いで 発表 され る よう に な っ 
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で 研究 が すす め ら れ て いる 。 

わが 日 本 は 中 国 と 近く 、 古 代 い らい 文化 の 上 で も 社会 経済 の 上 で も と れ と 密接 な 関 
弥 を 保ち 、 そ の 刺 戦 を うけ な が ら 社会 を 発展 させ て いる 。 そ の と と を 示す か の よう 
に 、 古 代 来 いら い 大 量 の 中 国 陶 雄 が わが 国 に も た ら さ れ た 。 現在 、 北 は 北海 道 か ら 南 
は 沖縄 に 至る まで 、 い た る と と ろ の 同時 代 の 遺跡 か ら 中 国 陶磁 が 発見 され る の は 、 そ 
れ を 物語 っ て いる 。 と れ ら は 現在 わが 国 の 多数 の 考古 学者 に よっ て 調査 され て いる 
が 、 と の 調査 が 充分 な 成果 を あげ る た め 中 国 陶磁 に 関す る 充分 な 知識 が 必要 で あり 、 
また 研究 者 た ち が 調 査 の 結果 を も ちよ り 、 広 い 視 野 か ら 出 土 状況 ・ 陶 磁器 の 性 質 ・ 遺 
跡 と 陶磁 器 と の か か わり あい な ど を 相互 に 比較 検討 し 、 そ れ ら の 種類 や 年 代 の 決定 に 
あたら な けれ ば な ら な い 。 

と の よう な 見 地 か ら 、1979 年 4 月 、 島 根 県 松江 の 県 立 博物 館 に 、 と の 問題 に 関心 を 
も つ 研 究 者 が 集まり 、 研 究 集会 を ひら き 、 わ が 国 の 諸 遺 跡 か ら 出土 する 中 国 陶磁 、 と 
l て 15…16 世 紀 の 中 国 陶 磯 に つい て 研究 発表 を 行い 、 た が い に 検 討 を 加え 、 大 い に う 
る と と ろ が あっ た 。 し か し な が ら 極 め て 多く の 問題 を か か える と の 研究 は 、 た だ 1 回 
の 集会 で は と と 足り な い の は も ちろ ん で ある 。 と うし て われ われ は 、 と の 研究 集会 を 
続け る と と を きめ 、 対 象 と する 地域 も 日 本 や 東 ア ジア の 国々 と 限定 せ ず 、 東 アジ ア の 
他 の 国々 や 東南 アジ ア の 諸国 に まで 拡げ 、 相 互 に 比較 研究 する と と に よっ て 、 伯 易 陶 
磁 に 関す る 諸 問 題 に 、 よ り 明 ら か な 解答 を 与え る と と を 志 し た 。 同時 に 研究 集会 の 組 
織 化 を は か り 、 日 本 貿易 陶磁 研究 会 を 発足 させ る と と に し た の で ある 。 

と の 研究 計画 は 幸い トヨ タ 財 団 の 認め る と と ろ と な り 、 そ の 援助 の も と に 1979--80 
年 度 に お いて 会 員 は 日 本 の 重要 遺跡 より 出土 する 14~15 世 紀 の 質 易 陶 破 に つい て 集中 
的 な 研究 を 行っ た 。 そ うし て また 会 員 外 の 研究 者 の 協力 を も えて 80 年 9 月 、 同 志 社 大 
学 に お いて 研究 集会 を ひら き 、 稔 り 多 い 成 果 を えた 。 そ の 際 イ ンド ネシア か ら は 国立 
博物 館 の アブ リド (Abu Ridho) 氏 を 、 香 港 か ら は 中 文大 学 の 屈 志 仁 (James Watt) 
氏 を 招き 、 そ れ ぞ れ の 地域 の 貿易 陶磁 研究 の 実状 を た ず ね 、 情 報 の 交換 を 行い 、 研 究 
の 提携 を 約 し た 。 本書 は と の 貿易 陶磁 研究 会 の 第 一 回 研究 集会 に お ける 研究 成果 を ま 
と め た 報告 書 で ある 。 と の 報告 書 が 、 今 後 の 罰 易 陶磁 の 研究 を 押し すす め る 上 の 一 つ 
の 基盤 と も な れ ば 、 わ れ わ れ の 喜び と れ に 過ぎ る も の は な い 。 と の 報告 書 の 刊行 も ま 
た ト ョ ヨタ 財団 の 援助 に よっ て 可能 と な っ た 。 わ れ わ れ は 、 わ れ わ れ の 研究 事業 に 対す 
る 同 財団 の 深い 理解 に 対し て 、 心 より あつ く 感 謝 の 意 を 表す る も の で ある 。 

1981F E E 





14・15 thet o 贸易 陶 磁 


ーー と く 人 日 本 出土 の 中 国 陶磁 一 一 
能 FF 明 te 


Trade Ceramics of the 14th-the 15th centuries 


——Particularly about Chinese Ceramics Excavated from Japan 


Meitoku Kamei (Kyushu Historical Museum) 


In the study of trade ceramics, particularly Chinese ones (which are found 
in Japan), a chronological way is generally accepted. The way is character- 
ized by two things; one is that the method is based on accurate archaeological 
unearthing researches, the other is to date Chinese ceramics found in Japan, 
by presuming from their accompaniments such as other wares, sutra cases and 
pagodas which are of Japanese make. The way has made a great contribution 
to the chronological study of Chinese ceramics, and the pieces of the pre-Sung 
and the late Ming dynasties have been elucidated to a good extent. However, 
as for the latter half of the Yuan dynasty and the early and the middle Ming 
dynasty, or the 14th-the 15th centuries, there are many obscure points to be 
solved. This is because Chinese pieces dated as belonging to the periods are 
few. 

To improve the present state of the research, J.S.S.O. T.C. members worked 
together at a chronological problem of those pieces in 1980. The results are as 
follows: 

(1) Trade ceramics of the first half of the 14th century 

The lower layer of the Kamakura Komyoji-ura site and the Dazaifu Site 
SX1200 (in which there is a wooden plate inscribed with ‘1331’) are an impor- 
tant clue to the early 14th century. Pieces excavated from those sites and the 
ceramics found off the Sian coast, Korea, have thrown light upon the trade 
ceramics of the period. Fig. 1, one of the finds from the lower layer of the 
Kómyoji-ura site, is typical of the early 14th century. As for the celadon 1-9, 
they are characterized by the shape of the lotus petals and the unglazed foot 
rim. Among the white porcelain 10-15, bowls and plates with unglazed 
mouth rim are most common. These celadon and white porcelain are supposed 
to date back to the second half of the 13th century or the first half of the 
14th century. 

(2) Trade ceramics of the second half of the 14th century to the 15th century 


Pieces of the late 14th century are fewer than the other times in Japan, 
exclusive of the castles (gusuku) in Okinawa Pref. Among celadon finds, the 
 celadon bowls with thunder pattern & lotus flower design and the celadon 
bowls with incised slender lotus flower design are typical of the period. Both 
are characterized by the way of glazing. They are glazed all over but the 
outer base: the foot rim and the core of the outer base are also glazed. Such 
a calcination way first appeared in the middle of the 14th century, never 
existed before the Yuan dynasty. Throughout the Ming dynasty it was widely 
used. As for the white porcelain, sauces which are categorized into Group B 
by Mr. Ono are most common. Bowls are few and they are illustrated by Fig.3. 
The Yuan type blue-and-white, not so many, are excavated from Katsuren- 
joó, Okinawa Pref, and other seven sites. The jarlet-shaped blue-and-white 
with plain design are found in great numbers in Southeast Asia, but not in 
Japan. At present there are many problems of the blue-and-white dated as 
belonging to the first half of the Ming dynasty. Mr. Ono presented the finds 
of Aramaki-honmura, Yamanashi Pref. and grouped them into Pre-l. blue-and- 
white. They are supposed to belong to the late 14th, the early and the mid- 
dle 15th century. We will make efforts to add more pieces of the same kind 
to them. 


1 は C め に 

わが 国 に お ける 祥 易 陶磁 研究 、 と く 日 本 出土 の 中 国 陶 磁 大関 する 研究 は 、 最 近 の 10 年 間 に 
お いて 飛躍 的 に 進展 し つつ ある 。 か っ て の 日 本 考古 学 に お いて は 輸入 され た 陶磁 器 は 考察 の 、 
ある い は 採取 の 対象 外 に あっ た り 、 逆 辺境 地 か ら の 出土 品 を 驚き の 遺物 と し て 捉え る に 過ぎ 
な か っ た 。 し か し 現在 は 、 と うし た 研究 段階 は 過去 の も の と な っ た 。 し た が っ て 、 あ る 地域 か 
ら 錦 易 陶 磁 が | 出土 ]」 し て いる と いう だ け の 報告 で は 研究 資料 と し て 不 十分 で あり 、 そ れ が ど 
の よう な 遺構 か ら 、 い か な る 組成 を も っ て 検出 され た の か が 明確 な と と が 出土 品 の 必要 条件 で 
ある 。 質 易 陶磁 を 資料 と し て 歴史 的 な 内 外 の 交易 史 に まで 研究 を 止 揚 す る た め に 、 編 年 的 な 位 
置 づ けが 必須 の と と で あり 、 そ の た め に は 内 、 外 遺物 と の 共 伴 関係 の 把握 が 求め られ る 。 とう 
し た 基礎 的 作業 の 上 に 内 、 外 の 交易 史 が 構築 され る の で あり 、 交易 史 関係 の 論文 に 、 あ いま い 
な 時 期 設定 を も と に し て 書か れ た も の が 、 ま ま 見 られ る の は 憂慮 され る 現象 で ある る 。 と の よう 
に 貿易 陶磁 研究 は 考古 学 の 一 分 野 と し て 大 き な 位 置 を 占め つつ ある が 、 い くつ か の 研究 上 の 弱 
点 が み ら れ る 。 と と で は 次 の 2 点 を あげ て お きた い 。 

第 一 は 、 禄 易 陶磁 器 あ る い は 輸入 陶磁 器 と 言っ て も 、 現 在 こ の 対象 は 中 国 陶磁 に 限ら れ て い 


る と と で あり 、 中 国 以 外 の 輸入 品 で ある 朝鮮 半島 の 施 箇 陶磁 の 高麗 、 李 朝 、 ベ トナ ム 、 タ イ の 
陶磁 に つい て は 、 ほ と ん ど 研 究 さ れ て いな いと と で ある 。 そ の 原因 は 勿論 これ ら の 陶磁 が 中 国 

品 に 比較 し て 著しく 出土 量 が 少 い と と に ある が 、 と いっ て と れ を 等 閑 視 ある い は それ 近い 
状態 に お く と と は 損 易 陶磁 研究 と し て は 不 十 分 で ある 。 出土 量 が 少 い と いう 因 の 他 に 、 考 古 学 
研究 者 側 に 、 と れ ら の 陶磁 に つい て の 知識 が 欠け て いる と と に よっ て 見 落し を し て いる と と が 
な いで あろ うか 。 いづ れ の 陶磁 も 中 国 陶磁 の 模 條 か ら 出発 し て いる の で 識別 の 困難 性 は ある 
が 、 今 後 は と の 方 面 へ の 研究 の 触手 が 望ま れる 。 東 南ア ジア で は 、 中 国 、 ベ トナ ム 、 タ イ 陶 磁 
が 共 伴 し 、 研 究 も と の 三 者 が 並行 し て 行わ れ て いる の で あり 、 全 ア ジア と いう 視点 か ら み る 
と 、 わ が 国 の 貿易 陶磁 研究 も 中 国 陶 破 だ け で は 不 十分 な と と は 自明 で ある 。 

第 二 に は 、 中 国 輸入 陶磁 だ け に つい て みて も 編 年 的 研究 の 著しい 足 行 性 が み ら れ る と と で あ 
る 。 わ が 国 に 輸入 の 開始 され る 晩 唐 、 五 代 、 北 宋 に つい て の 編 年 的 研究 は 、 大 宰 府 、 平 安 京 な 
どの 調査 に より 資料 が 比較 的 限定 され て いる と と も あっ て ある 程度 の 掌握 が 可能 と な っ て い 
る 。 つ づく 南宋 に つい て は 大 宰 府 、 鎌 倉 な ど 全 国 的 に 出土 量 が 多い と と も あっ て 、 編 年 的 研究 
は 最も 進み 、 逆 に は た し て こと これ ほど 細分 で きる の で あろ うか と いう 疑問 も 生じ て いる 。 も っ と 
も と の 編 年 も 碗 、 皿 な ど に 限ら れ 、 瓶 、 嘉 な どの 大 形 品 に つい て は まだ 漢 然 と し て いる 。 明代 
中 期 、 と くだ 16 世 紀 に つい て は 、 近 年 の 山城 、 館 な どの 調査 が 進み 、 と くに 一 乗 谷 朝倉 氏 館 跡 
を 中 心 と し て タイ プ 分 類 が 行わ れ 、 次 第 に 研究 の 質 的 な 拡がり が み ら れ て いる 。 と これ ら に 対 
し 、 研 究 の 遅れ て いる の は 、 元 か ら 明 前 期 、 す な わ ち 14<15 世 紀 と 明 後 期 の 16 世 紀 末 17 世 紀 
前 半期 に つい て で ある 。 後者 に つい て は 55 年 度 の 課題 と し た い の で と と で は 触れ ず 前 者 を 問題 
と し た い 。 と の 時 期 の 研究 の 遅れ の 因 と し て 、 逆 に 相対 的 に 進ん で いる 時 期 を みる と 、 い づれ 
も いわ ゆる 大 規模 発掘 調査 が 行わ れ て いる の 対し 、14 て 15 世 紀 に つい て は それ が 少く 、 あ る 
い は 良好 な 遺跡 に 副 ま れ て いな いと と が 表面 的 に は あげ られ る 。 
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不明 の 部 分 の 多い 14<15 世 紀 の 日 本 出土 の 中 国 陶磁 の 様相 を つか むために 、 比 較 的 判明 し て 
いる と の 前 後 の 部 分 を まず 分 離し 、 問 題 の 所 在 を より 限定 する 作業 を 試み た い 。 

わが 国 の 出土 陶磁 の うち で 量 的 に 最も 多い の は 13 世 紀 で あり 、 と の 時 期 を 中 心 と し て 位置 づ 
けら れ て いる 陶磁 の うち 、12 世 紀 ま で 遡る も の と 、14 世 紀 前 半 ま で 降る も の が 次 第 に 判明 し つ 
つ あ る 。 そ し て 14 世 紀 中 葉 を ひと つの 境 と し て 、 す な わ ち 元 末 か ら 明 初 に お いて 技術 的 な 面 と 
貿易 政策 上 に ひと つの 画 期 が ある よう 公 推 測 さ れる 。 

14 世 紀 前 半期 と し て 現時 点 で 質量 と も 標識 と な る 遺跡 は 、 鎌 倉光 明寺 裏 遺跡 下層 と 、 元 徳 2 
年 (1331) 銘木 札 と 共 伴 す る 大 宰 府 史跡 SX1200 で あり 、 と れ に 新 安 海底 引揚 品 で 補う と 大 約 の 
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Fig 1 光明 導出 (1 一 9 青磁 、10 一 15 白 磁 ) 
こと ろ が 理解 で きる 。 そ の うち 普 偏 的 に 出土 する も の を 光明 寺 裏 遺跡 で 代表 し て いく つか あげ 
る と (森田 氏 報告 参照 )、 青 磁 で は 、 蓮 弁 文 碗 Fig 1 一 1、2、3、 杯 4、 5、 皿 ある い は 第 
6~9THS. BAKXOBRAISHEVBRSE TLE HY. MAERBBHERS, BAKRA 
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正敏 氏 報 告 (山梨 ， 新 卷 本 村 出 土 陶 磁 ) で は 、 こ と これ を A 群 と し て 14 世 紀 前 半 代 と 考え て いる 。 
し か し 、 こ の A 群 の 特徴 を も つ 碗 は 、 む し る ろ 13 世 紀 中 葉 前 後に 最も 多い も の で あり 、 痩 身 の 運 





させ て 、 直 線 的 に 体 部 を の ば す も の で 、 と れ も 総 般 で ある 。 ま た は 腰部 
Ney, CRONE LIC LOE LIOR I OLE, Ge 
側面 に 整っ た 蓮井 文 を も ち 、 内 底 に 双 魚 貼付 文 を も つ 杯 も と の 時 期 と み ら れ る 。 青 磁 皿 また は 
fci. AMICK OBPROMS 2622 4 7 EMITE ICIECA ni E WIE ORF 
makipa ad 明 
RICA »'C6 C OBES, 752 08212336 LOGE TH SA, BOR Dl. BMD om 
BAIS MMS. CHEMARITHEM SA HMEICHEADS OL MAS HAT ZOOL OO 
ルク マー ル に な り 、 と の 技法 の 転換 を 14 世 紀 中 葉 前 後 と 考え て いる 。 

日 磯 で は 、 多 く の 如 種 が ある うち で 、 も っ と も を 普 信 的 な も の は 、 い わ ゆ る ロ ハ ゲ 皿 で ある 。 
法 量 に 大 小 が な み られ 、 光 明寺 裏 で も 多い 。 と の 皿 は 南宋 一 元 と 従来 か ん が えら れ て いる が 大 宰 
_ 府 史跡 の 例 か ら み る と 、13 世 紀 中 葉 14 世 紀 前 半 代 に 集中 的 に みち られ る よう で ある 。 碗 に お い 
て も 腰部 が 張り 丸 味 を も っ た 器 形 で 、 口 縁 部 を ロロ ハゲ に する も の が あり 、 と れ も 皿 と 同じ 頃 の 
製品 で ある 。 と の 他 梅 拍 や 高台 付 皿 な ども ある が 、 和 省略 し て お きた い 。 

以上 に あげ た 青磁 、 白 磁 は 14 世 紀 前 半 に 限定 され る わけ で は な く 、 や は り 13 世 紀 中 葉 か ら 14 
世紀 前 半 と 考え て お きた い 。 青磁 に お いて 、 い わ ゆ る 同 安 窯 系 の 楠 描 文 碗 、 皿 や 、 但 泉 寮 系 の 
内 面 丘 切 彫 文 を も つ 碗 な ど は 、 い づれ も 13 世 紀 中 葉 以前 と み ら れ 、14 世 紀 前 半 代 で は 、 す で 
に 残存 形態 と し て の み 存 在 す る 。 ぞ し て 13 世 紀 中 葉 て 14 世 紀 前 半 と し て あげ た も の は 、14 世 紀 
中 葉 を すぎ る と 同じ よう に 古い も の が 伝 世 され て いる 状態 で 残っ て いく と 解釈 で き 、14 世 紀 中 
葉 、 は か ら ず も 元 か ら 明 へ の 交 替 が 、 質 易 陶 磁器 の 形態 の 変遷 と 符合 し て いる よう で ある 。 
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上 記 の よう 14 て 15 世 紀 の 出 土 中 国 陶磁 の な か で 、 ま ず 14 世 紀 前 半 の も の に つい て は 、 分 離 
で きる 見 通し が 立っ て きた 。 も ちろ ん と と で 掲げ た 陶磁 は 該当 時 期 の な か で 極め て 小 部 分 人 過 
ぎ な い が 、 組 み 合 せ 上 の 標識 遺物 に な る と こと は 確か で ある 。 とう 考え る と 、 研 究 の 遅れ て いる 
時 期 は 、14 世 紀 後 半 か ら の 約 150 年 間 に せ ば め ら れ 、 さ ら に 15 世 紀 後 半 の も の は 16 世 紀 と 重 な 
り 合う 可能 性 が 強く 、16 世 紀 に つい て は ある 程度 抽出 する と と が 可能 で ある 。 結局 の と と ろ 不 
明 の 下限 は 14 世 紀 中 葉 か ら 15 世 紀 中 葉 ご どろ ま で の 、 お お よそ 100 年 間 と 言え そう で ある 。 

す で を 指摘 し た よう に 、 と の 100 年 間 、 す な わ ち 明代 前 半期 に つい て 、 わ が 国 で 中 国 陶磁 を 
出土 する 良好 な 遺跡 は 極め て 少く 、 発 掘 調査 に よっ て 得 ら れる 成果 は 限ら れ 、 資 料 の 多く は 断 


片 的 な も の と な っ て いる 。 こ と こう し た 状況 で 、 指 標 と な る 遺跡 を あげ る と 、 沖 縄 県 勝連 城 、 同 御 
物 城 、 和 歌 山県 友 ケ ヶ 島 沖 引 揚 品 お よび 熊本 県 坂部 山 畑 遺跡 が ちあ ちる 。 と これら を 中 心 て し て と の 時 
期 の 出土 中 国 陶磁 に つい て の 見 通し を た て て お きた い 。 

青磁 に つい て は 、 小 野 報 文中 で A と LEMAR. JPJE UOI CHARLO. Fie 
が 離れ て いる タイ プ が あげ られ 、 勝 連城 や 新 安 (No. 136) に み ら れ る 。 と の 形 の 碗 は 前 述 の 光 
明寺 裏 出土 の 蓮 弁 文 碗 の 系 譜 に つなが る も の で あろ う 。 し か し と れ を 14C 後 半期 に 限定 する に 
は まだ 資料 不足 で ある 。 碗 で は と れ に 加え て 、 雷 文 帯 運 弁 文 と 偽 描 き 細 蓮 弁 文 が あげ られ 、 と 
れ に つい て は 抽 稿 「 明 代 青 磁 碗 の 変遷 ] (鏡山 猛 古稀 記念 論文 『 古 文化 論 攻 』 所収 1980) で 詳 
細 に 論じ た 。 と の 画 者 は 、 大 約 14 世 紀 後 半 15 世 紀 前 半 の 間 と み ら れ る 。 細 蓮 弁 文 碗 は 元 以来 
の 運 弁 文 の 系 譜 上 の も の と み ら れ る が 、 わ が 国 で の 出土 例 は 少く 、 次 の 線 刻 の 細 蓮 弁 文 へ の 推 
移 を 15 世 紀 後 半 と みて お きた い 。 軍 文 帯 運 弁 文 厩 に つい て は 、 人 小野 報 文 の な か で 「 青 森 県 尻 八 
館 の 例 の よう に 、 雪 文 帯 を も た な いも の (BÈ) より 後 出 と 推定 ] され 、B 群 か ら 雷 文 常 へ の 
「 尊 移 が 14 世 紀 末 また は 15 世 紀 初 頭 」 と し て いる 。 し か し と の 見 解 に は 賛 意 し か ね る も の で 、 
日 本 出土 の 雷 文 帯 運 弁 文 碗 の 祖 形 は 元 後半 に は すでに 現われ 、 そ の 人 科 略 形 が わが 国 出土 品 に み 
られ る も の で あり 、 小 野 氏 の 意見 の よう 断絶 が あっ て 15 世 紀 初 頭 に あら われ る も の で は な い 
で あろ う 。 と の タイ プ は 南宋 以来 の 蓮 弁 文 の 便 化 の 流れ と は 別 の 系 統 と 理解 し て お り 、 ま た と 
うし た 時 期 細 分 が で きる 程 良 好 な 資料 は な い 。 杯 、 皿 に つい て は 、 口 縁 部 の 破片 で 14 世 紀 前 半 
と 分 別 す る と と は か な り 難 し く 、 底 部 の 施 条 に お いて は 、 さ き の 碗 を も 含め て 畳 付 に も 特 が つ 
けら れる と と が 指標 と な る 。 し か し 熊本 ・ 坂 野山 畑 出土 の 槻 花 皿 (亀井 報 文 参 照 ) は 、 青 磁 陰 
刻 牡丹 文 考 と と も に 、 応 永 17 年 (1410) 刻 銘 塔 基 か ら の 出土 品 で あり 、 遅 くも 15 世 紀 初 頭 に は 
製作 され た も の で ある が 、 と の 皿 は 畳 付か ら 高台 内 に は 施 和 多 され て いな い 古 式 の 手法 を も ち 、 
出土 の 期間 が 長く 、16 世 紀 代 に も し ば し ば み ら れ る も の で 、 し か も 形態 を 変化 させ て いな いよ 
う で ある 。 い づれ に し て も と の 和 花 皿 が 15 世 紀 初 頭 ま で 遡る 紀年 銘 資料 を 獲得 し た と と の 意義 
は 大 きい 。 

白磁 に つい て は 、 小 野 報 文 で B 群 と し た 小皿 で 、 不 透明 条 が 腰 ま で か か り 、 高 台 を 兵 る も の 
が 標識 と な り 、 と の タイ プ の 出土 遺跡 は 全国 的 に 多い 。 鈴木 報 文 の 勝連 城 の 項 に 指摘 され て い 
る よう に 、 こ と の 皿 を 除く と と の 時 期 の 白磁 の 資料 は 少 い 。 勝 連城 出土 品 中 で 、 百 磁 碗 で 口 縁 を 
一 度 内 窒 し て か ら 開 き 、 高 台 は 露 胎 で 、 幅 広く 、 あ らい 和 偽 削 り に つく り 、 内 底 に 大 きく 草花 文 
の スタ ンプ が み ら れ る も の が ある 。 と れ は 、 熊 本 菊池 川 河川 敷 (熊本 県 美 『 中 国 陶 磁 の 美 一 一 
熊本 県 出土 中 国 陶磁 』1979) や 福岡 ・ 辻 田 遺 跡 1 区 溝 4 出土 品 に み ら れ る 。 し か し と の 他 に は 
標識 と な る 白磁 を 抽出 する と と が で き な い 。 す で 製作 の 始ま っ て いる 青花 に 押さ れ て 、 A 
が 買上 易 陶 磁 と し て も 生産 が 低下 し た と 安直 な 推論 も 可能 で ある が 、 し か し 、 し ば らく は 出土 資 
料 を 最大 限 追 求 す る 方 向 で 努力 を し て いき た い 。 





さて 青花 で ある が 、 わ が 国 出土 の 元 
式 の も の は 、 周 知 の よう 勝連 城 、 
KHER Salk. RR. MANA 
墓 、 一 乗 谷 朝 倉 氏 館 、 根 来 寺 、 米 子 市 
尾高 城 か ら 発見 され て いる が 、 沖 縄 例 
を 除い て は 伝 世 の 後 、 明 中 期 に 廃棄 さ 
れ た と み ら れ 、 か つ 量 的 に は 非常 に 少 
く 、 輸 入 品 と し て 禄 易 陶 磁 に 占め る 比 
重 は 本 土 に お いて は 低い と 考え られ 
る 。 ま た 東南 アジ ア に 出土 例 の ある 簡 
略 化 され た 元 青 花 の 文様 を も つ 小 哉 な 
ど は 今日 まで わが 国 で は 発見 され て い 
な い 。 と れ ら の 元 青花 を 除く と 、14> 
15 世 紀 の 青 花 を 抽出 する と と が 従 米 で 
き な か っ た が 小野 報 文 は 朝倉 編 年 の 染 
付 1 か ら 遡 上 し て 、15 世 紀 末 以降 に 属 
さ な い 青花 を 析出 する 糸口 を 発見 し た 
と と に 大 き な 意 義 が ある 。 山 梨 新 巻 本 
村 、 友 ケ 島 海底 引揚 品 な どの 中 に 存在 
する 青花 碗 を pre 1 と 呼称 し 、 実 年 代 
で は 洪 武 を も 含め て 15 世 紀 初 か ら 15 世 
紀 後 葉 に 位置 づけ よう と し て いる 。 小 
数 の 出土 例 か ら 帰 納 さ れ た 特色 は 、 端 
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反り で 高い 高台 を も ち 、 文 様 は 内 面 口 縁 に 界 線 、 四方 裸 文 、 EX BAA Eh Eh 
月 文 が 描か れ て いる 。 し か し 並行 する と み ら れ る 皿 形 品 に つい て は 析出 する に 至っ て いな い 。 
質 易 品 と し て 明 前 期 の 様式 の 青花 の 出土 は 日 本 の みな ら ず 、 世 界 的 に 少 い よう で ある が 、 同 時 
期 の 青磁 の 出土 は ある の で 、 我 々 が と の 時 期 の 青花 を 抽出 する 作業 を つづ け て いか な けれ ば な 
ら な い 。 出土 品 か ら 追求 する 方 向 と と も に 、 い わ ゆ る 「 民 間 青 花 姿 器 ] と よ ば れ て 紹介 され て 
いる な か か ら 出 土 の 可 能 性 の ある も の を 摘出 する 作業 も 必要 で あろ う 。 


以上 素描 し て きた よう に 14 て 15 世 紀 の 出 土 中 国 陶 磯 に 関し て 我々 が 獲得 し て いる 知識 は 相対 
的 貧し いと 言わ ざる を 得 な い 。 し か し 1980 年 度 の 共同 研究 に より 、 そ の 盟 光 が 現われ は じ め 
た よう た 思わ れる 。 現 時点 で 良好 な 資料 を 求め よう と する と 、 す で を 指摘 し て きた よう 沖縄 
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料 整理 を 行う と と が 当面 の 課題 で は な か ろう か 。 
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Chinese Cermamics Found in Okinawa 


—— Mostly from 'gusuku' 一 一 


Shigeharu Suzuki (Doshisha University) 


There are many 'gusuku's (castle) in Okinawa and a lot of trade ceramics 
are discovered there. Most of them are Chinese-made; some are Thai ceramics, 
Vietnamese or Koryo ware. Among the materials that have ever been discov- 
ered pieces of the Yara gusuku are the oldest. Those from other parts are 
generally accepted to belong to the 14th, the 15th or the 16th century. In the 
Katsuren gusuku are found celadon, white porcelain and Yüan blue-and-white. 
The celadon of the Katsuren gusuku have three different types and they are 
divided into two periods, the 14th and the 15th centuries. The celadon of the 
latter period are fewer than the former, which fact agrees with a historical 
record of the Katsuren gusuku's downfall in 1458. Judging from their appear- 
ance and the historical records, it can be said that most of the pieces of the 
Katsuren gusuku belong to the late 14th century. (reference to PL.) 

In the Omono gusuku trade ceramics are found in larger quantity than in 
the Katsuren gusuku. The Omono gusuku was originally a storage under 
goverenment control for foreign trade goods in Ryukyu (Okinawa).. The ce- 
ramics of the Omono gusuku are rather new, compared with those of the Ka- 
tsuren gusuku and they belong to the 15th or the 16th century. 


From Grid28 of the Sashiki gusuku are excavated a pile of celadon which 
are supposedly of the late 14th century, the same period as the Katsuren 
gusuku. 

The above results and some other surveys of the Yamada and the Gushi- 
kawa gusukus have brought about the chronological table of ‘gusuku’, combined 
with the estimated dates of ceramics and historical documents. 





| 沖縄 県 立 博物 館 保管 資料 
1 ジョ ー ジ ・ か ケー ア コレ ラク タクシ ジョシ 


県 立 博 物 館 に は 、 離 島 を 含め た 沖縄 各地 採集 の 輸入 陶磁 器 が 保管 きれ て いる 。 中 で も ジョ ー 
ジ ・ ケ ア 氏 の コレ クシ ョ ン は 、 主 と し て 米 軍 に よる 占領 時 代 に 採集 され た も の で あり 、 八 重 山 
を 中 心 に 、 158 カ所 に 及 父 地点 か ら 収 集 さ れ て いる 資料 群 で も る 。 と れ ら は 、 青 磁 、 白 磁 、 青 
花 な ど 多 量 の 資料 を 有 し な が ら リ スト を 含め て 未 発表 で ある 。 整理 分 類 後 の 公 開 に 期待 され る 
も の が ある が 散見 し た 資料 に よる と 14 世 紀 以 後 15 て 16 世 紀 の 資 料 が 多い 。 


2 勝連 城 の 出土 資料 


3 次 に わた っ て 発掘 調査 され た 勝連 城 の 資料 は 、 若 干 の 分 散 資 料 が ある と は いえ 、 主 要 な も 
の が 県 立 博物 館 に 保管 され て いる 。 そ れ ら に つい て は 、 発 掘 調査 概 報 の ほか 元 様式 の 染 付 に つ 
いて の 論考 が 、 三 上 次 男 氏 、 矢 部 良明 氏 ら に よっ て 公表 され 、 さ ら に 展示 会 図録 な ど に 収録 き 
れ て いて 広く 知ら れ て いる 。 

保管 され て いる 勝連 城 出土 の 一 括 資料 に は 、 移 磁器 の ほか 骨 製 品 、 中 製品 、 石 製品 、 ガラ ス 製 
品 、 開 元 通 宝 ・ 祥 符 元 宝 ・ 大 観 通 宝 ・ 景 徳 元 宝 ・ 洪 武 通宝 ・ 宣 徳 通宝 な どの 中 国 鍼 が ある 。 圧 
倒 的 に 多い の は 、 青 磁 碗 を 主体 と する 中 国産 の 磁器 片 で あり 、 問 種別 に みる と 、 碗 ・ 皿 ・ 鉢 ・ 
盤 ・ 香 炉 ・ 吉 な ど が 認め られ る が 、 完 形 品 に 近い 資料 は 碗 の 1 点 の み で ある 。 

な お これら の 資料 は 、 一 括 し て 保管 され て いる が 、 出 土地 点 、 検 出 遣 構 な どの 記名 が な され 
て お ら ず 、 儲 出資 料 を 含め て 遺構 ど と の 再 検討 が 困難 な と と は 惜しま れる 。 

碗 は 、 黄 緑色 の 般 調 を 呈す る も の が 多い が 、 中 に 2 次 的 な 火 を 受け た と と で 、 回 面 の 色調 
に “むら” を 示す も の が ある 。 碗 は 、 形 態 ・ 文 様 ・ 施 邊 な どの 特徴 か ら 次 の 3 類 に 大 別 す る と 
と が で きる 。 | 

I 類 は 、 体 部 に ふく ら み を も ちな が ら た ちあ が り 、 口 緑 部 に 寄っ て 端 反り 気味 の 口 居 部 を 呈 
LOD, NW xÀA433152560c€. BOANDEXDE OI —aky BON DIC MBEAN 
を 有する エーb、 見 込み に 印 花 文 を も つ 1 エ 一 c 人 細分 する と と が で きる 。 KH LU C mEGESF 
造り の も の が 多く 、 外 底面 に 赴 胎 部 を 残す が 、 高 台 部 の 内 外 や 畳 付 の 施 租 は 体 部 と 同様 で あっ 
て 、 蛇 の 目 状 C 欠 き 落 され た 露 胎 部 の 形状 は 、 外 底面 中 央 寄り で 乱れ を 呈す る も の が 多く 、 と 
の 部 分 で 赤 樽 色 の 色調 を 認め る も の が ある 。 な お 1 一 aa 、 エ 一 b の 高台 は 、 外 端 部 を 削り 出す 
と こと で 丸 味 を 持た せ 、 畳 付 の 幅 を せ ば め な が ら も 施 租 が 丁寧 で ある の 対し て 、I 一 c の 中 に 
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勝連 城 三の丸 出土 白磁 





勝連 城 本 丸 出 土 青磁 碗 (1 類 一 c ) 
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勝連 城 出土 青磁 碗 、 ax (1 b.IIS— b. II 類 一 c ) 
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も ポジ と ネガ の 両者 が ある が 、 監 胎 部 の 変化 と 
は 対応 し な い 。 

II 類 は 、 文 様 、 租 調 が 1 類 と 共通 し な が ら 口 
縁 部 の 形状 に 違い を みせ る 一 群 で ある 。 丸 味 を 
も っ て 立ち 上 っ た 体 部 と 、 そ の まま 内 頃 気 味 に 
口 縁 を お さめ る も の で 、 口 麻 部 の 外縁 を 若干 の 
ふく ら み を 持た せ て 外側 に つき 出し 、 丸 く 整 形 勝連 WA 
FZA THENCE... 休部 の ゆる や か な カー (See 
ZBORE 寄っ て 急 に 外側 に 丸く 突き 出す 点 
で 、 玉 縁 に 近い 肥厚 口 緑 を 認め る 一 群 で ある 。 
fOoX06)0x1—a. 2:0 80 e CIBO E 
文 を も つも の を T 一 b 、 内 面 片 切り の 蓮 弁 文 
や 草 文 を 持ち 、 外 面 に 幅広 い 無 鏡 運 弁 文 を 持つ 
も の を 一 c、 内 面 に 片 切 り 草 花 文 な ど を 持ち 
な が ら 外 面 を 無 文 と する も の を TH 一 e と 細分 す 
る と と が で きる 。 


帳 類 は 、 口 縁 部 の 外縁 直 下 に 一 巡 す る 雷 文 帯 を も つ 一 群 で ある 。 と れ ら は 、 体 部 の 外面 に 役 
切り に よる 間 の 抜け た 幅広 い 蓮 弁 を 、 雷 文 帯 の 直下 に 持つ と と が 多い が 、 と の 運 弁 自体 は 、 花 
弁 の 両側 縁 を 彼 切 り に よっ て 描き 出す の み で 、 笑 端 部 を 明瞭 に 残す も の は 少な い 。 一 方 、 内 面 
に 草 文 を 認め る 資料 が ある が 、 文 様 構成 の 全体 を うか が うと と の で きる も の は な い 。 と の 内 面 
施 文 は 、 外 面 の 雷 文 帯 自身 の 変化 と 対応 する と と が 考え られ る が 、 そ の 対応 関係 は 、 好 資料 の 
確認 まで 保 劉 され る べき で あろ うか ら 、 想 類 に つい て は 、 更 に 細 分 の 可能 性 を 認め つつ 、 現 段 
階 で は 雷 文 帯 の 一 群 と いう 大 枠 で 類別 し て お くに と ど め る 。 な お と の 一 群 の 器 形 は 、 ふ くら み 
を 持っ た 体 部 と 、 そ れ に つづ く 内 考 気 味 に 直行 する 口 縁 部 を 持っ て いて 、1 類 及 び I 類 と 違っ 
て 、 比 較 的 に 薄い 器 壁 を 形成 し て いる 点 で 、 大 き な 相 異 を 認め る と と が で きる 。 

I 上 類 、TL 類 に 対応 する 盤 や 息 は 、 無 鏡 蓮 弁 文 な どか ら 容 易 に 確認 され る が 、 想 類 に 対応 する 
盤 ・ 皿 の 比 定 は 困難 で ある 。 と れ は 雷 文 帯 を 持つ 盤 ・ 皿 の 存在 が み ら れ な いと と に よる が 、 将 
来 の 課題 の 一 つ に な ろう 。 な お 、 1 類 、TL 類 の 間 で は 、 そ の 時 期 の 近似 性 を 示す の に 対し て 、 
四 類 の 後続 性 は 従来 の 組成 に よる 編 年 観 に よっ て も うな ず け る も の で あろ う 。 

白磁 に つい て みる と 、 青 磁 と 比較 し て 保管 され て いる 資料 自体 が 極端 に 少 い と と が まず 指摘 
され る 。 碗 、 皿 の み を 認め た が 、 す べ て 白濁 の 租 が 薄く 施さ れ た 一 税 で ある 。 碗 に つい て は 、 
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いる 例 は な い 。 高 台 は 低く 、 内 外 の 端 部 を 粗く 削り 取る と と で 丸 味 を 持た せる 一 群 で あり 、 高 
台 脇 の カン ナ が け も 、 放 射 状 削 り 療 と し て 明瞭 に 残さ れ て いる 。 皿 の 中 に は 、 体 部 外面 の 露 胎 
部 が 口 縁 近 くま で み ら れ る も の が あり 、 つ けが け に よる 施 箇 法 を うか が わせ て いる 。 と れ ら の 
白磁 は 三の丸 か ら の 出土 が 多い 。 

ZR icovecik. BHOWET CARMA BSW ds, TMADACEREDEE. ROR, $k. EUROS 
Dime BASTEBCES. 元 様式 の 完 形 の 作例 を 念頭 に すれ ば 、 牡 丹 唐草 文 、 蓮 池 文 、 魚 
党 文 な どの 主文 の 一 部 を 残す 例 や 、 ラ マ 式 蓮 弁 文 、 凛 唐草 文 な ど 、 一 見 し て 元 様式 の 典型 的 な 
文様 パタ ー ン を 認め る 一 群 が あ り 、 日 本 出土 の 中 国 陶磁 片 中 の 優品 と いえ る 。 な お 、 一 群 の 染 
付 の 胎土 を みる と 、 灰 色 の 強い も の が あり 、 コ バル ト の 発色 に も 差 を 認め る と と が で きる 。 と 
の と と は 、 起 の 底部 に み ら れ る 面取り の 差 に 対応 する と と が 考え られ る が 、 多 く の 資 料 を まっ 
て 検討 する 必要 が あろ う 。 実 見 し た 一 群 の 染 付 の ほか に も 出土 資料 が 存在 する と の と と で あ 
り 、 将 来 の 課題 と な る 。 い ずれ に し ろ 14 世 紀 代 の 染 付 の 一 括 資料 と し て の 資料 価値 は 大 きい 。 

勝連 城 出土 資料 の うち 、 陶 磁器 に つい て の 主要 な も の を 以上 の よう に みる と 、14 世 紀 代 の 一 
群 と 15 世 紀 代 信 属 する 一 群 が 存 在 す る と と が 認め られ る 。 青磁 の 息 類 に よっ て 代表 され る 一 群 
が 15 世 紀 代 の 資料 で ある が 、 保 管 さ れ て いる 資料 に 関す る か ぎり 、 そ の 量 的 な 比率 は 少な く 、 
と の 量 的 な 傾向 が 、 そ の まま 勝連 城 の 盛衰 を 示す の で あろ うか 。 勝連 城 の 寺 に 立っ て 、「 お も 
Al に みる 接 司 阿 麻 和 利 へ の 思い 以上 に 、 立 地 人 条件 の 良さ に 加え た 中 国 貿 易 の 拠点 と し て の 琉 
球 の か つて の 繁栄 や 、14 て 15 世 紀 に か け て 存在 し た 構築 物 の 僅 容 を 、 本 丸 、 二 の 丸 に 残さ れ て 
いる 遺構 群 か ら 強 烈 な 印象 を も っ て うか が うと と で あっ た 。1458 年 に 亡 ん だ と いう 勝連 城 に つ 
いて の 記録 は 、 すでに 触れ た 宣 徳 通宝 な どの 中 国 銭 を 含め た 年 代 観 と 合せ て 重視 され て よい 
が 、 考 古 学 的 に は 、 残 され て いる 未 調査 地点 で の 発掘 調査 に 期待 する も の が 大 きい 。 


3 御 物 城 の 出土 資料 


御 物 城 は 、 も と 海外 貿易 の 物 貨 を 収め た 公 倉 で 、 尚 金 福 時 代 の 古 地図 に 宝庫 と ある も の K 相 
当 す る と いう 。「 李 朝 実録 」 に 「 江 辺 に 城 を 築き 、 中 に 酒 庫 を 置く 、 房 内 に 大 低 を 排列 し 、 酒 
BADR, 一 二 三 年 酒 庫 、 其 額 を 分 書 せ り 、 又 軍 器 庫 を 置き 鉄 甲 槍 剣 弓矢 、 其 中 に 充満 せ 
0| と ある の も 、 上 旧記 に 「 御 物 城 在 那覇 津 中 、 昔 有 諸 国 船 到来 本 国 、 又 琉 船 赤 到 諸国 、 以 便 罰 
易 、 时 创 策 北城 、 建 公会 于 其 中 、 以 有 货物 、 而 有 御 销 侧 官 、 掌 管 其 事 . (中 略 ) 然 面 倉 屋 巳 廃 、 
遣 地 猫 存 云々 」 と みえ る の も と れ だ と いう 。 

県 立 博物 館 に 保管 され て いる 御 物 城 関係 の 出土 資料 は 、 中 国産 の 陶磁 器 片 に 関す る か ぎり 、 
量 的 に は 勝連 城 を 上 廻る も の が ある 。 青磁 ・ 白 磁 ・ 黒 租 ・ 染 付 ・ 福 箇 陶 な どか ら 成 っ て いる 
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大 きい 。 

青磁 器 に つい て みる と 、 勝 連城 で 試み た 分 類 に よる と TI 一 a、1 一 b、 エ 1 一 c と も 父 存 在 し 
て いる が 量 的 に は 少な く 、T 類 に つい て は HI 一 e を 若干 認め る の み で ある 。 1 類 ・I 類 に 比較 
し て 多量 に 出土 し て いる の は 由 類 の 雷 文 帯 を も つ 一 群 で ある 。 雷 文 帯 を 口 緑 直下 の 内 外 に も つ 
も の を 、 想 一 a 、 外 面 に の み 雷 文 帯 を も つも の を 想 一 b と し て も 、 二 文 帯 に 加え て 蓮 弁 文 や 特 
丹 文 を も っ た り 、 も た な か っ た りす る 資料 が ある た め 、 口 緑 に 平行 する 上 下 2 本 の 画 線 の 中 に 
整然 と し た 雷 文 を 連続 させ る 一 群 、 画 線 を 含め て 粗雑 に 雷 文 を くず し な が ら 連 続 させ る 一 群 、 
画 線 を も た ず に 整然 と し た 雷 文 を も つつ 一群 、 画 線 も な くく ずれ た 和 雷 文 の み を も つ 一 群 な ど に 細 
分 が 可能 で ある が 、 そ れ ぞ れ に つい て 完 形 品 が な いた め 、 現 段階 で は 、 先 に 示し た 大 枠 で と ど 
め て 置く の が 妥当 で あろ う 。 こ と の 想 類 に 加え て 、 邊 描き 和 蓮 弁 や 線 描き 蓮 措 に よっ て 代表 され る 
一 群 が あ り 、TV 類 と し て 分 類する と と が で きる 。 御 物 城 出土 の 碗 類 中 で 最も 多量 に 出土 し て い 
る の が と の TIV 類 で ある 。 中 国広 東 省 恵 陽 窯 産 の 青磁 竹刀 文節 を 目安 と する 一 群 に 相当 する 。 と 
れ ら の 資料 は 、 勝 連城 で は 1 点 の 出土 も な く 、 後 で 触れ る 染 付 の 違い と 共に 御 物 城 と 勝連 城 の 
出土 陶磁 の 差 を 端的 に 示し て いる も の で ある 。 と れ は その まま 年 代 観 に 大 きく か か わる と と に 
な る 。 

TV 類 を 施 文法 の 人 違い に よっ て 生じ る 蓮 弁 細部 の 変化 と 、 文 様 構成 か ら 分 類する と 、TIV 一 a 
は 、 片 切り 彫り に 近い 邊 切り に よっ て 施 文 さ れ 、 運 弁 自体 に 高低 差 を 生み だ し 、 そ の た め 表 面 
を 覆う 租 調 に 濃 肖 が み られ る と と で 立体 維 を 与え て いる 一 群 で ある 。 運 弁 の 和 失 端 部 が 、 山 形 に 
シャ ー プ を 連続 する も の な ど 剣 頭 文 を うか が わせ る も の すら 確認 され て いる 。TIV 一 b と 分 類 さき 
れる も の は 、 す べ て 線 描き に よる 蓮 弁 文 で ある 。 蓮 弁 自体 は 扇 平 で 、 中 に は 弁 の 中 央 部 や 側 辺 
部 、 更 に 失 端 部 に 乱れ を 生じ る 程 の 粗雑 な 施 文 の み ら れ る も の も 含ま れ て いる 。 

四 類 、IV 類 に 伴う 青磁 の 皿 は 、 段 皿 、 往 花 皿 で あぁ あり 、 段 皿 の 中 に は 、 見 込み て 蛇の目 状 の 超 
胎 部 を 示す も の や 、 高 台 脇 に 大 きく 錯 切 れ を 残す も の が ある が 、 と も に 体 部 か ら 口 緩 に か け て 
大 きく 外 反 する 端 反り の 形態 を も つ 点 で 特徴 的 で ある 。 | 
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種 に 分 ける と と が で きる 。 BGB X029] c25 0, MAROMBE BIO He 
と で 面取り の み ら れ る も の や 、 畳 付 を 4 カ所 に わた っ て 大 きく えぐ り 出 し て いる 資料 も 含ま れ 
て いる 。 な お 小型 の 鉢 も 同様 の 高 全 を も っ て いる が 体 部 を 八 面取り に 整形 し て いる 資料 が 存在 
する 。 

黒 租 に は 若干 の 天目 碗 が ある 。 口 縁 部 に 寄っ て 小さ く 外 反する 形態 を も っ て いる が 、 高 台 脇 
の 水平 位 の 削り 出し や 、 高 台 外 端 部 に 面取り 状 に 削り 出す 特徴 を 共有 し て いる 。 





染 付 の 量 は 、 青 磁 に つい で 圧倒 的 に 多い 。 和 回 種 は 碗 、 皿 に よっ て 占め られ て 、 玉 取 獅 子 、 折 
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か ら 16 世 紀 に わた る 資料 で あり 、 形 態 上 の 特徴 や 文様 構成 に よっ て 細分 の 可能 な 一 群 で ある 。 

褐 笑 の 資料 は 、 吉 、 姓 が ある が 、 中 に ルソン 吉 の 耳 を 残す 資料 が 含ま れ て いる 。 多く の 破片 
の 中 に は 黒 味 の 強 い 稲 調 や 赤 味 の 強い も の が あり 、 沖 縄 で 焼成 され た 一 群 の 存在 も 検討 され て 
よい 。 騰 の 口 緑 部 に 一 条 の 隆起 突 帯 を 持つ 点 で 特徴 的 な 形態 を 示す 資料 な ど 課 題 を 残す 資料 で 
HS. 砂粒 を 多く 含む も の や 胎土 の 密 な 資料 な ど 産 地 を 異 に する と と が 考え られ る 。 

以上 の 資料 に よれ ば 、 御 物 城 に つい て は 、 15~16 世紀 (にかけ て の 時 期 を 考え させ る 資料 が 
主体 を 占め て いて 、 総 体 的 に 勝連 城 に 後続 する 一 群 で ある と と は 人 否定 され な い 。 特徴 的 な 資料 
は 、 線 描き 蓮 弁 文 の 青磁 季 と 染 付 の 一 群 で あり 、 記 録 に みえ る 年 代 観 を 出土 資料 に よっ て 保証 
する と と が で きよ う 。 


| 読谷 村立 歴史 民俗 資料 館 保管 資料 


座喜味 城 に 隣接 する 資料 館 に は 、 座 喜 味 城 、 山 田城 な どか ら 出 土 し た 資料 を 保管 し て いる 。 

すでに 調査 報告 の 刊行 され て いる 座喜味 城 の 資料 は 、 青 磁 に つい て は I 類 を 除い て 、 有 I[・ 想 ・ 
IV 類 の 資料 が あぁ あり 、 染 付 も 御 物 城 出土 資料 に 類する も の が ある 。 山 田城 の 資料 は 青磁 で I 類 ・ 
由 類 を 認め る も の の 1 類 と TV 類 の 資料 は な く 、 染 付 は 1 点 も みな い 。 と れ ら の と と は 、 記 録 に 
みえ る 山田 城 か ら 座 吾 味 城 へ の 変遷 を その まま 示し て いる も の と いえ よう 。 


| 沖縄 国際 大 学 保管 資料 


高宮 広 衛 氏 ら に よっ て 調査 され た グ ス ク の うち 、 上 具志川 市 の 具志川 城 赴 出土 資料 は 注目 され 

て よい 。 BROOM. . MMO. TERROSE 72:35 SA. PMBILHANSAN CHS. 
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弁 を も つ 資 料 で ある 。 さ き に 示し た 了 T 類 と IV 類 の 特徴 を 同時 と に も つも の で あり 、 こ と これ に 類する 
資料 は 従来 知ら れ て いな い だ け 貴重 な 資料 と な っ て いる 。 体 部 の 蓮 弁 か ら 施 文法 の 先 後 関係 
を 考え る 上 で も 好 資 料 と いえ よう 。 


IM 県 文化 課 分 室 保管 資料 


屋良 城 出 土 資 料 は 、 鏡 蓮 弁 の 青磁 碗 や 、 肥 厚 し た 玉 緑 の 白磁 碗 の 組成 が 特徴 的 で ある 。 中 
1 点 の 高麗 青磁 が あり 、 和 輸入 陶磁 の 総体 は 、 勝 連城 に 先行 する 一 群 で ある 。13 世 紀 代 に 属す る 





佐敷 城 出 土 青磁 碗 計測 表 


資料 Na | 記 名 | 口 径 | 器 «|e a|a a| Bee 
1 5 15.0 6.5 6.6 暗 灰 緑色 
2 6 17.0 7.7 6.1 KEE 
3 7 18.0 7.8 6.8 灰 緑 色 有 
4 8 17.4 7.3 6.2 K 緑色 
5 | 9 16.1 7.5 5.6 | 灰 緑色 
6 10 17. 4 復元 7.5 6.6 灰 茶褐色 有 
7 11 16.0 7.5 5.9 K 緑色 
8 12 15. 8 7.5 5.8 K 緑色 
9 13 17.9 _8.0 6. 4 复元 | K R E 
10 17 17.4 7.4 6. 6 复元 | IX 緑色 
11 19 17.6 7.6 6.7 EKRE 有 
12 . 59 17. 8 T.T 6. 6 复元 | & 48 f& 
13 61 16.5 8.3 5.5 黄 緑色 
14 B 18. 4 7.8 6.3 kk IK E 有 
15 I 15 16. 0 復元 8.0 6.0 IK 绿色 有 
16 1271 16. 6 复元 | 7.0 5. 8 EC GS, 有 

全 資 料 の 平均 値 | 169 | ze | 62 | -- 

a. I 0707 0 a a ーー ニー 一 ーー ニー ニーーー ニ ーーー cm 
GER T em | 17.1 | 7.6 | 6.2 | 
も の を 主体 と し て いる 。 


佐敷 城 出土 資料 は 、 青 磁 、 白 磁 、 染 付 、 褐 稀 か ら 成 り 、G28 グ リッ ド の 一 括 資 料 は 好 資 料 で 
ある 。 と と か ら 出 土 し た 青磁 碗 は 、 1 類 と TH 類 で 息 類 、TV 類 は な い 。 

G28 グ リッ ド の 青磁 本 の うち 、 完 形 品 及び 完 形 に 近い 資料 に つい て みる と 、 共 通し て 指摘 さ 
れる 形態 上 の 特徴 は 、 口 緑 部 を 小さ い 玉 緑 状 に 肥厚 させ 、 腰 の 張っ た 形態 を 示す 点 で あり 、 内 
底面 に 印 花 文 を も つも の と 無 文 の も の が ある が 、 計 数 表 に 示す よう に 碗 と し て は 、 や や 大 振り 
の 一 群 で ある 。 お な 無 文 の 一 群 と 印 花 文 の 一 群 を 比較 し て みて も 、 口 径 、 器 高 、 底 径 を 通じ て 
大 差 の な いと と が うか が える 。14 世 紀 の 後 半 の 一 括 資 料 と し て は 、 ま れ に みる 好 資 料 で あり 、 
遺構 単位 の 整理 に 期待 され る 。 

な お 、 染 付 の 中 に 玉取り 獅子 や 折 枝 花 文 の 皿 が 含ま れ て いて 、 後 続 する 月 城 宮 と の 関係 を 無 
視 で き な い 。 

久米 島 宇 江 城 か ら は 、 青 磁 と 福 租 の 資料 が な もたらさ れ て いる 。 青磁 は 、1 類 と TL 類 で あり 、 
皿 類 、TV 類 は な い 。 褐 租 の 中 に は 火 が くれ の み ら れ る 資料 や 内 面 に 叩き の 痕跡 を と ど め て いる 
も の が ある 。 産地 に つい て の 検討 も 課題 で あろ う 。 

久米 島 具 志 川 城 の 資料 は 、 青 磁 、 染 付 、 福 租 が み ら れ る 。 BRAI, MATEO, I 上 類 、 
IV 類 は み ら れ な い 。 染 付 は 小片 の 1 点 の み で ある が 、 御 物 城 な ど で 普遍 的 に み ら れ る 資料 で あ 








Bo 
分 室 に 保管 され て いる 資料 は 、 近 年 の 調査 に な る も の が 多く 、 好 資料 を 多量 に 保管 し て いる 
が 、 そ れ ら の 報告 が また れる も の で ある 。 


V グ ス ク 資料 に よる 幼年 試案 


も と より 沖縄 に は 多く の グ ス ク が ある 。 し た が っ て 数 例 の 資料 に よっ て 編 年 の 組め る も の で 
も な い 。 文献 に こ よ る グ ス ク の 変遷 と の 対比 も 無視 で き な い が 、 実 見 し た 資料 に よっ て 若 士 の 試 
み を 持つ と と も あな が ち 無 意味 な と と で も な か ろう 。 あ えて 編 年 を 試み る と 、 下 記 の 表 の 通り 
と な る 。 


沖縄 に お ける 主要 グ ス ク の 編 年 試案 
Model Table of Chronology of sevelal Gusuku (castle) in Okinama 


グ スク の Wi 年 的 f FA 


B ox x 
Katsuren C 


中 城 o x 
Nakagusuku C. 


座喜味 城 月 X 
Zakimi C 


C. —Castle 


(&E) 
. 三 上 次 男 「 沖 縄 勝連 城 出土 の 元 染 付 と その 歴史 的 性 格 」 考古 学 雑 誌 63 一 4 1978 
. 矢部 良明 「 日 本 出土 の 元 様式 青花 磁器 に つい て 」 南島 考古 4 1975 
。 和 亀井 明徳 「 山 田城 跡 発見 の 中 国 陶磁 に つい て 」 座喜味 城跡 第 3 ・ 4 次 遺構 発掘 調査 1978 
, 亀井 明徳 「 日 本 出土 の 明代 青磁 碗 の 変遷 ] 鏡山 猛 先生 古稀 記念 『 古 文化 論 牙 』1980 
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熊本 県 城南 町 出土 の 青磁 資料 
亀 df 明 德 
Celadon Excavated from Jonan-machi, Kumamoto Pref. 


Meitoku Kamei (Kyushu Historical Museum) 


The celadon pieces I cite here were excavated from under a five-storied 
pagoda with the carved letters “応永 17 年 (1410)". They will, I maintain, make an 
important contribution to the chronological study of the celadon. the date 
early Ming dynasty has been ascribed to some Chinese ceramics, but it lacks 
precision. 

A two-handled celadon vase with incised peony design (Fig.PL. 1) and 
three two-handled celadon vases with outcurving sides (Fig. PL. 244) are 
treated here. In 1966 they were excavated from under the five-storied pagoda 
during the construction in the south suburbs of Kumamoto city in Kyushu. As 
mentioned above, the date of "応永 17 年 (1410)' was carved on the remaining part 
of the pagoda. Accordingly it is clear that the celadon vase and plates belong 
to before 1410. 

The vase 1. is light green-glazed except the foot rim. The foot rim is un- 
glazed, red-brown. The mouth rim is missing, and the remaining part is 19.5cm. 
in height. On the body the peony and scroll design is carved, but it is now 
obscure. The lotus petals of the design has no ribs; the top of the petal is 
made round; an interval between petals is rather wide. Such characteristics of 
the petals are the merk-mal of the latter half of the 14th century. The ear, 
one missing, is fish-like and a ring is fixed to it. 

Such is the case with the plates 2.3.4. The petalled mouth rim is unclear 
and three combed lines run around along the mouth rim. There are two significant 
features of glaze; one is the comparatively transparent glaze represented by the 
plate 2, the other is the dark olive glaze as shown in the plates 3. and 4. The 
outside of the foot rim is glazed, but the inside is unglazed, coarse and rough. 
Many plates of the same kind are found in Japan. Formerly they were ambig- 
uously supposed to belong to the middle and the late Ming dynasty. It is now 
evident that most probably they were manufactured in the latter half of the 
14th century, which is supported by the fact that these celadon vase and plates 
were already under the ground at the beginning of the 15th century. It is 
generally admitted, however, that the form of the plates was still maintained 
in the 15th century. 





1 出土 状況 


と と を 紹介 する 青磁 4 点 は 、 偶 然 の 機会 に 発見 され た も の で ある が 、 応 永 17 年 (1410) の 紀 
年 鑑 を 伴う も の で あり 、 と の 前 後 の 時 期 の 青磁 の 年 代 を 決め る うえ で 重要 な 資料 で ある 。 

出土 の 状況 に つい て は 、 徳 本 明 氏 (城南 町 教育 委員 会 ) が 実 見 し て いる 。 同氏 は と の 地域 の 
歴史 に 精通 され た 研究 者 で 、 陶 磁器 に つい て も 詳し い 方 で ある 。 

出土 地点 一 一 熊本 県 下益城 郡 城南 町 大 字 坂 野 (坂本 区 ) 山 烟 、 竹 田 兼 雄 氏 所 有 地 

出土 品目 一 一 ① 青 磁 陰 刻 牡丹 文 不 遊 環 瓶 1 点 

ORREL 5A (内 2 点 は 破棄 ) 現存 3 点 
以上 計 4 点 は 城南 町 教育 委員 会 保管 

徳本 氏 に よる 発見 の 状況 は 次 の と お り で ある 。 昭和 41 年 10 月 5 日 に 、 竹 田 兼 雄 氏 所 有 の 山林 
を 審 相 畑 に 造成 する た め 、 ブ ルド ー ザ ー に より 整地 工事 中 に 、 小 丘 の 西側 斜面 の 笹 蔽 内 か ら 一 
基 の 五輪 塔 が 出土 し 、 そ の 直下 か ら 青 磁 瓶 1 点 お よび 青磁 皿 5 点 の 上 記 遺 物 が 発見 され た 。 閣 
は 口 緑 部 を 欠損 し 、 さら 環 部 1 ケ所 も 欠損 し て いる 。 皿 5 点 の うち 2 点 が 破損 し て いた た 
め 、 ブ ルド ー ザ ー の 運転 手 が 破棄 し て し まっ た 。 発見 の 報 を 受け て 、 徳 本 氏 が 、 破 棄 さ れ た と 
れ ら の 破片 を 探 策 し た が 再び 地下 公理 没 さ れ て 発見 で き な か っ た 。 五輪 塔 の 台 石 を 調査 し た と 
と ろ 、「 応 永 十 七 年 」 の 年 号 銘 が 刻ま れ て いた 。 し か し 、 と の 台 石 を 工事 実施 者 で ある 竹田 氏 
に 保管 する よう 依頼 し た が 、 竹 田 氏 より プル ドー ザー の 運転 手 へ の 連絡 が 遅れ た た め 、 再 び 土 
中 に 埋没 され 、 現 在 そ の 埋没 個所 は 不詳 で ある 。 

以上 が 発見 の 頭 末 で ある 。 城 南町 は 熊本 市 か ら 南 へ 約 15 キ ロ 、 緑 川 の 南 に 位置 する 農村 で あ 
る 。 し か し 阿 高 上 貝塚 、 御 領 貝 塚 、 塚 原 遺 跡 、 陳 内 廃寺 、 そ し て 肥後 益城 国府 な ど 、 縄 文 時 代 以 
来 、 肥 国 の 中 心地 で あり 、 と れ ら の 遺跡 の 詳細 に つい て は 、 松 本 雅明 氏 ら の 手 に な り 、 市 町 村 
史 の 白眉 と され 高い 評価 を 得 て い る 『 城 南町 史 』 (昭和 40 年 刊 ) で うか が え 、 し た が っ て 、 文 
化 財 の 調査 も よく 行なわ れ て いる 地域 で ある 。 と の 青磁 な どの 発見 され た 坂本 は 、 侯 名 抄 の 坂 
本 郷 の 遺 名 と 考え られ 、 鎌 倉 室 町 期 に は 隈 牟田 荘 の 領域 で ある 。 と の 荘園 は 、 鎌 倉 期 、 は じ 
め 岳 牟 田 菩 と たよ ば れ て いた よう で 、 隣 接 の 豊田 菩 と と も に 、 後 宇多 院 勧 癌 光 院 の 領 と な っ て い 
た 。 勧 豆 光 院 は 鳥羽 上 皇 の 女御 の 美 福 門 院 に よっ て 、 永 治 元 年 (1141) に 京都 (左京 区 聖護院 
R) に 建て られ た 寺 で ある 。 そし て 鎌倉 末 ・ 南 北朝 の は じ め に は 隈 牟田 菩 ま た は 隈 苫 と 呼ば れ 
る よう に な り 、 菊 池 氏 が 地頭 職 を も っ て いた と 思わ れる 。 菊池 武 房 は 鎌倉 後期 に と の 地 に 能 仁 
寺 を 建立 する が 、 と の 寺 は 肥後 で 最初 の 禅宗 寺院 で 宋 よ り 渡来 し た 宝山 和尚 を 鼻 祖 と し て い 
る 。 と の 頃 よ り 隈 牟田 荘 に 、 手 工業 者 を 含め た 中 世 町 が 形成 され た と み ら れ る 。 南北 朝 の 争乱 
は 、 と の 下 内 の 土地 も また 委 奪 の ま と に な り 、 大 友 、 阿 蘇 、 鹿 子 木 な どの 勢力 が 入り 乱れ て い 
る 。 











さて 、 遺 跡 は 坂本 ・ 平 野 部 落 こ ある 標高 80m の 丘 陸 で ある 。 中 世に お いて と の 丘 陸 お よび 周 
辺 に は 、 約 30 基 の 石塔 (五輪 塔 、 宝 僕 印 塔 、 層 塔 、 宝 塔 、 板 碑 ) が 確認 され て いる 。 そ の な か 
で 在 銘 品 で は 、 Bee 2 年 (1529)、 弘 治 3 年 (1557)、 永 禄 6 年 (1563) 刻 銘 の 各 板 碑 が あり 、 
五輪 塔 で は 在 銘 で は な い が 室 町 前 期 ま で 遡る も の が 坂本 西山 畑 に あり 、 南 へ 2 キロ の 下 宮地 に 
は 建 武 3 年 (1336) 在 銘 品 が ある 。 青 磁 を 塔 基 に 納め た 報告 の 五 輸 塔 も こう し た 石塔 と 一 群 の 
も の と し て 位置 づけ られ 、 室 町 期 の 五輪 塔 の 性 格 か ら み て 墓 と 推定 され る 。 


2 出土 遺物 


(1) 青磁 陰 刻 牡丹 文 不 遊 環 瓶 1 口 (Fig. PL. 1) 

口 縁 部 を 欠損 し て いる が 現存 高き 19. 5cm、 底 径 8.3cm の 瓶 で ある 。 口 縁 部 を や や 開き 、 胴 部 
を 下 彩 れ に し た いわ ゅ る 玉吉 春 形 に 双 耳 環 を つけ た 形態 で ある 。 頸 部 に 一 条 の 節 帯 を つけ 、 胴 
部 下 半 部 に も 胴 つ な ぎの 節 帯 が ある 。 と の 間 に 、 片 切 彫 り で 牡丹 唐草 文 を いつ ば い 配 し 、 
草 は 3 本 の 横 を 単位 と し た 楠 描 文 で 刻ん で いる 。 牡丹 文 の 表現 は や や 粗く 、 そ の 形状 は 判然 と 
し な い 。 下 半 の 節 帯 に 接し て 斜め に 修 刻 線 が み ら れ る 。 腰 の 部 分 に は 運 弁 を 配 す る が 、 各 弁 に 
は 鏡 な く 、 側 線 は 並行 線 に 近く 、 弁 先 は 丸 味 を 帯び 、 か つ 各 弁 の 間隔 が 離れ て いる と と ろ 特 
徴 が ある 。 耳 の 片側 は 完全 に 欠 和 失 し て いる が 、 他 の 側 は 残り 、 魚 耳 で 、 と れ に 径 5.3cm の 環 を 
付け て いる 。 

般 は 明る い 緑 色 を 呈し 、 厚 さ は 、 1 mm に 近く 、 畳 付 付 近 を 除い て 外 克 部 を 含め た 総 般 で あ 
る 。 胎土 は 灰色 の 磁 胎 で 、 露 胎 の 畳 付 附近 は 赤 茶 色 を 呈し 、 と の 部 分 に 淡 褐 色 の 粗 土 の クッ ツ 
キ が み ら れ 、 外 底 に も 1 個 つ いて いる 。 

と の 形態 の 瓶 は 元 後半 か ら 明 前 半 に か け て 製作 され た も の で ある 。 出光 美術 館 に 蔵 せ られ る 
飛 青磁 刻 花 牡 文 不 遊 環 尊 を みる と 、 頭 部 に 芽 儲 文 、 胴 部 に 牡丹 文 を 刻み 、 腰 部 に は いわ ゆる ラ 
マ 式 蓮 弁 文 を 配 し て いる 。 文様 表現 か ら み る と 元 後半 、 14 世 紀 前 半 代 と み ら れ る 。 本 品 を と 
れ に 比較 する と 文様 表現 や 同じ く 上 下 二条 の 節 帯 に お いて も 、 す る ど さ を 欠き 、 元 後半 期 ま で 
遡り 得 な い 。 本 品 の 年 代 を 考え る 上 で 指標 と な る の は 、 そ の 腰部 に 施さ れ た 夢 弁 文 で ある 。 F 
間 を 離し 、 各 弁 が 丸 味 を も つ 無 鏡 の 形 は 、14 世 紀 後 半 以 降 に 増加 し て くる タイ プ で 、 そ の 類例 
は 碗 、 皿 に お いて み ら れ る 。14 世 紀 後 半 か ら 15 世 紀 前 半 と 考え られ て いる 沖縄 県 勝連 域 の 出土 
in ( 別 稿 一 沖縄 県 の 調査 項 参照 ) に は 、 と うし た タイ プ の 蓮 弁 が よく み ら れ る 。 そ うす る と 本 
品 が 一 応 1410 年 の 下限 を も つ 遺 跡 出 土 品 か ら 考 えて 、 と れ を 14 世 紀 後 半 を 中 心 と し た 年 代位 
置 づ ける と と が 可能 と な っ て くる 。 と の よう な 拭 は 日 本 出土 品 と し て 決し て 例 が 多い も の で は 
な い が 、 今 後 の 類 例 の 年 代 決定 の 上 で 役立つ と と も に 、 そ の 文様 構成 要素 の ひと つ で ある と う 
し た タイ プ の 運 弁 文 の 時 間 的 位置 の 1 点 を 14 世 紀 後 半 に 置く と と が 許さ れる で あろ う 。 
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(2) 青磁 綾 花 皿 3 枚 (Fig PL. 2~4) 

現存 する 3 点 の 皿 は 細部 で は 若 士 と と な る が 、 形 態 や 胎土 な ど 共通 する と と ろ が 多い 。 

は 、 比 較 的 良好 な 発色 で 、 透 明細 が や や 厚く か けら れ 、 青 緑色 を 呈し 、 全 面 に 貫入 が み ら 
れる 。 内 底 中 央 部 と 高台 の 内 側 は 露 胎 で と げ 茶 色 を 呈し 、 高 台 内 は 邊 で 粗く 削っ て いる 。 AR 
を 稼 花 様 に つく る が 鈍く 、 と れ に 沿っ て 2 て 3 本 の 沈 線 文 を めぐ ら す が 、 連 続 刻 線 と な っ て い 
な い 。 内 側面 の 2 個所 に 邊 描き の 花 文 様 を 施す が 、 と れ も 判 然 と し な い 。 し か し 他 の 2 ROM 
と 比較 する と や や 良い で き と 言 えよ う 。 

③ も 同形 態 で 、 腰 部 に 屈曲 を も っ て 外 反 し な が ら 口 縁 に 至る 。 3 点 と も 腰部 の 屈曲 は 丸 味 を 
も っ て お り 、 明 確 な 稼 線 で は な い 。 血 は ベー ジュ を 帯び た オリ ー ブ 色 で ある が 、 光 沢 は な く 白 
濁 の 部 分 が 口 縁 部 付近 に み ら れ る 。 施 租 は 高台 部 外側 まで で ある が 、 内 側 に も 流れ と ん で い 
So 高台 内 は 粗い 削り で 、 胎 土 は 褐色 で ある 。 口 縁 部 に ② と 同様 に 沈 線 が み ら れ る が 白 滴 色 の 
部 分 は 刻 線 が は っ きり し な い 。 

④ も 同形 態 で 、 こ れ ら の 法 量 は 、 口径 10.6>11.7cm、 高 さ 2.6~3.0cm, EH 4.7cm で あ 
る 。(④ で は 光沢 の な い 暗 い オ リー プ 色 発色 し 、 し か も 厚く 施 皆 され て いる の で 口 緑 部 付近 の 
欧 線 は 明らか で な い 。 施 般 方 法 も 同じ で 、 底 部 に は 砂 が 付着 し て いる 。 

と れ ら の 青磁 稼 花 皿 に つい て 年 代 観 は 、 漠 然 と 15>16 世 紀 と 考え て きた 。 と れ に 対し て 提 稿 
「 日 本 出土 の 明代 青磁 碗 の 変遷 ] (⑪ 鏡山 猛 先生 古稀 記念 、 古 文化 論 牙 』1980) に お いて 、B 一 
2 タイ プ と し た 青磁 細 蓮 弁 文 碗 と の 共 伴 資料 が 多い と と ろか ら 、 と の 科 花 皿 も 15 世 紀 後 半 16 
世紀 中 葉 と 限定 し た 。 例 えば 、 朝 倉 氏 館 跡 第 15 次 調査 や 新潟 県 華 報 寺 経 沢 出土 品 な ど を 共 伴 資 
料 と し て 提げ た 。 し か し と の 見 解 は 修正 を 必要 と し 、 本 例 の よう に 遅く と も 15 世 紀 の 初 頭 に は 
埋 納 され て いる か ら で あ る 。 す な わ ち 、 あ まり 時 期 の 限定 で きる 青磁 で は な く 、15 世 紀 初 めか 
ら 、16 世 紀 中 葉 まで 長期 間 に わ た り 製 作 、 使 用 され た と 考え た 方 が よい で あろ 。 と の 長い 期間 
に 形状 を 変化 させ る と と が な か っ た の で あろ うか 。 と の 点 は 今後 の 資料 の 細部 の 検討 に ゆだね 
た い が 、 施 租 方 法 に お いて 少な く と も 2 種類 が ある と と を 指摘 し て お と う 。 本 例 の 3 点 の よう 
に 原則 と し て 高台 内 お よび 畳 付 を 削り 露 胎 の まま 残す 方 法 と 、 北 海道 余市 町 大 浜中 門跡 か ら 
の 出土 品 の よう に 、 高 台 内 側 まで 施 血 し 、 中 央 部 を 除い て 一 種 の 蛇 目 状 に 租 を 拉 き 取る 方 法 が 
ある 。 施 般 方 法 を 除い て 全体 の 形態 や 法 量 、 さ ら 施 文法 な ど 両 者 は 同一 系 続 と み ら れ る 。 大 
浜中 出土 例 の よう な 施 租 方 法 は 14 世 紀 中 葉 以前 に は 見 られ な い 方 法 で あり 、 明 代 に な っ て 行 な 
われ る 焼成 方 法 の 変化 対応 する も の と 言え る 。 それ 対し て 本 例 の よう な 施 船 方 法 は 元 以 前 
の 古式 の や り 方 で ある が 、 そ れ を 15 世 紀 ま で つづ け て いる よう で あり 、 む し ろ 上 旧式 な 焼成 を 続 
け て いた 窯 の 存在 を 用 見 する と と が で きよ う 。 原則 と し て 青磁 碗 、 皿 の 施 稲 方 法 は 14 世 紀 中 葉 
を 境 に し て 変革 を みる が 、 本 例 の よう な 旧式 の 方 法 も 並行 し て 行なわ れ 、 太 に お いて も と の 手 
法 を みる と と が で きる 。 
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いづ れ ( に し て も 、 と の 遺跡 か ら 出土 し た 青磁 稼 花 皿 は 従来 の 見 解 と 異な り 、 遅 く と も 、15 世 
紀 初 め に は 日 本 に 輸入 され て いた と 考え られ 、 お そら く 14 世 紀 後 半 ま で その 製作 年 代 を 遡 ら せ 
る と と が で きる で あろ う 。 

と の 遺跡 は 幸い 1410 年 の 紀年 銘 を も つと と に よっ て 、 埋 納 さ れ て いた 青磁 瓶 と 皿 の 年 代 決定 
に 資す る と と ろ が 大 きい 。 と くに 沖縄 以外 で は 1415 世紀 の 貿易 陶磁 を 出土 する 遺跡 が 少な 
く 、 年 代 を 決め る 資料 が 不 十 分 で ある 。 その 意味 で と の 遺跡 の 出土 品 の も つ 価 値 は 非常 に 高い 
と 言え る 。 





Fig. 熊本 県 城南 町 応永 17 年 (1410) 刻 銘 塔 基 出 土 の 青 磁 (森本 朝子 原図 ) 
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Ceramics Excavated from Toda Santara Site 


Isamu Murakami (Shimane Prefectural Museum) 


The report is made on the ceramics discovered in the Toda Santara site 
in 1912. Toda used to be the place where the great powerful clan of the San'in 
district built a castle during the Muromachi period. 

Twenty-three dishes were discovered in a large jar covered with a Tenmoku 
bowl. These dishes must be of the same period by and large. The jar (PL. 
1.) is the Bizen ware of the Chügoku district (Japan) which was made dur- 
ing the Muromachi period. The Tenmoku bowl (PL. 2) is considered to be 
a Chinese product. All the dishes in the jar are Chinese products; one blue- 
and white dish decorated with a riband double vajra (PL.3,4), nine blue- 
and-white dishes with chrysanthemum design (PL.5), three white porcelain 
dishes in the shape of chrysanthemum (PL.6,7) and ten white porcelain dishes 
(PL.8,9). 

It is generally accepted that the blue-and-white of the Chia-ching (3239) 
period is characterized by its design and this kind of blue-and-white are nu- 
merous in Japan. However, those ceramics are seldom discovered in such a 
complete set. In this respect the author's report is very important as well as 
one made on the ceramics excavated from the Aramaki-honmura site, Yamana- 
shi Pref. 


1 遺跡 の 概要 


遺跡 は 島根 県 能 義 郡 広 瀬 町 大 字 富 田 字 中 村 宅 ノ 後 1553 番 地 に 所 在 す る 。 遺跡 名 を 付け て いる 
が 25 点 の 陶磁 器 が 一 括 で 発見 され た も の で 、 特 別に 遺構 な ど は 検出 され て いな い 。 

富田 (と だ ) は 月 山 富田 城下 一 帯 の 大 字 名 で あり 、 中 世 後 半期 に お ける 山陰 で 最大 の 都市 で 
あっ た 。 尼子 ・ 毛 利 (吉川 ) 堀尾 な ど は いづ れ も 月 山 富田 城 に 本 拠 を 置い て 山陰 を 支配 し た 。 
月 山 の 山 麓 下 に 発生 し た 富田 の 町 が 必然 的 に 山 除 を 代表 する 都市 と し て 整備 され て いっ た と と 
は 想像 に 難く な い 。 城 や 城下 の 主 だ っ た 建物 が 、 松 江 に 移っ た 慶長 16 年 (1611) 後 も 、 第 2 の 








都 邑 と し て 繁栄 し て いた が 、 寛 文 6 年 (1166) 洪水 に よっ て 埋まり 地上 か ら 姿 を 消し た 。 す な 
わ ち 、 今 日 富田 川 河 床 遺 跡 と し て 発掘 主査 が 行なわ れ 、 多 数 の 陶磁 な どの 出土 を みて いる 。 

ZAKAR (さん た ら ) は 新宮 谷 と 呼ば れる 月 山 の 北 側 の 谷間 を さか の ぼっ た 一 地点 の 通称 で あ 
る 。 新 宮谷 と 相対 し た 南側 の 谷間 は 塩谷 と 呼ば れ て いる 。 い ずれ に も る 館 が 構築 され た 跡 が うか 
が える が 、 文 献 こ に も 名 を 留め 、 よ く 知 られ て いる も の に 新宮 党 の 館 が ある 。 天 六 6 年 (1537) 
尼子 経久 が 晴久 に 家督 を 譲っ た 際 に 、 次 男 国 久 が 居 館 を 月 山東 麓 の 新宮 谷 に 設け 、 3 人 の 子息 
と 居住 し た 。 世 に 新宮 党 と いい 、 尼 子 の 軍事 の 主力 で あっ た が 、 天 文 23 年 (554) の 11 月 に 尼 
子 の 当主 晴久 目 ら の 手 に よっ て 一 族 は 滅亡 させ られ た 。 

三 太 良 は 新宮 党 の 館 跡 か ら 直 線 距 離 に し て 200 m 谷 の 上 に あたる 場所 で ある 。 低い 丘陵 が 入 
り 組 ん で いる 一 画 を 、 大 正 元 年 (912) 吉川 寿 次 郎 が 開田 の た め 掘 削 し た 。 舌 状 小 丘 陵 の 南 
西 斜 面 か ら 吉 と その 上 に 蓋 の よう に 逆さ に 置 れ て いる 茶碗 を 発見 し 、 中 を 見 る と 皿 23 枚 が 納 ま 
っ て いた 。 最近 まで 、 そ の まま の 状態 で 保管 され て 注目 され る と と も な か っ た 様 で あり 、 発 掘 
(に よる も の で は な い が 、 一 括 で 出土 し た 25 点 の 陶磁 器 と 考え て 差し つか え あ る まい 。 


2 遺物 の 観察 
出土 し た 陶磁 器 は 、 細か な 差異 を 問わ な けれ ば 、 形式 上 7 種類 に 分 類する こと が 可能 で あ 
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輪 耳 水 指 と 呼ば れる と と も ある 。 肩 部 に 左右 対称 に 非 実 用 的 な 輪 を 貼付 けた 喜 で ある 。 高 さ 
24.8cm、 口 径 17.4cm、 底 径 16.4cm、 胴 部 最大 径 25.0cm、 多 く は 井戸 の 側 や 台所 に お いて 水 
紗 の 役割 を し て いた と いう 。 胎土 は 紫 神 色 を 呈し 、 備 前 焼 の 製品 が 最も 充実 し た 戦国 期 の 特徴 
を よく 表わし て いる 。 内側 の 底 と 外面 の 一 部 に 胡麻 が 被る 。 胴 部 に 二条 の 沈 線 を 入れ て その 間 
を 突 帯 風 に 見 せ て お り 、 胴 下 半 部 に 修 描 き で 「 キ プ 」 の 記号 が 見 られ る 。 

B. 天目 茶碗 (図版 2) 10 

や や 横 に ひろ が る 器 形 で ある が 、 手取 り は 重量 感 が ある 。 高 さ 6.3cm、 口 径 12. 1cm、 高 台 
径 4.7cm を 測る 。 口 緑 部 は いっ た ん 直立 ぎみ に な っ て 外 反 する 。 口 縁 に 茶色 で 腰部 (に か け て 茶 
RE ORME CH CWS, 高台 近く は 露 胎 で 寺 轄 目 が きわ だ っ て いる 。 高台 は 削り 
出し で 、 高 人 台 内 の 削り は 浅い 。 露 胎 の 部 分 に は 朱 板 が 塗っ て ある 。 生 産地 は 明確 に し 難い 。 
C. 青花 競 魔 文 小 皿 (図版 3・4) 1 枚 

高き 2. 5cm、 口径 9. 6cm、 高 台 径 4.2cm の 小皿 で ある 。 内面 見 込み に 二 重 の 円 咽 を 設け 、 中 に 
間 礎 文 を 描き 、 外 面 に は 便 化し た 牡丹 唐草 文 が 描か れ て いる 。 稲 は や や 青 味 が か っ て 厚い 。 高 
台 脇 は 租 切 れ が 著しく 、 縦 の 貫入 も 多い 。 文様 は 線 に 太 さ が あり 、 線 の 先 は 失っ て いる 。 

D. 青花 菊花 文 小皿 (図版 5) 9 枚 

9 枚 共 全 く 相 似 た 碁 箇 底 式 の 小皿 で ある 。 内 湾 す る 体 部 の 見 込み に 、 衝 描 き ( に よる 洗 線 の 円 
圏 が 施さ れ て いる 。 文様 は 見 込み の 二 重 円 圏内 に 菊花 文 が 描か れる 他 、 外 面 に は 口 縁 下 に Y 字 
状 の 文様 が 回 る 。 ま た 底部 を 取り まい て 便 化 し た 剣先 文 ( 昔 薦 文 ) 風 な も の が 廻っ て いる 。 租 
は 長石 分 が 多く 、 厚 く 被 か っ て 貫入 が 多い 。 寸法 は それ ぞ れ 次 の 通り で ある 。 


高 3.0cm 口径 11.00m JE 3.7cm 
高 2.8cm 口径 10.8cm JE 3.6cm 
高 3.0cm 口径 10.8cm JE 3.4cm 
高 3.0cm 口径 10.6cm JER 3.7cm 
高 2.9cm 口径 10.9cm JER 3.7cm 
高 3.1cm 口径 11.0cm JER 3.5cm 
高 3.0cm 口径 11.0cm 底 径 3.3cm 
高 3.2cm 口径 10.9cm JE 3.5cm 
高 2.8cm 口径 10.9cm JE 3.7cm 
E. 白磁 菊花 形 皿 (図版 6・7) 3 枚 
3 枚 の 皿 は 2 種 に 小 分 類 で きる 。 


1. 高 さ 3.6cm、 口 径 12. 5cm、 高 台 径 7.2cm 及 び 高 さき 3. 6cm、 口径 11.8cm、 高 人 台 径 6. 1cm の 
2 枚 は 還 起 挽き の あと 型 に 入れ て 菊花 形 に 整え た と 考え られ る 。 BHITCHHO 一 部 が 附 着 
し 、 高 台 内 の 二 重 円 圏 中 に 「 大 明 年 造 ]、「 天 下 太平 」 の 青花 銘 を も つ 。 


ーー の 5 = 





2. 高 さ 3.0cm、 口 径 10.5cm、 高 台 径 5.1cm の や や 小形 の も の で 、 丸 彫り 風 に 削り と っ て 花弁 
を 表わし 、 菊 花形 に し て いる 。 内 面 は 、 口 縁 か ら 見 込み の 境目 まで 懲 を 幅広 く 使 い 、 外 面 は 
修 の 先 で 幅 の 狭い 縦 の 沈 線 を 入れ て いる の で 全体 の 調子 は や や 鋭い 。 和 狐 は 比較 的 厚 目 に 被っ 
て いる 。 

F. AMM (図版 8) 3 枚 
細か い 貫 入 が 内 外面 を 覆い 、 全体 に 茶色 味 を 帯び て いる 。 DgIAxU. OR ric RAO 

く 。 比 較 的 し っ か り し た 高台 の 周辺 は 赴 胎 で ある が 、 稲 が 丁寧 に か け て な いた め 一 部 は 高台 内 

に 入り と ん で いる 。 磁 胎 は 良好 な も の で な く 、 腰 部 や 高台 脇 が よく 削っ て 調整 し て ある が 、 そ 

れ で も や や 手取 り は 重い 。 な お 、 3 枚 と も 高台 内 に 墨書 銘 が あり 、 内 2 枚 は 、 あ る い は 「 木 」 

と 読ん で 差 支え な いか も し れ な い 。 ま た 、 見 込み に 二 字 分 夷 書 らし い 痕 跡 の ある も の が ある が 

判読 で き な い 。 | 

mes 3.3cm 口径 11.6cm mee 5.0cm 
高き さき 3.1cm 口径 11.8cm 高台 径 5.1cm 
高き 2.7cm 口径 11.5cm 高台 径 5.0cm 

G. 白磁 皿 (図版 9・10) 7 枚 
F の 白磁 皿 と 異な る 7 枚 の 皿 は 3 種類 に 小 分 類 され る 。 LAMBRA RE CH EOMBR YO 

貫入 が な く 、 口 径 に 対 し 高台 径 が 大 きく な る 。 

1. 7 枚 の 内 5 枚 が 共通 し た 特徴 を 有 し て いる 。 腰 が や や 張っ て 端 反り に な り 、 畳 付 が 失っ て 
三角 形 を 呈す 大 き 目 の 高 全 を も つ 。 や や 上 り の 悪い も の が あり 、 高 台 の まわ り で 稲 切れ を 生 
じ た り 、 目 砂 が 畳 付 に 付着 し て いる 。 


高き 2.9cm 口径 12.1cm 高台 径 6.2cm 
高き 3.2cm 口径 11.9cm 高台 径 6.6cm 
高き 3.0cm 口径 12.0cm 高台 径 6.4cm 


高き さき 3.0cm 口径 11.6cm MAE 6.2cm 
高き 3.1cm 口径 11.5cm BAR 6.3cm 
2. 1 枚 だ け で ある が G 1 の 形式 の も の を その まま 大 きく し た 、 し か も 上 り の 良好 な も の で あ 
る 。 
高き さき 3.5cm 口径 14.2cm 高台 径 8.0cm 
3. 1 枚 だ け G 1 ・G 2 に 比べ 器 形 や 施 般 方 法 、 高 台 の 造り を 異 に する も の が ある 。 腰 は 張ら 
ず に 口 縁 部 は 鍋 状 に 近く な る 位 に 外 反 する 。 高台 は 小さ く 、 畳 付き は 平 担 で 、 高 台 内 は 般 が 
彼ら な い 。 内 面 見 込み の 境目 に 段 を 一 段 も つ 。 
高き 3.4cm 口径 11.7cm 高台 径 4.7cm 





4. 同 上 ・ 裏 面 





5. 青花 菊花 文 小皿 (D 2. 天 目 茶碗 (B) 
PL. 富田 三太郎 遺跡 出土 の 陥 磁 
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碗 を 除く と すべ て 中 国 製 で ある 。 図版 3 4D OWN (C) の 文様 は 骨太 い 線 に よっ 
て 描か れ 、 線 先 が 失 る 点 は 元 青花 以来 の 伝統 を 引継 ぐも の で ある 。 ま た 図 5 の 青花 菊花 文 小 四 
(D) の よう に 、 其 箇 底 の も の は 沢 注 様 の も の に 鳥 が と まっ た も の や 寿 字 文 の も の を 始め 、 各 
種 の 文様 を も っ て 、 時 期 的 に も 若干 の 幅 が ある よう で ある が 、D 類 の 小皿 は C 類 と 同じ く 文 様 
の 描き 方 に 古 様 を 残し て いる 。 と れ ら の 青花 皿 は 東南 アジ ア か ら も 多数 出土 する と と が 知ら れ 
て お り 、 従 来 は 明 初 か ら 出現 する と 考え られ て いた 。 近年 戦国 期 の 城 ・ 館 が 調査 され 、 と れ ら 
の 青花 皿 は 16 世 紀 を 中 心 と し た 製品 と し て 位置 づけ られ る よう に な っ た 。 しかしながら 細線 で 
輸 郭 を 施し た 中 を 塗り つぶ す 嘉 靖 、 万 暦 に 特徴 的 な 描 法 を と っ て お ら ず 、16 世 紀 の 日 本 出土 の 
中 国 製 青 花 皿 の 中 で も 古式 の も の と 解 さ れる 。 と うし た 点 は 同じ く 一 括 出土 品 で ある 山梨 県 一 
宮 町 新 巻 本 村 の 例 で も うか が える 。 

白磁 皿 の 年 代 に つい て は 困 杏 な 点 が 多い が 、 右 川 県 小松 市 流 佐 谷 の 一 括 資 料 か ら 見 て 、 口 径 
の 大 きい (G2) も の が 早く か ら 出 現す る と と は 指摘 で きる か も し れ な い 。G 3 類 は ほとん ど 
類例 を 見 な い が 、G 1 類 の 通例 の も の は 17 世 紀 ま で 続い て 使用 され て いる 。 白磁 菊花 皿 ・E 2 
類 は 類例 に 恵まれ な い が 、E 1 類 は 各地 で 良く 見 か ける も の で ある 。 中 国 製 の 白磁 皿 の 底 裏 に 
は 、 呉 須 で 梅 枝 文 な ど を 配 する の を 古い 例 と し 、 後に は 「 万 福 依 同 」、「 大 明 年 造 」、「 長 命 富 
貴 」、「 天 文 年 製 」、「 天 下 太平 ] な ど さ ま ざま な 銘 が 描か れる よう (に な る 。 と れ ら は 多く 嘉 靖 タ 
イプ 以後 の も の に 見 られ る の で 、E 1 類 の 白磁 皿 は 16 世 紀 で も あま りさ か の ぽ ぱら せる と と は で 
き な い 。 ARM CF) に つい て は 今 の と と ろ 類 例 が な く 、 時 代 の 判定 も 困難 で ある 。 

天目 茶碗 CB) は 口 縁 部 が 直立 し て あま り 外 反し な い 14 世 紀 項 の 形式 の も の と 異な る 点 は 明 
確 で ある が 、 産 地 の 判 別 が 困難 な 点 と 併せ 、 考 古 学 的 に 細か い 年 代 決 定 の 論拠 に な る も の を 知 
ら な い 。 

また 、 と れ ら の 陶磁 の 性 格 に つい て は 埋葬 に 伴 な う も の で ある と する 根拠 も な く 、 積 極 的 に 
証明 する も の は な い 。 関連 し て 調査 し た 山陰 両 県 の 資料 の 一 部 を 記す と 、 一 括 資料 と 考え られ 
る も の に | : 

島根 県 八 東郡 東 出雲 町 古城 山 出土 

日 本 陶磁 ・ 美 濃 天 目 茶 碗 5 LI 
中 国 陶磁 ・ 白 磁 皿 20 枚 0 
鳥取 県 日 野 郡 溝口 町 三 部 出土 








HAER + SR RAK UD 
中 国 陶 磁 ・ 青 花沢 注文 小皿 
な ど が ある 。 
さら に 、 手 懸 り の 一 つと し て 見 か け の 上 か ら 7 種類 に 分 類 し た 三 太 良 遺跡 の 皿 の 組合 せ は 検 
討 に 値する か も しれ な い 。 青 花 皿 ・C 類 は 1 枚 で 、 青 花 皿 ・D 類 は 9 枚 、 白 磁 皿 ・F 類 は 3 枚 
で ある 。 さらに 、 詳 し く 観 察 す れ ば 白磁 皿 E 1 類 と E 2 類 は 分 類 で きる が 、 視 覚 的 に 菊花 形 で 
ある 点 を 重視 すれ ば E 類 と し て 3 枚 と 見 る と と が 可能 で ある 。 同じ と と は G 類 に も 言え る と と 
で 、G 2 類 と G 3 類 は それ ぞ れ 1 枚 で 、G 1 類 は 5 枚 で ある が 、 百 く 丸 い 皿 と いう 意味 の 白磁 
皿 と 考え る と 7 枚 と 数 を る と と が で きる 。 す な わ ち 、 皿 は 視覚 的 な 特徴 に より 奇数 枚数 で そろ 
えて あっ た と 指摘 する と と が 可能 で ある 。 い ずれ に し て も 、 他 の 遺跡 の 例 か らし て も 、 何 枚 か 
の 組合 せ で 出土 する と と に 、 と れ ら の 陶磁 が 使用 され 埋 置 さ れ た 意味 が あっ た と し た い 。 


larot 


4. € と Ø 


一 括 埋 置 さ れ た と の 時 期 の 陶磁 器 の 性 格 に つい て は 、 現 時 点 で 早急 に 言及 する と と は 難し く 
全国 的 な 視野 で 再 検討 する 必要 が ある の は 言 を また な い 。 そ の 中 で 三 太 良 出土 陶磁 の 歴史 的 様 
相 も 明らか に で きよ う 。 | 

と と で は 、 三 太良 出土 の 一 括 陶磁 が 埋 置 され た の は 備前 焼 が 戦国 期 の も の で ある 点 や 青花 皿 
が 16 世 紀 の 中 で も 古 様 を 示す 点 を 考慮 し て 、16 世 紀 の 中 葉 を さほど 下らない 時 期 で ある と 推定 
する に と ど め て お きた い 。 ' 
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大 阪 府 に お ける 中 国 製 陶磁 頃 の 出土 状況 
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要 本 A 和 


On Chinese Ceramics Excavated from Osaka Pref. 
——-Mainly about the pieces of Takatsuki city 


Hisakazu Hashimoto (Takatsuki City Institute of Underground 
Cultural Properties) 


Chinese ceramics are discovered in several tens of sites in Osaka Pref. 
They had not been paid attention to until Mr. Yoichi Nishiyama first discussed 
the celadon found from the Straits of Kitan. I intend to show the present state 
of the excavation in Osaka Pref., concentrating my interest on those in Taka- 
tsuki city (Osaka Pref) where the medieval relics have been examined since 
before. 

The Yüeh celadon are excavated from the Guuke-Kawanishi site in Takatsu- 
ki city and the Nagahara site in Osaka city, Though a few in number, they 
are the oldest among Chinese ceramics found in Osaka. Most of Chinese ce- 
ramics are excavated from the relics of after the 11th century. From the 11th 
century to the first half of the 12th century the white porcelain were the 
principal ceramics, and in the second half of the 12th century the Tungan type 
and the Lüngchuan type celadon were added. The trade of ceramics between 
Japan and China from the 11th to the 13th century has already been elucidated 
after careful examination of the excavation in Takatsuki city. On the other 
hand, from the 14th to the 16th century there are many respects to be solved. 
However, the materials of Sakai city, its suburbs and the outskirts of the 
Osaka Castle wil be a key to the solution. They generally agree with the ex- 
cavation of Dazaifu, Fukuoka Pref. or the conditions of the 15th-the 16th cen- 
tury made clear by Mr. Meitoku Kamei. 

A good many Chinese ceramics were imported in the latter half of the 12th | 
century when the Heishi clan was in power: at that time foreign trade was 
promoted, and the Inland Sea route was improved. Japanese medieval earth- 
enware are also excavated from the sites in Osaka Pref. And it has been 
proved that they were brought from a long distance within the country. Per- 
haps domestic industries developed and commercial activities were extensively 
carried on in those days. In Yamazaki and Minase, the neibouring towns of 
Takatsuki city, there were several commercial groups engaging exclusively in 





trade activities. 

They allied themselves with the Heishi clan and the powerful temples, and 
traded in Chinese ceramics. From the ruins of commoners’ residential areas 
were mostly found bowls and plates, from the ruins of the Heian Palace excel- 
lent pieces such as four-eared jars and ewers. Out of all the pieces from the 
former, Chinese ones amount to only 1 percent, while in the case of the latter 
maybe more. Thus, Chinese ceramics found in Japan may serve to study the 
difference between the rural and the urban districts like the Heian palace, or the 
disparity between the rich and the poor within a commoners' residential area. 


1 は U ® に 


と れ ま で 、 大 阪 府 下 の 中 国 製 移 磁 器 と し て は 、 豊 能 郡 能勢 町 出 野 の 若宮 八幡 宮 経 塚 出 土 の 青 
白磁 合 子 ・ 和 和泉 市 横尾 山 経塚 出土 の 青白 磁 合 子 が 有名 で あっ た 。 ま た 、 友 ケ 島 沖の 紀 淡 海峡 海 
底 か ら 採 集 さ れる 青磁 類 も 古く か ら 有 名 で あっ た が 、 と れ に 考古 学研 究 者 の 立場 か ら 検討 を 加 
え 、 明 代 の も の と 考察 し た 西山 要 一 氏 の 業績 は 府下 の 中 国 製 陶磁 器 を 研究 する うえ で 大 き な 画 
期 と な っ た 。 西山 氏 の 論考 が 発表 きれ た 1975 年 頃 に は 、 府 下 の 発 所 調査 件 数 は 府 大 な も の と な 
っ て お り 、 中 国 製 陶磁 器 の 出土 量 も 増加 の 一 途 を 辿っ て いた 。 し か し 、 現 段階 まで に 報告 され 
て いる も の は どく 一 部 に し 
か すぎ ず 、 全 体 を 把握 する 
に は 困難 な 状況 に ある 。 府 
下 の 中 国 製 陶 磁器 の 出土 地 
と し て 、 東 京 国立 博物 館 編 
の 『 日 本 出土 の 中 国 陶磁 』 
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で は 30 ケ 所 の 地名 が あげ ら は €. 
れ て いる が 、 西 山 氏 に よれ s ERES. 
ば 泉州 地方 の 出土 地 だ け で : x m - » 
約 20 ケ 所 、 以 下記 述 する 高 8. 大 塚 » 
槻 市 だ け で も 12 ケ 所 が あげ = に > 
られ 、 そ の 出土 地 の 多 さ に I2. 上 牧 遺 跡 


は 想像 が つ く で あろ "ys 本 
稿 で は 、 ま ず 、 筆 者 の 勤務 
する 高槻 市 で の 状況 を 記 





Fig.1 高槻 市 の 中 国 製 陶磁 器 出土 遺跡 


し 、 次 に 府下 の 特徴 的 な 状況 と あわ せ て 中 国 製 陶 磁器 の 研究 状況 を 紹介 する 。 
2 高槻 市 出土 の 中 国 製 陶磁 器 


高槻 市 は 大 阪 と 京都 の ちょ うど 中 間 に 位置 し 、 市 域 の 中 央 を 東西 に 山陽 道 (西国 街道 ) が 通 
り 、 丹 波 方 面 へ むか う 丹 波路 (亀岡 街道 ) が 北部 の 山間 を ぬっ て 延び て いる 。 市 域 の 南 を 流れ 
る 淀川 は 古来 、 瀬 戸 内 と 京都 ・ 北 陸 を 結ぶ 重要 な 交通 路 で あっ た 。 高槻 市 の 少し 上 流 で 木津 川 
・ 和 桂川 ・ 宇 治 川 の 三川 が 合流 し 、 と れ よ り 下 流 が 淀川 で ある 。 三川 合流 地点 付近 に は 後 鳥 羽 上 
皇 水無瀬 離宮 跡 (三島 郡 島 本 町 )、 隣 接し て 油 座 で 有名 な 山崎 (京都 府 乙 訓 郡 大 山崎 町 )、 そ の 
対岸 に は 石 清水 八幡 宮 (京都 府 八幡 市 )、 さら に 石 清水 八幡 宮 の 鎮座 する 男山 の 西 麓 一 帯 は 摂 
関 家 領 楠葉 牧 跡 (枚方 市 楠葉 周辺 ) で ある 。 と の よう な 地理 的 環境 は 中 世 の 高 槻 を 政治 ・ 経 済 
的 に 大 き な 流 
れ に 巻き と こん 
だ 。 我 々 が 、 
その 流れ を 理 
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器 類 が 発見 さ ce ee rr D, me en tee 


れる 。 淀川 が Fig.2 高槻 市 出土 の 白磁 類 











重要 な 交通 路 で あっ た と と を 示し て いる と 同時 に 、 柱 本 や 大 塚 ・ 水 無 瀬 が 物資 の 集積 地 で あ 
り 、 京 都 や 各地 へ 運ば れ て いっ た と と が 想像 され る 。 そ の 物資 の な か に 中 国 製 陶磁 器 が 含ま れ 
て いる と と は 言う まで も な いで あろ う 。 

と れ ま で に 、 高 槻 市 で 中 国 製 陶 磁器 が 出土 し て いる 遺跡 は 12 を 数 える (Fig 1 )。 出 土 し た 資 
料 の 多く は 小 破片 で あり 、 時 期 を 決定 する 資料 も 数 少な い が 、 現 在 ま で の 研究 状況 を 紹介 し て 
みる 。 な お 、 記し た 遺跡 は 9 ケ所 で 、 実 測 図 ・ 写 真 は 代表 的 な も の に 限定 し た Pig. 2・3 、 
PL 1・2)。 中 国 製 陶磁 器 の 分 類 に つい て は 、 主 と し て 森田 ・ 横 田 氏 の 分 類 案 に よっ た 。 


REAR + KRG 

OFS, TENA RGR THAT BIC E bio TERN + GHETTO MDD SINT So 
th REA OBIDRWODS, AMCIERBO N\A HMI: EROK nra, ODE 
っ すぐ 、 ま た は 外 方 へ 折り 返し 、 高 台 が 細く 削り 出さ れ た 碗 V 類 が ある 。 同 安 窯 系 青磁 で は 内 
面 を 片 切 彫 と 枝 描 の 点 綴 文 で 、 外 面 は 縦 方 向 の 枝 描 文 を 施す 碗 1 ・ 想 類 が ある 。 龍泉 窯 系 青磁 
で は 外面 鏡 蓮 弁 文 を 施す 碗 1 一 5 類 (4)、 間 隔 が あき 鏡 の な い 夢 弁 文 を 施す も の ( 新 安 136 
BAS), Ekipm (亀井 氏 が 14 て 16 世 紀 の 青 磁 碗 の うち A タ イプ と する も D). MERO 
Wm» (17) な ど が 出土 し て いる 。 お お むね 11 世 紀 か ら 16 世 紀 頃 まで の も の が 採集 され 
て いる が 柱 本 遺跡 で 白磁 四 耳 富 (5) が 、 鳥 本 町 広瀬 南 遺 跡 で 青磁 瓶 の 破片 が 採集 され て いる 
他 は 、 淀 川 河床 遣 跡 で は 碗 が 目 に つき 、 小 形 の 皿 類 は 目 に つき に くい 。 


上 牧 遺 跡 

摂関 家 傾 楠葉 牧 跡 の 対岸 に 位置 し 、 と の 遺跡 も 摂関 家 の 縁 者 が 11 世 紀 中 頃 に 開発 し た も の と 
み ら れ る 。 中国 製 移 磁 装 は すべ て 日 磁 の 碗 ・ 由 類 で ある 。 遺物 全体 の 1.4 用 を 占め て いる 。 碗 
で は 上 類 ・TV 類 ・V 類 ・W 類 が 、 皿 で は WI 類 が 主 で ある 。 碗 で 他 の 遺物 類 、 こ くに 瓦 器 柳 と の 
共 伴 関係 が 比較 的 明らか な も の を みる と 、A 区 包含 層 で は 1 一 3 期 か ら HL 一 3 期 ま で の 瓦 器 枕 
を 含む が 、T 類 が 3 点 、IV・V 類 が 各 5 点 、 硬 类 龙 1 点 で ある 。 井戸 2 下層 で は II 一 1 期 の 瓦 
器 杉 で ある が 、T 類 が 1 AL WADIA. VÁD 5 A, WDS233 点 で ある (中 国 製 陶磁 器 数 は 
破片 数 で ある 。 以下 の 記述 は 同様 で ある )。 


安 満 遺跡 

弥生 時 代 遺 跡 と し て 有名 な 安 満 遺 跡 の 東部 に は 奈良 時 代 以降 の 集落 が 拡がっ て いる 。 TIVE 
で の 調査 で 、 中 国 製 陶 磁器 は 中 世 の 遺 物 全 体 の 1.45 め を 占め て いる 。 や は り 、 碗 ・ 皿 類 に 限ら 
れる 。 白磁 碗 で は IL 類 ・IV 類 ・V 類 ・ 豆 類 が 、 白 磁 皿 で は 内 面 に 花弁 を 描い た WW 類 (6) VII 
類 が ある 。 青磁 で は 龍泉 窯 系 の 内 外面 無 文 で 見 込み に 金玉 満 堂 の FEH の ある 碗 1 一 1 類 (03) や 
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外面 無 文 で 内 面 に 飛 雲 文 を 片 切 彫 り し た 碗 エー4 類 が ある 。 と の 他 に 、 口 縁 が 外 反 する 内 外面 
無 文 碗 で 、 氏 の 発色 が 悪く 、 気 泡 の 目立つ も の も ある (15)。 | 

Kosei c DILL RARE ALS 5 206 良好 な も の と し て 、79 年 度 の 19 地 区 で 検出 し た 溝 内 か ら 
I— 2380 R28 P0 ÉAREBRIDER A 点 、TV 類 2 点 、V 類 が 3 点 出 土 し て いる 。 


TARH | 
明徳 元 年 (1390) 創建 の 普 門 寺下 層 か ら 検出 され た 中 世 集 落 か ら 内 面 に 樹 描 の 花 文 の ある 白 
磁 碗 V 一 4 一 b 類 の 完 形 品 (PL. 2 一 5) 33h EU CU 5. LEE OnB-LUI2. HAR 
は 無い 。 と の 追跡 か ら は 他 に 、 碗 TV 類 や 口 和 双 げ の 白磁 皿 ( 攻 一 1 類 ) の 破片 が 出土 し て いる 。 


郡家 川西 遺跡 

山陽 道 に 面 し 、 嶋 上 郡 衡 を 含む 遺跡 で ある 。 郡 衛 廃 滅 後 は 、 郡 和 東 北部 に 中 世 の 集落 が 営ま 
れる よう に な る 。 出土 し た 中 国 製 移 磁 器 は 小 破 片 ば か り で ある が 、 白 磁 で は 碗 TV 類 ・V 類 ・W 
類 ・ 皿 李 類 (10)、VW 類 (7) が 、 青 磁 で は 越 州 窯 系 青磁 碗 12). PREAH IM KO 
類 、 香 炉 が 、 同 安 窯 系 青磁 碗 上 類 な ど が ある 。 さらに 、 時 期 の 降る 資料 と し て 、 阿 久 刀 神社 西 
側 の 溝 内 か ら 備 前 焼 TV 期 Cb が 主 ) の 鉢 と 共 伴 し て 外面 無 文 で 内 底面 に 草花 文 の 印 を 押し た 青 
磁 碗 と 青磁 皿 (16-18) が 出土 し て いる 。 ま た 、 雷 文 帯 運 弁 文 青磁 碗 も 出土 し て いる 。 

こと この 遺跡 で は 、 中 国 製 陶磁 器 の 多く は 整地 層 か ら 出 土 し た も の で 、 共 伴 関 係 な ど を 知る 良好 
な 資料 は 少な い が 、 各 時 期 ・ 多 彩 な も の が ある 。 


宮田 遺跡 | 
Bi Lb, PEIN O HEMEL UC. SOL HELE TRO. MELE 
中 国 製 陶磁 器 の うち 、 瓦 問 柳 と 共 伴 関 係 が 明らか な も の は 神社 南 地区 、 建 物 若 北 溝 、 土 坊 墓 出 
土 資 料 が あげ られ る 。 | 

神社 南 地区 で は エー 2 HOL t E EDO RARO 出土 UTW 2. WTIB NVS 
(3) が 12 点 、V 類 が 1 点 で ある 。 建物 群 北 溝 で は 1 一 230255 1— 3 E] COR SE DB H- 
し て お り 、 時 間 幅 が ある が TI 一 2 期 を 中 心 と する 。119 点 の 白磁 ・ 青 磁 が 出土 し て いる が 、 A 
盛 が 104 点 (86.6 め )、 青 磁 が 13 点 (0.8 め )、 青 白磁 が 2 点 (2.695) で ある 。 白磁 碗 を みる 
二 、 工 类 7 点 、TV 類 34 点 、V 類 17 点 、W 類 9 点 で 、 神 社 南 地区 と くら べ TV・V 類 が 増加 し て い 
る 。 皿 で は I 類 (8). HÀ (9 )、Y 類 が ある 。 青磁 で は 同 安 寮 系 の 碗 1 類 が 5 8, MIM 
2 点 、 龍 朱 窯 系 の 碗 1 一 4 類 が 5 点 、1 一 5 類 が 1 点 で ある 。 青 白磁 は いずれ も 合 子 の 蓋 で 善 
表 に 草花 文 ・ 菊 花 散 文 が 施さ れ て いる 。 土 坊 墓 と み ら れ る 遺構 か ら 龍泉 窯 系 青磁 碗 と 同 安 窯 系 
青 盛 碗 ・ 皿 が 出土 し て いる 。 龍泉 窯 系 青磁 碗 は 京都 府 田辺 町 字 三 山木 出土 資料 と 類似 し 、 外 面 











無 文 で 内 面 に 3 個 の 花 文 を 片 切 彫 し 、 そ の 周囲 に 細か い 樹 描 文 を 配 し て いる (PL. 1 一 2)。 龍 
泉 窯 系 青磁 碗 1 一 3 類 に 分 類 さ れる 。 同 安 窯 系 青磁 碗 は 内 面 に 片 切 彫 と 枝 描 文 が 施さ れる 碗 1 
ー1 一 b 類 で ある 。 同 安 窯 系 青磁 皿 は IT 一 1 一 b 類 に 分 類 さ れ 、 内 面 片 切 彫 と 樹 描 文 が や は 
り 施 され て いる (PL.1—1, PL. 2 一 3 、4)。 chb? 5 Rods Vila — 3 期 で ある 。 

と の 遺跡 は 、1971 年 以降 調査 が 継続 し て いる が 、 道 物 全 体 に 占め る 中 国 製 陶磁 器 の 量 は 神社 
南 地区 で 1.3、 建 物 群 北 溝 で 0.9 多 、77 年 度 調査 の 建物 群 で は 0.9 で ある 。 建物 群 北 溝 だ け 
で みる と 、 出 土 量 が 多く 1.4 め を 占め る 地点 の 背後 に は 大 き な 建 物 群 が 、 出 土 量 が 少な く 0.4 め 
を 占め る 地点 の 背後 に は 小さ な 建物 群 が 検出 され て いる 。 


草川 城跡 

正平 年 中 (1346~49) ICZM C cx 3€ 7 Obh, MMOL CUBE L 7$ 4 HE 
が くり 返さ れ た が 、 元 亀元 年 (1570) 以後 に は 記録 が 無く な る 。 

発掘 調査 は 充分 実施 され て いな い が 、 白 磁 碗 IMV 類 、 龍 泉 宮 系 青磁 碗 エー5 類 、 杯 想 類 、 無 文 
の 青磁 碗 、 MROROBRUBAMOM (11) な ど が 出土 する 。 ま た 、 小 量 な が ら 染 付 と し て 
口 緑 内 側 に 四方 神 文 を 描く 碗 と 内 面 に 玉 取 獅 子 を 描く 皿 の 破片 が 、 さ ら に 、 線 彫り 蓮 弁 文 を 施 
し た 青磁 碗 の 破片 も 出土 し て いる 。 遺物 類 に は 時 間 幅 が ある が 、 全 体 の 2.5 BASH ES A Mee 
で ある 。 


塚 脇 12 号 墳 

丹波 山塊 に 連なる 高槻 市 北部 の 帯 仕 山々 薦 に 営ま れ た 塚 脇 古 墳 群 で は 、 し ば し ば 中 世 の 遺 物 
が 出土 する 。 そ の うち の 一 基 、12 号 墳 か ら 染 付 皿 が 出土 し て いる 。 内面 に 十字 花 文 、 外 面 特 
丹 唐草 文 が 描か れ 、 小 野 氏 の 分 類 で は 皿 V に 相当 する 。 帯 仕 山 に 隣接 する 三好 山 に は 、 細 川 高 
国 が 永 正 年 間 (1504~1520) に 築城 し た 城山 城跡 が ある 。 と れ は 三好 長慶 が 全盛 期 (天文 22 年 
か ら 7 年間 ) に 根拠 と し た 葛川 城 と 考え られ て いる 。 前述 の 井川 城跡 と 城山 城 と の 区 別 が 文献 
で は つけ に くい が 、 出 土 し た 染 付 皿 や 他 の 中 世 遺 物 も 城山 城 と 関連 が ある と み ら れ 、 遺 物 の う 
え か ら 具体 的 に 検討 で きる も の と 考え て いる 。 


3 ま と め 


高槻 市 出土 の 中 国 製 陶磁 器 の 概要 を 記し て きた が 、 以 下 、 大 阪 府下 や 周辺 部 の 出土 状況 に ふ 
れ な が ら 科 単に まとめ て みよ う 。 

さて 、 府 下 出土 の 中 国 製 陶磁 器 の な か で 、 最 も 古い 部 類 に 属す も の と し て 越 州 窯 系 青磁 碗 が あ 
So THETIC, BRIEY CART RRM TSE HER STW SET TH So V 
ずれ も 遺物 包含 層 か ら の 出土 で も り 、 時 期 の 決定 は 困難 で ある 。 各 地 で 越 州 窯 系 青磁 の 出土 例 
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資料 が な い 。 
Fi x 
次 の 段階 は 12 g3 高槻 市 出土 の 青磁 類 


世紀 前 半 で 、 白 磁 碗 1V・V 類 が 中 心 と な り 、 相 対 的 出土 量 が 増加 する 。 府下 全体 に 出土 する 
よう に な り 、 山 間 部 の 能勢 町 中 筋 遣 跡 な ど で も 出土 する 。 次 の 段階 も 依然 、 白 磁 碗 1V・V 類 が 
豊富 に 出土 する が 、 白 磁 碗 で は WW 類 が 目立ち 、 同 安 窯 系 青磁 ・ 龍 泉 窯 系 青磁 が 出土 する よう に な 
る 。 宮田 遺跡 建物 群 北 溝 の 資料 の な か で 、 菊 花 散文 の 青白 磁 合 子 蓋 は 能勢 町 出 野 若宮 八幡 宮 経 
診 出 土 例 と 類似 し 、 と の 経塚 は 1181 年 の 紀年 鉛 が ある 。 と の よう な と と か ら 、 と の 遺物 群 を 12 
世紀 後半 の も の と 把 え る が 、 龍 泉 憲 系 青磁 は 割 花 文 が 大 半 で 蓮 弁 文 は わずか 1 点 を 数 える に す 
ぎ な い 。 類似 する 遺構 と し て 、 大 阪 市 長原 遺跡 D210 が ある 。 と の 遺構 も 瓦 器 和 ・ 土 師 器 皿 
は お お むね 12 世 紀 い っ ぱい の 幅 を も ち 、 白磁 碗 TV 類 に まじ っ て 、12 世 紀 中 頃 か ら 後 半 の も の と 
$51. 5HBIHs, HRA REE HORT SHEL TH S. 上 貝塚 市 橋本 遺跡 か ら 出 土 
し た 資料 は 同 安 窯 系 青磁 皿 と 龍泉 窯 系 割 花 文 青 磁 碗 の 組み 合わ せ で ある 。 ま た 、 京 都 府 長岡 京 
市 右京 第 28 次 調査 土 玉 差出 土 資 料 に 査 団 窯 糸 割 花 文 青磁 碗 が 、 同 加茂 町 山城 国分 寺 跡 土 夫 基 出 
土 資 料 に も 龍泉 憲 系 割 花 文 青 磁 芝 が ある 。 BARRO RE LA 35153882» md Urn 
穴 系 ・ 龍 泉 窯 系 青磁 と 共 伴 す る 瓦 器 李 は TH 一 3 期 で あり 、 建 物 群 北 溝 出土 資料 と あわ せ て 、12 





HitRFICMRRABIK +: BUR GURTEEEOSBI Y $c0c23:352 25. 龍泉 窯 系 割 花 文 青磁 碗 で 、 
千 号 を 記し た 木簡 と の 共 伴 資 料 が ある 。 衣 井 寺 市 国府 遺跡 の 池 状 遺構 か ら 出土 し た も の で 、 年 
与 は 承 安 2 年 172) で 、 報 告 者 は V 期 の 表 器 村 (南河内 に お ける 編 年 ・ 尾 上 実 案 ) が 共 伴 す 
る と し て いる 。 し か し 、 HELERMMITRA C0. ABMICOBAFORBSSZEIDC 年 
代 決 定 の 決定 的 資料 と は な り が た い が 、 お お い に 参 考 に な る も の で ある 。 な お 、 未 報告 で ある 
が 、 八 尾 市 水越 遺跡 か ら 同 安 鶴 系 青磁 碗 の 完 形 品 が 出土 し て い Bo 

次 の 段階 は 、 蓮 弁 文 の 龍泉 窯 系 青磁 碗 1 一 5 類 の 出土 量 が 増加 傾向 に ある が 、 確 実に 他 の 遺 
物 類 と の 共 伴 関係 を 把握 で きる 資料 は あま りな い 。 た だ 、 詳 細 な 報告 は 無い が 、 岸 和田 市 上 松 
EO LIS Cit, ID se UIVSO RIA A eh (13 世紀 後半 一 14 世 紀 ) と 共 伴 し て 
運 弁 文 青 磁 碗 が 出土 し て いる 。 ま た 、 姿 満 遺跡 井戸 11 で も 1IV 期 の 瓦 器 柳 と 共 伴 し て 内 外面 無 文 
の 1 エー 一 1 類 が 出土 し て いる 。 口 縁 が 外 反 する 無 文 の 碗 は これ に つづ く と み ら れ る が 、 兵 庫 県 苦 
屋 市 三条 岡山 遺跡 で は 14 世 紀 か ら 15 世 紀 前 半 の な か で 把 え られ る 道 物 群 に 含ま れ て いる 。 ま 
た 、 京 都 府 長岡 市 第 83 次 長岡 京 跡 調査 の 井戸 か ら も 出土 し て お り 、 報 告 で は 14 世 紀 前 半 で あ 
る が 根拠 は 不明 確 で ある 。 高石 市 大 園 遺跡 潮 9 で は 、 DARRO L VHO 和泉 型 瓦 器 枕 と 瓦 
類 、 日 本 製 陶器 類 が 出土 し 、 若 干 の 時 間 幅 を 考慮 し な けれ ば さば ならない が 、 無 文 の 青磁 碗 ・ 同 安 
喜 系 青磁 皿 、 雷 文 帯 運 弁 文 青磁 碗 が 出土 し て いる 。 堺 市 大 仙 遺 跡 も 若干 の 時 間 幅 が ある が 、14 
世紀 後半 か ら 15 世 紀 に か け て の 城 館 跡 と み ら れ 、 雷 文 淀 蓮 弁 文 青磁 碗 が 出土 し て いる 。 と の 雷 
文 帯 運 弁 文 青 磁 碗 は 亀井 氏 に よる と 、14 世 紀 中 頃 に 出現 する と いう と と で ある が 、 府 下 で は 英 
面 市 如意 谷 遺 跡 な ざ で も 出土 し て お り 、 今 後 詳細 な 時 期 を 決定 する 資料 の 出現 期待 され る 。 
また 、 亀 井 氏 が B 一 1 タイ プ と し た 蓮 弁 文 青磁 碗 は 15 世 紀 後 半 を 中 心 と する 年 代 が 考え られ て 
WB DS, RIDA O EH Cid, PRT ER FB SHEL THOS. EET SAKE N 
どか ら 室 町 時 代 と 概 報 で は 記さ れ て ある 。 郡家 川 西 遣 跡 の 溝 か ら 出 土 し た 内 底面 に 草花 文 の 印 
の ある 無 文 碗 は 福井 県 一 乗 谷 遺跡 で 代表 的 な 青磁 碗 で 、15 世 紀 か ら 16 世 紀 と み ら れ る が 、 主 と 
し て 備前 焼 播 鉢 W b 期 の も の と 共 伴 する の で 、15 世 紀 後 半 の も の と 考え て お く 。 染 付 に つい て 
は 、 現 在 の と と ろ 、 ま と まっ た 出土 資料 を あげ る と と は で き な い 。 最 近 の 調査 で は 、 堺 市 の 環 
張 都 市 遺跡 や 大 阪 城 周辺 の 資料 が ある 。 前 者 で は 、16 世 紀 中 頃 に 廃棄 され た 滞 か ら 亀井 氏 の い 
う 明 代 青 磁 碗 B 一 2 タイ プ や 染 付 硫 ・ 皿 が 、 後 者 で は 遺物 包含 層 か ら 染 付 皿 や 端 反 り の 日 磁 皿 
が 出土 し て いる 。 ま た 、 未 報告 で も る が 、 藤 井 寺 市 高屋 城跡 や 池田 市 池田 城跡 で も 備前 焼 等 と 
と も を 染 付 が 出土 し て いる と いう 。 

以上 、 高 槻 市 を 中 心 に し て 中 国 製 陶 磁 の 出土 状況 の 概要 を 記し て きた が 、 横 田 ・ 森 田 氏 に よ 
る 大 宰 府 で の 編 年 や 亀井 氏 に よる 14-16 世 紀 の 編 年 と 大 筋 に お いて 合致 し て いる で あろ う 。 
中 国 製 陶磁 器 が 本 格 的 に 出土 する の は 、 白 磁 碗 1W・V 類 の 量 が 増加 する 12 世 紀 に 入っ て か ら 
で ある が 、12 世 紀 後 半 に は 同 安 窯 系 ・ 龍 泉 窯 系 青磁 が 加わ る 。 過 日 の 研究 集会 で は 、 ARIV 
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和信 され る 中 国 製 陶磁 器 は すべ て 華南 産 と みち られ る 。12 世 紀 後 半 は 、 中 国 で は 南宋 が 一 時 的 な 平 
和 の 間 に 江 南 各地 の 産業 開発 に 努力 を し 、 陶 磁器 は と く 貿 易 振 興 上 重視 され 、 龍 泉 窯 は 最盛 
期 を 迎え た と いう 。 日 本 国内 で は 鳥羽 ・ 後 白河 上 皇 の 院政 期 に あたり 、 平 氏 が 日 宋 劉 易 に 積極 
的 な 姿勢 を と り 、 瀬 戸 内 海 航路 の 整備 に 努め た 。 国 内 産業 も 発展 し 、 遺 跡 出土 の 瓦 器 板 や 須恵 
器 鉢 な ど を 検討 する と 、 地 域 的 分 業 や 地域 を こえ る 商業 活動 の 活発 さ を み る と と が で きる 。 こ と 
の 背景 に は 、 蘭 園 制 の 梓 を と えた 小 農 民 の 広範 な 形成 を 通し て 、 富 の 蓄積 が な され た と と が 想 
像 され る 。 し か し 、 小 農民 が 中 国 製 陶磁 器 交易 の 荷 な い 手 と は な ら り 得 ず 、 権 門 社寺 に 結合 し 専 
業 的 に 商業 に 従事 する 者 の 発達 が あっ た と み ら れ る 。 と くだ 、 高 槻 市 周辺 の 水瀬 無 ・ 山 崎 な ど 
汗 川 流域 の 重要 な 河港 に は 、 そ の よう な 商業 に 従事 する 集団 が は や く か ら 形 成 さ れ て いた と と 
で あろ う 。 

と の よう な 交易 の 対象 と な っ た 中 国 製 陶 磁器 は 、 ど の よう な 中 世 集 落 か ら も 出土 する と と ろ 
か ら 、 一 般 民衆 が 豊富 に 使用 し た と する 考え と 、 所 有 階 層 は 限ら れる と する 考え 、 ま た 、 遺 跡 
に よっ て 出土 量 に 差 の ある と と を 強調 する 考え な ど が ある 。 と れ ら の 考え が 、 と も すれ ば 抽象 
的 な 論議 に な る の は 具体 的 デー タ が 欠落 し て いる か ら で あ る 。11 な いし 14 世 紀 の 中 国 製 陶磁 器 
の 単純 な 割合 を だ す と 、 前 述 の よう に 上 牧 遺 跡 1.4 め 、 安 満 遺跡 1.45、 宮 田 遺 跡 1. 1 用 、 や や 
時 期 が 降る が 葛川 城跡 2. 5 めで 、 平 均 約 1.5 め で ある 。 同様 の 作業 を 行なっ た 高石 市 大 園 遺跡 で 
は 約 175. BERETA COM 125025 5. FABLE REMORSE, K 500 基 
の 土 妨 墓 の うち 青磁 欧 は 6 基 か ら 出 土 し て いる 0.29). 高石 市 伽羅 橋 遺 跡 で は 瓦 器 枕 ・ 陶 質 
梗 1200 個 に 対し 、 青 磁 碗 約 10 個 と いう 。 と の よう に みる と 、11 な いし 14 世 紀 の 集 落 で は 遺物 総 
量 の 1 少 前 後 を 占め て いる と と が わか る 。 と の 数 値 は 、 京 都 大 学 構内 で の 遺物 総 破片 数 で の 数 
値 に も 類似 する が 、 他 の 平安 京 内 の 調査 例 と は 若干 異な る よう で ある 。 そ の 差異 が 平安 京 内 の 

冨 の 差 な の か 、 別 の 条件 が あっ た の か は 興味 の ある と と ろ で ある 。 中 国 製 陶 磁器 が 、 土 師 器 、 
Rael ¢ ONE C 永年 の 使用 に 奪え る と と を 考慮 し て も 、 一般 民衆 に と っ て は 貴重 品 で あ 
り 、 宮 田 間 跡 建物 群 北 溝 の 出土 例 か ら も 中 心 的 な 家族 は ほど 多量 に 所 有 し て いる と と が わか る 。 
壮 期 が や や 降っ て 14 世 紀 か ら 15 世 弓 に な る と 堺 市 大 仙 遺 跡 で は 平均 2.6 必 と いう 数 値 が 得 ら れ 、 
FEITE 2.5 必 と な っ て いる 。 こ の 数 値 が 遺跡 の 性 格 GRE) に よる の か 、 時 期 的 な も 
の か は 一 般 集 落と の 比較 が 必要 で ある 。 

記し て きた 、 中 国 製 陶磁 器 は いずれ も 碗 ・ 皿 類 が 大 半 を 占め る 。 比 ・ 洗 な どの いわ ゆる 雑 宜 
画 器 や 四 耳 吉 ・ 水 注 ・ 梅 瓶 の 類 に つい て は ほとん ど 接 する と と が で き な い 。 と れ に くら べ 、 平 
安 京 内 で は 比較 的 豊富 に と これ ら の 資料 が 出土 し て いる 。 と の と と は 、 権 門 社 寺 中 心 の 交易 体制 
に あっ て 、 優 品 や 春 化 品 は 平安 京 や 鎌倉 に 運ば れ た の で あろ うか 。 MMIC. BMRA 
環 出 土 資料 に は 焼成 不良 の も の が 目立つ 。 





以上 、 感 じ る まま 記し て きた た め 、 ま と まり の な いも の に な っ た が 、 大 阪 府下 で は 、 よ う 
や く 中 国 製 移 磁 器 が 注目 され て きた 段階 で あり 、 詳 細 な 研究 は 今後 の 課題 で ある 。 

本 樹 は 、 以 前 に 「 摂 河 哨 文化 資料 、 第 22 号 ]」 に 発表 し た も の 修正 ・ 加 筆 し た も の で ある 。 
また 、「 摂 河 泉 文化 資料 」 で は 大 阪 府 下 出土 の 中 国 製 陶磁 器 の 特集 を 企画 し て お り 、 今 その 準 
備 が 進め られ て いる 。 さ い ご ど に 、 研究 集会 で 報告 の 機会 を 与え て いた だ いた 三 上 先生 を は じ 
め 、 諸 先生 方 に 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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. 遺構 に よっ て は 染 付 が 混ざる らし く 、 必 ず し ゃ 厳密 な も の で は な い 。 
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—14C ・15C を 中 心 に 一 一 
鈴 K X 治 
Chinese Trade Ceramics of the 14th-the 15th century Found in Kyoto 


Shigeharu Suzuki (Doshisha University) 


A large number of Chinese trade ceramics were brought to Kyoto in every 
era, such as T'ang three-color glaze ware in the 8th century and Yüeh or 
Chang Sha celadon in the 9th-the 11th century. In the 12th-the 13th century 
Chinese trade ceramics remarkably increased in number. | 

A pile of Japanese-and Chinese-made ceramics of the 14th-the 15th century 
are found in holes and ditches. A large quantity of Tenmoku bowls are exca- 
vated from the Rinsenji site. The date of them is placed in the late 14th 
century. At the Kamikuze-shironouchi site are found white porcelain of the 
late 14th century. According to AR G WAZA), they are identified as 湖 田 
=, 白虎 窯 , 徳 化 鶴 and *&22 ware. From the campus site of Doshisha University, 
where there is a stratum burnt in the fire of 応仁 元 年 (1467), celadon, Ten- 
moku bowls and white porcelain are excavated. 

There are some celadon incense burners as well. Fig. 1,  Ying-ch'ing 
incense burner, is from the precinct of the old Sokokuji temple and antedates 
the late 14th century. Fig.2, Ying-ch'ing incense burner, is from the tomb of 
the Rev. Enkan (Zen priest) who died in 1308. Fig. 3, celadon cylindrical 
incense burner, is from the precinct of the old Sokokuji temple and antedates 
the late 15th century; so does Fig. 4, celadon incense burner. 


I 13 世 紀 以 前 の 出土 資料 


京都 に 搬入 され た 中 国産 の 輸入 陶磁 器 は 、 各 時 代 の 資料 を 通じ て 多量 に 存在 する と と が 知ら 
れ て いる 。 とれ ら の 中 に は 、 寺 院 な どの 伝 世 品 に 加え て 遺跡 か ら の 出土 資料 が あり 、 遺 構 単位 
の 博 物 組成 を 検討 する 上 で 好 資 料 を 提供 する も の が ある 。 

と れ ま で に 知ら れ て いる 出土 資料 の うち 、 8 世紀 代 の 資料 は 、 平 安 京 左京 九条 三 坊 の 唐 三 彩 
玄 入 の ほか 左京 八条 三 坊 、 右 京 二条 三 坊 の 絞 胎 陶 枕 な ど で あ る が 、 人 遺構 を 含め て 伴 出 資料 を 明 
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確 に し 得 な い 状 態 で 出土 し て いる 。 平安 京 内 で は 、 8 紀 代 の 遺構 自体 の 検出 例 が 少な いと と も 
あっ て 、 資 料 が 限ら れ て いる 。 

9 世紀 か ら 10 世 紀 に 入る と 、 資 料 の 量 は 急激 に 増し て お り 平 安 京 の 発展 に 対応 し て いる 。 右 京 
一 条 三 坊 の 三 彩 電 、 二 彩 碑 、 諾 京 七条 三 坊 の 胎 和 絞 胎 吉 、 仁 和 寺 円 堂 填 の 青磁 合 子 、 青 白磁 合 
F FORM H. Abi, Aiki, Aik. BROKE. BPMOAMB. Bh, AB 
大 路 の 青磁 碗 、 銅 官 鶴 水 注 、 左 京 四条 一 坊 の 青磁 碗 、 左 京太 条 一 坊 の 青磁 碗 、 右 京太 条 二 坊 の 白 
磁 碗 、 北野 府 寺 の 青磁 碗 、 FIBA ETE RD SF OR RKE, 深草 古 墓 の 青磁 碗 な ど が 知ら れ て い 
て 、 定 喜 の 曰 磁 、 越 州 窯 の 青磁 、 銅 官 穴 の 貼 花 文 、 景 徳 鎮 の 青磁 が 主要 な 資料 と な っ て いる 。 

11 世 紀 か ら 12 世 紀 に か け て の 資料 は 、 さ ら 人 増加 の 傾向 に ある 。 左京 四条 一 坊 の 白磁 碗 、 青 
日 磁 水 注 、 左京 三条 三 坊 の 白磁 碗 、 左 京 八条 三 坊 の 白磁 太 、 太 秦 弁 天 島 経塚 の 青白 磁 合 子 、 朝 
日 山 古 墓 の 褐 箱 水 注 、 深 草 稲荷 山 経 塚 の 青白 磁 合 子 、 青 白磁 小吉 、 白 磁 小 皿 、 白 磁 小 款 、 清 水 
寺 経 塚 の 青白 磁 小 埋 、 白 磁 碗 、 花 背 別 所 経塚 の 青白 磁 小 壱 、 青 白磁 合 子 、 鞍 馬 寺 経塚 の 青白 磁 
小吉 、 区 人 ケ 丘 経塚 の 福 稲 鉄 絵 盤 、 西 市 跡 の 白磁 碗 、 棒 原 廃寺 の 白磁 合 子 、 白 磁 碗 、 伏 見 柏 の 閑 
八角 円 堂 の 白磁 四 耳 憲 、 青 磁 四 、 白 磁 合 子 、 山 科大 宅 廃寺 の 白磁 碗 な ど で あ り 、 経 塚 に 伴う 次 
料 が 圧倒 的 に 多い が 、 平 安 京 内 の 発掘 が 進む に つれ て 白磁 碗 の 資料 が 増 化 し て いる 。 

12 世 紀 の 後半 か ら 13 世 紀 に か け て の 資料 は 、 竜 泉 窯 系 の 割 花 文 青 磁 碗 や 同 安 喜 系 の 楠 描き 文 
青磁 碗 、 景 徳 鎮 産 の 青白 磁 梅 瓶 、 泉 州 窯 産 の 黄 租 鉄 絵 洗 、 緑 租 演 な ど が 、 左京 七条 三 坊 、 左 京 
六条 三 坊 、 太 秦 井 戸 廃寺 、 岡 崎 法勝寺 、 旧 相国 寺 、 山 城 国分 寺 、 長 岡 京 な ど 平 安 京 の 内 外 か ら 
出土 し て いる 。 と れ ら の うち 、 量 的 に 多い の は 、 割 花蓮 花 文 青 磁 碗 、 横 描き 文 青磁 碗 、 鏡 蓮 弁 
文 青 磁 碗 で あり 、 肥 厚 化 を 示す 玉 縁 の 白磁 碗 と と も 需要 に 応じ て 大 量 に 搬入 され た と と を 示 
し て いる 。 

地方 色 の 強い 土師 器 や 瓦 器 な どの 皿 、 碗 と 伴 出 し て 、 道 物 組 成 の 一 部 を 構成 する 資料 も 確認 
され て いる 。 山城 国分 寺 十 の S K5417 は 、 寺 坪 の 北辺 を 東西 に 走る 溝 が 埋没 し て 廃棄 され た 後 
の 土 需 慕 で あっ て 、12 世 紀 後 半 の 土師 器 の 中 皿 、 小皿 を 伴 出 し て 割 花蓮 花 文 青磁 碗 が 検出 され 
て いる 。 ま た 長岡 京 跡 右京 第 28 次 の 調査 で は 、 同 じ く 12 世 紀 後 半 の 瓦 疾 碗 や 土師 器 の 皿 を 伴 出 
し た 土 坊 募 か ら 、 割 花蓮 花 文 青磁 碗 が 出土 し て いる 。 平安 京 内 で は 、 左 京 八条 三 坊 の 溝 状 土 払 
A»5EOZSÉ ue. 神 出 系 の 挿 鉢 な ど を 伴 つ て 、 白磁 碗 、 割 花 蓮花 文 青 磁 碗 、 横 描き 文 青 磁 
碗 、 魚 文 青磁 皿 、 横 描き 雷光 文 青磁 皿 が 出土 し て いる 。 

以上 の よう 13 世紀 まで の 資料 を 概観 する と 、 器 種 ご と に 個々 の 資料 は 増加 し て いる も の 
の 、 経 塚 や 土 坊 曹 な どの 一 部 を 除い て 、 い まだ を 遺構 に 伴う 資料 が 少な く 、 使 用 年 代 や 廃棄 年 代 
の 検討 を 含め て 考古 学 的 に は 多く の 問題 を 残し て いる と こと KK な る 。 と の と と は 、14 世 紀 以 後 の 
資料 に つい て も 指摘 され る と と ろ で あり 、 基 準 資料 の 抽出 作業 が 求め られ る わけ で ある 。 





II 14 世 紀 ・15 世 紀 の 一 括 資料 


14 世 紀 初 頭 に 位置 づけ られ る 遺構 の うち 、 中 国産 輸入 陶磁 を 多量 に 出土 し て いる 例 は 、 旧 相 
国 寺 境内 の 同志 社 女 子 大 学 心 和 館 地点 で 検出 され た S K306 が 典型 で あ る 。 と と か ら は 、13 世 
記 に 製作 年 代 の お か れる 希 手 蓮 弁 文 青磁 碗 、 枝 描き 文 青磁 碗 、 口 艇 白磁 皿 、 白 磁 四 耳 電 、 黄 般 
該 詩 潮 な ど が 出土 し て いる が 、 伴 出 の 土師 器 皿 、 瓦 器 碗 、 山 茶碗 、 瀬 戸 灰 租 洗 、 常 滑 究 、 神 出 
系 戸口 鉢 、 瓦 質 土 金 、 瓦 質 土鍋 な どの 多量 の 国産 品 に は 、14 世 紀 に 入 つ て か ら の 製品 が 多く 、 
径 棄 年 代 を よく 示し て いる 。 と の 土 坊 中 に は 、 薄 い 灰 層 が 検出 され て いて 、 そ の 上 下 を 分 層 す 
る と と で 先 後 関係 を 検討 し て みた が 、 下 層 に 至 つ て 土師 皿 の 量 が 増し て いる と と を 認め る 以外 
は ほ は 、 遺 物 の 組成 に 変化 は 無く 、 上 下 間 に 大 き な 時 期 差 を 諏 め る と と は で き な い 。 と れ ら の と と 
ほ 、13 世 紀 代 に 搬入 され て 使用 され た 中 国産 輸入 陶磁 器 が 、14 世 紀 ま で 伝 世 し て いた と と を 物 
i5 CU. 

この よう な 例 は 、 他 に も 知ら れ て いて 、 白 川 街区 の 吉田 近 術 町 遺跡 の S KOOL CU, 13 世 
EWKOISCPGEJROCH E. ARR, AOR, Ams ht U:235. EBOMI RR 
義 な どか ら 14 世 紀 の 未 頃 の 遺構 と 考え られ て いる 。 

14 世 紀 の 中 葉 以降 15 世 紀 の 後半 まで の 資料 は 、 平 安 京 を は じ め 、 そ の 周辺 で も 多く の 出土 例 
学 報 じ ら れ て いる が 、 人 遺構 の 検出 に 伴う 資料 や 基準 と な り 得る 資料 は 、 臨 川 寺 旧 境内 、 相 国 寺 
特報 内 、 東 福 寺 境内 、 城 ノ 内 遺跡 、 白 川 街区 な ど で 検出 され た 数 例 の み で ある 。 出土 資料 の う 
ち 量 的 に 多い の は 、 和 碗 、 皿 の 類 で あり 、 青磁 、 白磁 、 天 目 の 碗 や 青磁 、 白 磁 の 皿 で ある 。 次 いで 
青 牌 の 盤 、 鉢 が ある が 香炉 や 吉 な どの 出土 量 は 少な い 。 と の 時 期 に な っ て 急激 に 資料 が 増加 す 
る の は 、 大 目 太 で ある 。 天目 碗 の うち 建 鶴 の 製品 が 多い と と は 、 各 地 の 出 土 例 と 共通 し て 、 吉 
蘭 半 産 の 大 目 碗 は 、 京 大 医学 部 の 構内 より 検出 され て いる 1 例 の みな で ある 。 普遍 的 な 青磁 碗 に 
つい て みる こと 、14 世 紀 代 に 比 定 さ れる 一 群 は 、 重 手 蓮 弁 文 の 退化 形式 と み ら れ る 蓮 弁 文 碗 で 、 
芋 記 明瞭 で な く な り 、 片 切り 彫り に よる 幅広 の 蓮 弁 文 を も つ 一 群 と 、 無 文 を 主体 と し な が ら 、 内 
医 革 に 印 花 文 を も つも の が み ら れ る 。 くす ん だ 黄 緑 色 や 灰 緑 色 を 星 す る 般 を 、 部 厚く か け て い 
る 偽 料 が 多い が 、 と れ ら の 中 に は 、 外 底部 の 中 央 を 除い て 蛇の目 状 に 般 を 欠き 落し た 資料 や 、 印 
文 を も つ 内 底 に 般 を みな い 資 料 が 含ま れる 。 鳥 丸 通 花 屋 町 より 出土 し た 土 坊 9 の 青磁 は 、 と 
の 時 著 の 好 資 料 で あり 、 層 位 的 な 観察 か ら 報告 者 は 室町 時 代 前 期 と 考え て いる 。15 世 紀 代 を 通 
し て み ら れ る 青磁 碗 は 、 雷 文 帯 を 口 緑 直下 に も ちな が ら 体 部 に 邊 切り 蓮 弁 の 退化 し た 文様 を も 
ブー 辞 で ある 。 神泉 玩 よ り 出土 し て いる 資料 を は じ め 、 中 世 の 輸 入 陶磁 と し て 古く か ら 知ら れ 
て いて 、 平 安 京 内 で も 各地 か ら 検 出さ れ て いる 。 

診 鹿 紀 後 半 の 一 括 資料 に つい て は 、 了 臨川 寺 上 久世 城ノ内 遺跡 な ど で 良 好 な 資料 が 知ら れ て い 


M 
n 
it 
|^ 


illii 
h 
$ p 


hay 


| 
I 
| 


Bo 臨川 守 に つい て は 数 次 に わた っ て 発掘 調査 が お と な われ て いる が 、 江 谷 寛 氏 に よる 50 年 度 
と 51 年 度 の 調査 に は みる べき 資料 が 多い 。 と と で は 建物 跡 や 溝 及び 庭園 上 周 な ど が 検出 され て い 
て 、 南 北朝 期 に か ぎら れる 多量 の 瓦 や 常滑 の 橋 、 土 師 器 な ど と も 青磁 碗 、 白 磁 碗 、 白 磁 馬 上 
W ARAXE, ARRIE REM, FK, FHE ESBELTA., 中 
Có6£2gxXoXHmMiismÉüyceSS. 瀬戸 天目 を 含め て 天目 碗 の 復元 資料 は 数 十 個体 に 及 ん で い 
る 。 と れれ ら の 天目 碗 の 中 に は 、 黒 書 と 朱書 の 「 三 会 」 銘 の も の が あっ て 、 臨 川 寺 三 会 院 に 関 
する 資料 と 考え られ て いる 。 臨川 寺 に つい て は 文献 史料 も 知ら れ て いて 、 康 安 元 年 (1361) と 
永和 四 年 (1378) の 火災 に よる 災害 は 三 会 院 に も 及 ん で お り 、 出 土 の 状態 か ら み る と 、 建 物 跡 
の 西北 隅 か ら 天 目 碗 が まとまっ て 検出 され 、 青 磁 、 白 磁 、 青 花 な ど は 建物 北側 の 中 央 部 か ら 集 
中 し て 出土 し て いる 。 庭園 井 に 伴う 石 組 遺 構 や 溝 か ら の 出土 資料 を 含め て 、14 世 紀 後 半 ま で の 
一 括 資 料 と し て は 、 稀 れ に みる 好 資 料 で ある 。 

上 久世 域 ノ 内 道 跡 は 、 中 世 の 集 落 道 跡 で あつ て 、 東 寺領 庄 園 と し て 東寺 百合 文書 に 多く の 史 
料 を 残す 上 久世 の 庄 に 相当 し て いる 。 発掘 調査 に よっ て 溝 、 建 物 群 、 井 戸 、 土 坊 な ど が 検出 さ 
れ て お り 、 と り わ け SE101、SD110、SD112、SK 187、SD122 0%. #R.L EREDO 
資料 は 、 Lal, RAR be. BA RAPER, MP SALI, MP BPR ARIEL 
の 資料 に 伴 出 し て 中 国産 輸入 陶磁 器 を 出土 し て いる 。 と の うち SE101 は 、 検出 し た 遺構 中 も 
っ と も 古い 時 期 の 遺構 と 考え られ 、 瓦 器 碗 、 土 師 器 に よっ て 13 世 紀 の 後 半 に 位置 づけ られ て い 
4. SD101、SD112、SD122、S K187 な ど は 城ノ内 遺跡 の 主要 な 遺構 群 で ちっ て 、 終 末期 
の 瓦 器 碗 や 土師 皿 な どの 組成 か ら 14 世 紀 の 後半 で も 終 未 近く 、 下 っ て も 15 世 紀 の 初 頭 まで の 年 
代 が 与え を られ て いる 。 とれ ら の 遺構 か ら 出土 し て いる 中 国産 輸入 陶磁 器 刻 は 、152 片 を 数 えて 
お り 国 産 の 陶磁 器 片 の 28 点 を 大 きく 上 まわ つて いる 。 出土 し た 青磁 碗 、 皿 、 白磁 碗 、 皿 の 中 に 
は 、 生 産 室 に つい て の 見 解 が 中 国 の 研究 者 に よっ て 示さ れ て いる も の が ある 。 す な わ ち 、 景 徳 
鎮 陶磁 館 の 白 混 氏 に よる と 、 白 破 の うち に は 、 溢 田 憲 産 、 白 虎 坪 産 、 徳 化 窯 産 、 繁 昌 窯 産 の 資 
料 が あり 、14 世 紀 の 資 料 と 考え られ て いる 。 

また 、 上 久世 城ノ内 遺跡 に 近い 大 戴 遺 跡 あ か ら は 、 井 戸 が 多数 検出 され て いて 、 瓦 器 碗 の 年 代 
か ら 14 世 紀 前 半 か ら 中 葉 ま で の 時 期 が 与え られ た 青磁 の 碗 が 出土 し て いる 。 鏡 の 明瞭 で な く な 
っ た 蓮 弁 文 碗 と 、 片 切り 彫り に よっ て 幅広 い 蓮 弁 を 施し た 碗 で ある 。 

上 京 で の 出土 資料 の うち 、 旧 相国 寺 境内 に 当る 同志 社 の 構内 は 、 集 中 的 に 中 ・ 近 世 の 道 構 大 
の 検出 を みた と と で 、14 世 紀 代 の 一 括 資 料 も 多い 。 そ の 中 で も る 女子 大 図書 館 地点 の SK 339, 
SE301、 中 学校 体育 館 地 点 の SK2226, S K2337, S KK2354、 及び 地下 鉄 今出川 駅 の 同志 社 
HA MORO AOSK216, SD303% Lid. HATO. HPO RMS. RIERA ARA O 
鉢 、 瓦 質 火 舎 、 瓦 器 碗 及び 多量 の 土師 皿 な ど を 伴 出 し た 遺構 群 で あり 、 青 磁 碗 、 青 碗 香炉 、 青 
磁 盤 、 白 磁 碗 、 白 磁 皿 な ど を 伴 出 し て いる 。 と れ ら の うち 、 特 徴 的 な 青磁 碗 は 、 黄 緑色 や 灰 緑 











色 の 稲 を 部 厚く か けた 無 文 の 硫 で 、 中 に 体 部 の 下 半 か ら 高 台 部 まで を 露 胎 と する も の が 含ま れ 
て いる 。 

15 世 紀 代 の 資料 に つい て も 、 同 志 社 の 構内 か ら の 出土 資料 に 注目 され る も の が ある 。 DEX 
年 (1467 の 兵火 に よる 火災 は 、 附近 を 焼 土 と 化し 、 広 範囲 に わた っ て 焼 土 層 を 形成 し て い 
る 。 火 災後 の 整地 層 や 、 廃 棄 坊 、 短 期間 に 埋め 戻さ れ た 溝 や 井戸 な ど が 検出 され と いて 、15 世 
志 の 中 葉 か ら 後半 に か か る 时 期 四 一 括 資 料 を 示し て いる 。 と の うち 中 学校 体育 館 地 点 の SK 
2221, SD2302、 女 子 大 図書 館 地 点 の SE301、 新 町 別館 地点 の S D001 な ど は 、 層 位 的 に も 魔 
業 年 代 を 応仁 元 年 (1467) 又は それ 以前 で も 大 差 の な い 時 期 に お さえ る と と の で きる 一 群 で あ 
る 。 SK2221 は 、 東 西 8.5m 以 上 、 南 北 8 m 以 上 、 深 さ 0.6m の 隅 丸 方 形 を 呈し た 土 拡 で あり 、 
土 壇 中 に は 大 量 の 焼け た 瓦 が 無 雑 作 に 廃棄 され て いた 。 土 坊 の 上 部 は 、 焼 土 粒 を 含め て 堅く つ 
きか た め ら れ て いて 、 火 災後 の 整地 に よる と と が 明瞭 で あっ た 。 土 坊 中 か ら 出 土 し た 瓦 に は 、 
ZH. RH. HOLA, SFA. SA. SERSR 23250. AB AMM, RAMA KS, ARA 
Bk, BUOGDONDESK. BBUISSAO Hz». PREORKMALAAL. KAR. BRR. Hiin e 
が 出土 し て いる 。 青磁 碗 は 、 口 緑 部 が 肥厚 し て 玉 縁 状 を 呈す る 無 文 の 資料 で あっ て 、 HEAO 
穂 が 厚く か けら れ て いる 。 SD2302 か ら は 、 土 師 皿 、 土 鍋 、 瀬 戸 灰 青 平 鉢 、 魚 住 系 須恵 質 片 口 
鉄 と と も に 白磁 碗 が 出土 し て いる 。 S E301 は 円 形 プ ラン の 石積 み の 井戸 で あり 、 内 部 か ら 瓦 
資 火 舎 、 備 前 紗 、 有 孔 瓦 博 、 土 師 皿 な ど が 埋め 土 の 焼 土 に 混 じ つ て 出土 し 、 と れ に 伴っ て 青磁 
論 が 検出 され て いる 。 青 磁 碗 は 底部 の み で ある が 回 壁 は 厚く 、 や や 内 狼 す る 高台 の 外 端 部 は 、 
劉 り に よっ て 面取り され て いて 畳 付 ま で の 外 底 部 は 露 胎 と な っ て いる 。 秀 は 灰 緑色 を 呈し て 部 
書く か けら れ て いる 。 SDOOULOBDOQTMIRSE, MAEA RAK. ES. m EE i 
長 、 瓦 博 、 土 師 皿 を 伴っ て 青磁 碗 、 青 磁 盤 な ど が 出土 し て いる 。 碗 に は 無 文 の も の と 、 内 底部 
に 印 花 文 を も つも の 、 楠 地 き 文 を も つも の 、 和 宇文 帯 を も つも の な ど が ある が 、 無 文 の も の や 印 
花 文 を も つも の は 八 壁 が 厚く 、 香 文 淀 を も つも の より 口径 が 大 きい 。 と の 溝 は 幅 3 m、 深 さ が 
1.5m あ っ て 東西 方 向 に 28m 検出 され て いる が 、 更に 東西 方 向 C 延び る と と が 確認 され て い 
る 。 室 町 第 の 北辺 に と りつ く 掘 の 一 部 で あり 、 応 仁 の 大 乱 に よっ て 短期 間 に 埋没 し た も の と 考 
えら れ て いる 。 とれ ら の 遺構 か ら は 、 多 く の 土 師 皿 が 出土 し て いて 、 遺 物 組 成 の 中 で も 重要 な 
租 置 を 占め て お り 、 そ の 編 年 的 考察 は は 、 年 代 観 の 上 に も 多く の 情報 を 与え て いる 。 

これ ら 構 出土 の 一 括 資料 は 、 共 伴 資 料 と し て 遺物 組成 を よく 示し て いる が 、 遺 構 廃絶 時 の 
同等 共存 を 提示 する わけ で あり 、 道 構 自体 が 長期 間 に わ た つて 使用 され る 場合 や 、 短 期間 に 席 
得る 場合 、 更 に 出土 遺 物 ご と の 使用 期間 の 差 な ど を 考慮 に 入れ る と と で 、 そ れ ぞ れ の 実体 に 
葉 る と と が で きる は ず で ある 。 中 国産 の 輸入 陶磁 器 な む ど は 、 和 祭具 用 の 土師 皿 の よう に 、 短 期間 の 
委 用 後に 和 ぱ 単に 廃棄 され る も の で は な く 、 し ば し ば 長期 間 に わ た っ て 使用 され る 場合 が ある 。 
また 容 種 に よ っ て は 、 一 形式 一 タイ プ と は か ぎら ず 、 数 タイ プ に 分 か れる 場合 すら ある わけ で 








ある 。 各地 で 共 伴 関係 を 示す 土師 皿 と 青磁 碗 に つい て も 、 土師 皿 が 大 きく 変り な が ら 、 青 磁 碗 
に 変化 の 少な いと と が 、 多 く の 遺 構 で 知ら れ て いる 。 主として 15 世 紀 の 後 半 代 か ら 16 世 紀 の 後 
半 ま で に み ら れ る 青磁 碗 の うち 、 人 篤 切 り 蓮 弁 文 青 磁 碗 か ら 線 描き 蓮 弁 文 へ の 変化 に 対応 する 土 
師 皿 の 変化 は 、 京都 で は 、 す すくなくとも 四 形 式 が 設定 され る 。 CORC kZ, AH 
国 寺 境内 で 検出 され た 遺構 群 の 他 、 山 科 本 願 寺 、 本 国 寺 、 内 膳 町 な ど 市 内 の 各地 で 検証 され て 
いる 。 

な お 、 と の 時 期 の 白磁 の 変遷 を 、 特 徴 的 な 資料 に つい て みる と 、 前 段階 か ら の 口 和 到 げ の 皿 が 
14 世 紀 初 頭 ま で 残り 、15 世 紀 に 入る と 畳 付 に 挟 り を も つ 一 群 が 主 体 と な り 、 そ の 後半 か ら は 端 
反り の 一 群 へ と 変化 し て いる が 、 それ ぞ れ の 間 に は 並 用 され て いる 期間 を 認め る と と が で き 
Ao 青花 に つい て は 、16 世 紀 以 降 の 資料 ほど 15 世 紀 ま で の も の は な く 、 断 片 的 に 知ら れ て いる 
だ け に 今後 の 課題 と し て 残さ れる 。 


I 14 世 紀 ・15 世 紀 の 香 炉 


発掘 調査 に よっ て 出土 する 中 国産 輸入 陶磁 器 の うち 、 散 見 され る 資料 に 香炉 が ある 。 と れ ら 
の うち 14 世 紀 、15 世 紀 に 年 代 の 与え られ る 出土 資料 中 の 基準 資料 は 、 現 在 の と と ろ 図 示し た 4 
点 で あり 、1・ 2 が 14 世 紀 、 3 ・ 4 が 15 世 紀 の 資 料 で ある 。 

1 は 相国 寺 の 旧 境 内 の うち 、 現 在 の 山門 に 近い 同志 社 大 学 光 塩 館 地 点 の SK316 DŁ? D 
出土 し た 影 青 陰 刻 唐草 文香 妨 で ある 。 と の 遺構 の 下 は 、 平安 時 代 の 整地 層 を 掘り くば ぽ め て い 
て 、 そ の 上 部 が 削 平 され て いる た め 当 初 の 形態 を と ど め て いな い が 、 附 近 か ら は 数 基 の 土 坊 墓 
や 備前焼 の 大 条 を 使用 し た 14 世 紀 代 の 和 惨 棋 墓 が 検出 され て いる と と も あっ て 、 墓 地 で ある 可能 
性 が ある 。 上 部 の 包含 層 中 に 終末 期 の 瓦 器 碗 を 認め る と と ろか ら 、14 世 紀 の 後 半 ま で の 時 期 が 
与え られ る 。 口径 11cm、 器 高 7.9cm、 その うち 脚 の 高 さ は 1.7cm を 示す 。 口 縁 部 の 直下 か ら 
体 部 の 上 半 部 に か け て 三 本 の 凹 線 を めぐ らし 、 中央 部 を 線 彫り の 沈 線 に よる 唐草 文 で 飾り 、 体 
部 の 下 半 部 に は 二 本 の 凹 線 を めぐ し て いる 。 ま た 脚 の 外面 に は 中 央 の 縦 位置 の 画 線 を も ち 、 A 
右 の 孤 線 を 浮 文 に よっ て 飾っ て いる 。 体 部 の 内 面 の 下 半 部 と 外 底面 は 、 露 胎 と し て 般 を か け 
ず 、 外 面 の み に 般 を か け て いて 、 凹 線 と 沈 線 の 文様 の 部 分 の み が 青 味 を 深く し て お り 、 装 飾 的 
に も 効果 的 な 租 調 を 示し て いる 。 

2 は 、 東 福 寺 の 開祖 円 鑑 禅師 の 墓 か ら 出土 し た 影 青 印 花 文 角 形 香炉 で ある 。 Ammons 
は 延 慶 元 年 〈1308) で あつ て 、 墓 地 は 14 世 紀 初 頭 の 葬 法 の 一 部 を 示し 、 花 賠 岩 製 の 切石 を 使用 
し た 石室 構造 を も っ て いる 。 石室 は 、80cm 四 方 の 方 形 プ ラン を 示し 、 深 さも 80cm が 測定 され 
て いる 。 と の 石室 の 左 脇 に 、 東 福 寺 22 世 固 山 禅師 の 骨 吉 が 埋 葛 さ れ て いる と と も あっ て 、 石 室 
の 石材 が 落ち 込む 状態 で 検出 され 、 香 炉 も 割れ て いる が 、 そ の 一 部 は 石室 の 底 か ら 出 土 し て い 
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る 。 固 山 禅師 の 没 年 が 
廷 文 五 年 (1360) CH 
る と と か ら 、 す で を 14 
世紀 の 後半 に は 部 分 的 
に 破壊 され て いた と と 
に な る 。 
香炉 は 、 口 径 10.5 
cm, A 10. 8cm# Hl 
0. その うち 脚 部 は 
2.2cm で ある 。 体 部 の 
中 央 を 六 面 取 り と し て 
いて 、 そ れ ぞ れ を 長 方 
形 の 枠 で か と み 、 内 部 








に 花 文 を 配 し て いる 。 O 10cm 
s ニー テー 
BP bR TOE Fig. 京都 出土 14C・15C の 香炉 
(1.3.4. 相国 寺 旧 境内 , 2. 東福寺 円 鑑 禅 師 墓 ) 


学部 は 内 傾 し つつ 立ち 
上 り 口 縁 に 寄っ て 外 反 し 、 吾 に 数 条 の 浅い 沈 線 を めぐ らし て いて 、 相 い 対 する 二 耳 は 、 肩 に 接 
する 部 分 か ら 口 縁 の 上 端 を 越え て 大 きく S 字 状 に 施さ きれ て いる 。 と の S 字 状 を 呈す る 耳 の 基部 
に は 、 小 豆 大 の 貼り 付け 洋文 が 肩 に 乗る 状態 で 置か れ て いる 。 ま た 肩 を めぐ っ て 花 文 に 対応 す 
る よう 浅い 沈 線 に よる 波 文 が あっ て 、 六 面取り の 花 文 の 装飾 を 引き 立て て いる 。 脚 部 は 外 反 
し て 裾 に 広がり 、 安 定 し た 形態 を 呈し て いて 全体 の プロ ポー ショ ン を ひき し め て いる 。 

と の 香炉 に 類似 する 資料 は 、 新 安 沖 の 沈船 か ら 引 き 上 げ ら れ た 一 括 資料 中 に あっ て 、 青 白磁 
守 花 花弁 玉 角 形 査 妨 こ し て 知ら れ て いて 、 元 代 景 徳 鎮 産 の 優品 と 考え られ て いる 。 東福寺 の 出 
土 資料 は 、 年 代 の お さえ られ る る 腕 青 香炉 の 基準 資料 と いえ よう 。 

3 は 、 旧 相国 寺 境 内 の 東南 部 に 当たる 同志 社 女子 大 学 心 和 館 地 点 か ら 出 土 し た 青磁 筒 形 香炉 
で ある 。 第 三 遺構 面 か ら 検出 され て いて 、15 世 紀 後 半 ま で の 年 代 が 与え られ る 。 と の 第 三 遺構 
面 は 、 応 仁 の 大 乱 に よる 焼 土 層 の 下部 位置 する 層 位 に あっ て 、 そ の - 上 部 の 整地 層 が 年 代 を お 
さえ る 決め 手 と な っ て いる 。 

黄 緑 色 の 般 を 持つ いわ ゆる 天龍 寺 手 の 青磁 で あっ て 、 口 径 9. 1cm を 測り 、 問 高じ につい て は 護 
が な 欠け て いる た め 明 ら か で は な い が 、 底 部 に 接する 体 部 下端 まで が 6. 1cm で ある た め 、 7 cm 
旭 の 器 高 を 予測 し て いる 。 体 部 の 上 端 か ら 下 端 ま で の 間 を 、 思 線 を めぐ ら す と と で 形態 を 整え 
て いて 、 抽 飾 文 様 を 施さ な いと と で 素朴 な 感じ を 与え て いる 。15 世 紀 の 一 般 的 な 青磁 香炉 と い 
ZX He 





4 は 、 旧 相国 寺 の 境内 の うち 、 今 出川 通り に 面 し た 同志 社 女 子 大 学 図書 館 地点 か ら 出 土 し た 
青磁 勝 朋 香 妨 で ある 。14 世 紀 代 の 土 琉 墓 群 に 近接 し た 位置 の 上 部 か ら 出 土 し 、 と と か ら 備 前 の 
姓 や 土師 皿 な ど が 散在 し て 検出 され て いる 。 3 の 香炉 と 同様 に 、 応 仁 の 大 乱 時 の 焼 土 層 が 、 年 
代 を 決め る 手がかり を 与え て いる 。 

口径 16. 4cm、 器 高 8.0cm を 測る 。 口 縁 の 上 端 部 は や や 内 傾 し て いて 、 内 側 に 段 を 持つ と と 
で 一 本 の 穫 線 が 形成 され て いる 。 体 部 の 下 半 を 大 きく 内 側 に とし ば ぼり な が ら 底 部 へ と 続く が 、 ゆ 
る や か な カー ブ が 脚 ま で 連続 し て いる と と で 、 腰 の 丸 味 の あ る 張り 出し が 強調 され て お り 、 安 
定 の よい プロ ポー ショ ン を 生み 出し て いる 。 吾 に は 円 形 浮 文 を 貼り 付け 、 そ の 上 面 に 細線 を 放 
射 状 に 刻 せ と と で 菊 座 に 近い 施 文 効果 を も っ て いる 。 租 は 3 と 同様 の 黄 褐色 を 呈し て いる が 深 
み が あ る 。 体 部 の 内 面 と 外 底面 を 露 胎 と し て いる が 、 畳 付 ま で の 稀 が け は 丁寧 で ある 。15 世 紀 
代 に 限定 し 得る 出土 資料 の うち 、 青 磁 勝 腰 香炉 の 一 つの 典型 と いえ よう 。 
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Ceramics Found in Aramaki-honmura, Ichinomiya-cho, 
Higashi-Yatushiro-gun, Yamanashi Pref. 


Masatoshi Ono (Institute of Ichijodani Asakura Site) 


I deal with pieces which were discovered in Aramaki-honmura, Yamanashi 
Pref. in 1933. Thirty-nine pieces such as bowls and plates were found in a 
large earthenware pot which was buried upright under the ground, but at pre- 
sent one is missing: 6 celadon bowls, 2 blue-and-white bowls and 20 ash-glazed 
plates are Japanese, Mino ware, and the others are Chinese. The large pot, a 
container of those pieces, is also a Japanese product, Tokoname ware (Photo 
1-3, Fig. 1. 2). 

Fig.3 illustrates the correlation among the blue-and-white, celadon bowls 
with lotus design and white porcelain plates which were excavated at several 
sites. Those pieces of Aramaki-honmura may approximately date back to the 
latter half of the 15th century, which coincides with the chronological date of 
the Japanese products——the Mino ash-glazed plates and the Tokoname pot. 

I argue as follows in this paper. (1) As for the blue-and-white, Group 1 
including the blue-and-white plates are dated from the second half of the 15th 
century up to the first half of the 16th century. But bowls are much older 
than plates and they date back to the first half of the Ming dynasty, the early 
15th century. Accordingly, bowls are categorized into Pre-Group 1. (2) It is 
evident that Chinese ceramics were imported into Japan, suffering several 
changes as shown in Fig.3. Stage-B in Fig. 3, concerned with the materials I 
am now dealing with, is the time when Chinese ceramics were extremely few in 
Japan while in Ryükyü things were contrary. The situation of Stage-C is quite 
different from that of Stage-B. 

Thus, the materials of Aramaki-honmura are important in the considera- 
tion of the chronological problem of the late 15th century. 


調査 者 青柳 洋治 ・ 小 野 正敏 
調査 年 月 1980 年 4 月 
既 調 査 の 文献 上 野 晴朗 「 甲 斐 国 発見 の 鎌倉 ・ 室 町 時 代 陶器 |」 甲斐 路 3 号 、1961 





1 調査 の 目的 と 方 法 


と の 資料 は 、 大 旗 の 中 に 39 個 の まとまっ た 遺物 が 一 括 し て 納め られ て いた も の で 、 と れ ら の 
中 に は 、 中 国 製 の 磁器 と 日 本 製 の 陶器 が あり 、 そ の 共 伴 関係 か ら も 資料 価値 が 高い 。 と の 資料 
(と つい て は 、1961 年 に 上 野 晴朗 氏 に よっ て 貴重 な 報告 が 行なわ れ て いる が 、 現在 で は 入手 し 難 
く 、 一 部 の 遺物 実測 図 が な いな ど 、 一 般 に 利用 され に くい 。 

今回 の 調査 で は 、 資 料 を 再 検討 し 、 資 料 全 点 じ つい て 、 写 真 撮影 を 行ない 、 回 形 の 実測 図 を 
作成 し 、 AMES STEAM UCHR LI. 日程 の 都合 に より 、 一 部 の 遺物 選 つ いて 実 
測 図 が 伴 な わな いも の が ある が 、 先 に 述べ た 目的 は お よそ 達成 で きた も の と 思う 。 


2 遺跡 と 出土 状況 


出土 地 は 、 東 八代 郡 一 宮 町 新 巻 本 村 (ちら まき ほん むら ) で 、 昭 和 38 年 に 、 同 地 の 通 称 「 お 
大 神 さ ん 」 と 呼 父 、 小 塵 の 境内 より 、 道 路 工事 に よっ て 発見 され た 。 遺物 は 現在 、 と の 地 の 地 
主 の 降矢 進 氏 宅 に 所 蔵 さ れ て いる 。 

出土 状況 に つい て 、 発 見 者 の 降矢 軍 次 郎 氏 の 手記 が 、 先 の 上 野 氏 の 報 文 に 引用 され て いる 。 
これ を 転載 する 。 

「 御 代 咲 村 字 新 巻 区 降矢 軍 次 郎 家 は 、 同 村 曹 洞 宗 中 山 広 厳 院 の 開基 降矢 対馬 守 今泉 道 珠 の 二 
労 図書 の 遠 兵 に し て 、 祖先 は 橘 氏 な る を 以 て 、 往 古 より 天満 宮 を MACL, 塩田 の 長者 
降矢 氏 の 氏神 と し て 尊崇 せり 。 朱印 八 瑞 十 歩 を 領 し 境内 社 地 (現今 は 有 租 地 ) 八 敵 十 歩 あり 、 
同社 地 は 邸宅 と 道路 を 挟み て 不便 を 感じ 、 大 正 十 二 年 十 二 月 邸宅 内 に 移転 し て Beye BR 
り 、 昭 和 八 年 五 月 十 五 日 元 社 典 の あり し 北の方 二 三間 南 寄 の 処 を 掘り た る に 填 焼 の 大 裕 を 発見 
し 其 中 よめ り 古 雅 換 す べき 皿 及 茶碗 参 捨 九 個 出 で た め (以下 略 ) | 

zt. Dew RICO EMICHB SN CWKREOCE CHS. BOMITU39 KH OMM BH > 
た と の と と で ある が 、 現 在 、 降 矢 氏 が 所 蔵 す る の は 38 点 で 、 1A. ZOBRBOAKMACH 
る 。 


3 遺物 に つい て の 観察 (PL.1 と 3、Fig.1、2) 


現存 する 遺 物 38 点 の 内 訳 は 、 中 国 製 の 青磁 碗 6 点 、 染 付 碗 2 点 、 染 付 皿 10 点 と 、 美 濃 製 の 灰 
稲 皿 20 点 で あり 、 と れ に だ 容器 の 常滑 焼 窒 1 点 が ある 。 














青磁 碗 は 器 形 と 、 外 面 の 主文 様 か ら 2 グル ー プ に 大 別 で きる 。 第 1 の グル ー プ は 、 外 面 に へ 
ラ 描 き の 簡 路 化 さ れ た 、 間 隔 の 狭い 蓮 弁 文 を も つも の で 5 個体 が ある 。 と れ ら は 法 量 に より さ 
ら に 2 つ 克 分 けら れる 。A は 、① て ⑤ で 口径 11 て 11. 5cm、 器 高 7 7.5cm を 測り 、 腰 は 丸く 、 
その まま 口 縁 に 至る 。 高台 は 径 4.5~ 5cm で 内 グリ は 浅く 、 Bano Ce 抜い た 部 分 に 
は 、 符 2.5cm 程 の 幅 の 細い くっ つき の 痕 を 残す 。 見込 に は 、 ヘ へ ラ で 描か れ た 花 電 が 認め られ 、 
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① と ⑨② は と の 中 心 に (MRI の スタ ンプ が 押さ れ て いる 。B は 口径 11cm, HH 5.5cem ect, E 
Dik 57S. RW BAW BB CHS. 見 込 は 花弁 で 、 高 台 内 は 輪状 に 角 が 抜か れ て いる 。⑤ の 
1 個体 で ある 。 

第 2 の グル ー プ は 、⑨ で 口径 14. 5cm、 器 高 8. 5cm で 、 第 1 の グル ー プ より 大 振り で ある 。 
外面 は 口 縁 下 に 界 線 を も つ だ け で 無 文 、 見 込 に 印 花 を も つが 文様 は 不明 で ある 。 第 1 の グル ー 
プ も 第 2 の グル ー プ も 、 器 形 や 高台 部 の 施 邊 な ど 、 製 作 技 法 か ら は 同じ で ある 。 

Ae Pld 2 個体 で 、 い ずれ も ゃ 端 反り の 器 形 で 法 量 も 似 て いる 。⑮⑳ は 、 口 径 12.8cm、 器 高 6. 2 
cm、 高 台 径 5.2cm で 、 畳 付 は し っ か り し た ヘラ 削り で ある 。 外面 は 肥 痩 の ある くず れ た 筆 の 
宝 相 華 唐草 文 、 見 込 に は 2 重 の 界 線 内 に 「 福 」 字 が 描か れる 。⑲⑱ は 、 口 径 12.4cm、 器 高 5.9cm 
で 、 外 面 は 渦 文 状 の 唐草 の くず れ た よう な 文様 を も ち 、 見 込 に は 、「 寿 」 字 が 描か れる 。 胴 下 
半 部 に 大 きい 貫入 が 目立つ 。 

染 付 皿 は 、 法 量 に よっ て 2 グル ー プ 人 分 けら れる 。 第 1 の グル ー プ は 、②<⑪ の 5 個体 で 、 
口径 9 —9.5cm, 28918 2 ~2. 5cm、 高 台 を も つ 端 反り の 皿 で 、 BABHEN FBO LERE, 
砂 敷 で 焼成 し て いる 。 外面 は 5 単位 の 宝 相 華 唐草 文 で (⑦ の み 4 単位 )、 見 込 に は 壮 磨 文 あ る 
い は 十字 花 文 な ど と 呼ば れる 文様 を も つ 。 い ずれ も 肥 疲 の ある な れ た 筆 で 人 箇 略 に 描か れる 。 器 
形 の 人 歪み や くっ つき の 痕 を 残す な ど 、 余 り 上 等 の 製品 で は な い 。 第 2 の グループ は 、⑬ へ ~⑯ の 
5 点 で 、 い ずれ も 口径 12cm、 器 高 2.5cm 3 cm の 端 反り 皿 で 、 製 作 技法 は 、 第 1 の グル ー プ 
と 同じ で ある 。 外面 に は 4 単位 の 粗 略 な 宝 相 華 唐草 文 を 描き 、 見 込 に は 、 い わ ゆ る 玉 取 獅 子 を 
Hlo Ohi, BACHE o 

灰 租 皿 は 20 点 あり 、 い ずれ も 完 形 品 で 、 法 量 は 大 略 口径 licm, £313 2.57 3 cm で 、 近 似 し 
て いる 。 器 形 は 、 腰 折れ 気味 に 外 反 する 皿 で 、 腰 以下 は ヘラ 削り で 起 胎 、 高 台 は 削り 出し の 輪 
高台 で ある 。 淡 緑色 の 灰 般 が 内 面 全体 と 、 外 面 腰 まで に 施 殺 され る 。 見込 に は 、 重 ね 焼 の 目 跡 
を 3 また は 4 個 も つ 例 と も た な い 例 と が ある 。 胎土 は 、 灰 白色 の ボソ ボソ し た 土 で 、 美 濃 焼 の 
モグ サ 土 と 呼ば れる も の で あろ う 。 | 

AsO EUR. OPE52cm, Z8:997.5cm, AMA [4 | の 字 に 折れ て 、 最 大 径 を も ち 、89cm を 
測る 。 口 縁 に は 、 5 cm も ある 幅 の 広い 緑 帯 が 下がり 、 内 側 に は 浅い 凹 縁 が 樋 状 に めぐ る 。 ま 
た 肩 に は 、 指 先 で 描い た よう な 浅い 凹 線 の 記号 を も つ 。 如 形 や 胎土 か ら 営 滑 焼 の 製品 と 考え ら 
れる 。 


4 遺物 の 年 代 と いく つか の 問題 


青磁 碗 、 白 磁 皿 、 染 付 碗 皿 の 分 類 
新 巻 本 村 出 土 の 陶 磁器 の 年 代 や 、 そ の 問題 点 を 考え る た め に 、 ど の 遺跡 で も 多く 出土 し 、 特 


徴 の と ら え 易い 、 青 磁 の 蓮 弁 文 を も つ 碗 、 白 磁 の 皿 、 染 付 の 碗 、 皿 を 、 お お ま か に 分 類 し 、 そ 
の メル ク ・ マ ー ル と し た い 。 

Fig. 3 で 、 青磁 運 弁 文 碗 人 群 と し た も の は 、 東京 国立 博物 館 1978『 日 本 出土 の 中国 陶磁 』 
所 収 の 図版 No217 例 (福岡 ・ 今 津 古 墓 ) な ど に み ら れ る 、 ^2Bl0(CX 5 REO ERR POCO V 
で 、 同 じ く B 群 は 、 同 書 図版 No274 例 (和歌 山 ・ 友 ケ 島 海底 ) の よう に 、 運 弁 が 粗 略 に 片 切り 
の ヘラ で 幅広 に 切ら れ た も の で 、 口 縁 に 雪 文 淀 を も つ 例 と も た な い 例 が ある 。 前 者 の 方 が 、B 
群 の 中 で 後 出 と 考え られ 、 眉 形 も 次 に 述べ る C 群 に 共通 し て いる 。 同じ く C 群 と し た も の は 、 
新 巻 本 村 の 第 1 グル ー プ の よう に 、 線 描き に よる 間隔 の 鋭い 蓮 弁 文 を も つも の で ある 。 

青磁 運 弁 文 碗 A' 群 は 、 同 書 図版 No218 例 ( 伝 福岡 県 出土 ) EICR SNS RMR 2338 4b UC 
背 の 稼が 丸く な っ た も の 、B' 群 は 、 同 書 図版 No272 例 (和歌 山 ・ 友 ケ 島 海底 ) の よう に 、 ヘ ラ 
に より 周囲 を 削っ て 間隔 の 狭い 蓮 弁 を 表し た も の で ある 、 本 来 B' 格 は C 群 の 時 間 的 に 古い 部 分 
と 考え 、C 群 と する べき で ある が 、 京都 で の 発表 に 際 し て 、 PB' 群 の 名 称 を 用 いた の で 、 と の 
まま に し て お く 。 | 

日 磁 皿 A 群 と し た も の は 、 同 書 図版 No194 例 GEM > GHEE) 0451. ODRED DAN 
の な いも の 、 同 じ く B 群 は 、 同 書 図版 No301 例 (宮崎 ・ 曽 井 城跡 ) の よう な 浅い 小皿 で 、 高 台 
に 挟 り の ある 例 と な い 例 と が ある 。 胎土 が 軟質 で 、 不 透明 な 般 を 腰 ま で 施 般 し 、 以 下 を ヘラ 削 
り 露 胎 と する の が 特徴 で ちる 。 し か し 、 磁 質 の 胎土 で 青 味 の あ る 透明 感 の MOSHA. $ 
た 、 と の グル ー プ に は 、 同 書 No300 例 (宮崎 ・ 曽 井 城跡 ) の よう な 小形 の 面取り を し た 束 な ど 
を 共 伴 する と と が 多い 。 白磁 皿 C 若 は 、 同 書 図版 No303 例 (石川 ・ 波 佐谷 城跡 ) 3:2 75. 3m 
反り 皿 で 、 内 傾 し た 高 全 を も ち 、 そ の 付け 根 は 稲 切れ が 目立つ 例 が 多い 。 

染 付 に つい て は 、 か つて 一 乗 谷 出土 の 碗 皿 を 中 心 に 、 具 体 的 に 分 類 し て いる の で 、 と れ を 援 
用 し た い 。 詳細 は 、 小 野 1979『16 世 紀 の 委 付 の 分 類 と いく つか の 問題 』「15・16 世紀 を 中 心 と 
し た 出土 陶磁 発表 要旨 ・ 島 根 県 立 博物 館 」 を 参照 し て ほし い 。Fig. 3 の 染 付 1 群 は 、 と の 分 類 
の 碗 1 WI 類 と MI ~WS, VI~W 類 で あり 、 同 様 柴 付 2 群 は 、 碗 > 避 類 と 皿 V 類 、 
i XIA, METH Z. Wit 3 群 は 碗 X 類 を 含む “a” と する 。 

主要 な 遺跡 で の 出土 状況 の 概観 (Fig. 3) 

14 世 紀 前 半 代 の 代表 的 な 遺跡 と し て 、 鎌 倉 に お ける いく つか の 遺跡 、 例 えば 、 光 明寺 裏 遺 跡 、 
長勝寺 遺跡 、 材 木 座 の 北 区 鎌倉 学園 遺跡 な どの 成果 が ある 。 と れ ら の 遺跡 で 、 青 磁 蓮 弁 文 碗 A 
群 と 白磁 皿 A 群 と の 共 伴 が 知ら れ 、 染 付 は 伴 な わな い 。 と の 遺物 群 の 年 代 は 、 大 略 1333 年 の 鎌 
倉 幕府 滅亡 まで と 考え て 良い だ ろう 。 

次 に よく 似 た 年 代 が 推定 され て いる 韓国 の 新 安 沖 出土 の 遺物 群 を 見 る と (国立 中 央 博物 館 
1977『 新 安 海底 文物 )、 と と で も 青磁 運 弁 文 碗 A 群 と 白磁 皿 A 群 を 確認 で きる 。 ま た 青磁 運 弁 
文 碗 A 群 又は B 群 と 見 られ る 例 も 少量 認め られ (同書 No136 な ど )、 同 じ 手 法 の 運 弁 文 を 酒 会 電 





な どの 問 形 に も 見 る (例え ば 、No62)。 日 本 で の 消費 地 と 貿易 船 と いう 差 を 考え る と 、 その 違 
い を 年 代 だ け に 絞る の は 、 危 険 と は 思う が 、 鎌 倉 で の いく つか の 遺跡 で の 資料 に は 共通 し て 、 
青磁 蓮 弁 文 碗 B 群 、 白 磁 皿 B 群 が 認め られ な いと と か ら 、 新 安 沖 の 遺物 群 を 少し 後 出 と 考え た 
い 。 そ し て 、 青 人 碗 運 弁 文 碗 A 群 の 終末 を 14 世 紀 中 頃 、 白 磁 皿 A 群 の 終 未 も それ に 近い と 推定 し 
た 。 | 

KIC. FPP CA EE TIE LOC TERES PESELOGRUEI Ze Fa 5 E, RRMA CAH 
CARN BEFORE BA ST. CdviCIUBGNOSMN AMEN D. KELL CORRO EST 
KIS, TEAAHAOLHEEO-Omux0«mc.i3JRxO6o60uV4uuv. 白磁 皿 B 群 で は 、 挟 入 の 
ある も の は な いか 、 又 は 極端 に 少な いと 考え られ る 。 次 に 同じ 沖縄 県 の 御 物 城 の 遺物 は 、 雷 文 
常 を も つ 青 磁 蓮 弁 文 碗 B 群 が 主体 で 、 と れ 勝 連城 より 量 の 増大 し た 白磁 皿 B 群 ( 挟 入 の ある 
も の な いも の 両者 ) が 共 伴 し 、 少 量 の 染 付 が 伴 な う 。 青磁 蓮 弁 文 碗 B' 群 は 数 点 が 認め られ る だ 
け で ある 。 

紀 淡 海峡 の 友 ケ 島 沖 の 遺物 群 で は 、 雷 文 帯 を も つ 青 磁 蓮 弁 文 碗 B 妖 と B' 客 が 共 伴 し て お り 、 
C 群 は な い 。 と と で は 、 和 白磁 皿 は 知ら れ て な く 、 染 付 は 2 点 の 端 反り 碗 が 認め られ る 。 青 磁 蓮 
弁 文 碗 B' 群 の 量 が 増加 し て いる の で 、 御 物 城 より 若干 新しい と 考え られ る 。 た だ 、B' 客 が 量 的 
(て まとまっ て 存在 する の は 、 と の 資料 だ け で あり 、 今後 の 検討 を 必要 と する 。 

雷 文 帯 に ラマ 式 蓮 弁 文 を 有 す 青磁 太 に つい て は 、 亀 井 明徳 氏 が 沖縄 県 山田 城 か ら 座 喜 味 城 へ 
の 移転 が 1422 年 で ある と 伝え られ る 城 の 興 廃 年 代 を も と に 「14 世 紀 後 半 か ら 15 世 紀 前 半 、 す な 
わ ち 明 前 期 」 に 位置 づけ て いる (亀井 1978『 山 田城 跡 発 見 の 中 国 陶磁 に つい て 』「 座 喜 味 城跡 」 
読谷 村 教委 )。 健 者 は 、 青 磁 蓮 弁 文節 B 群 の 中 で 、 御 物 城 や 友 ケ 鳥 沖の 例 の よう な 宇文 帯 を も 
つも の は 、 青 森 県 尻 八 館 の 例 の よう に 、 雷 文 帯 を も た な いも の より 後 出 と 推定 し て お り 、 山 田 
城 、 座 喜 味 城 の B 群 が 前 者 で ある と と か ら 、 と の 両者 の 尊 移 が 14 世 紀 末 又は 15 世 紀 初 頭 と 考え 
て いる 。 

青磁 運 弁 文 碗 C 群 の 共 伴 関係 に つい て 、 福 井 県 一 乗 谷 朝倉 氏 遺 跡 の 資料 を 検討 し て みた い 。 
一 乗 谷 で 発掘 され た 遺構 群 は 、 朝 倉 氏 が 一 乗 谷 へ 入城 し た 時 と 考え られ る 文明 の 初め 頃 の 遺構 
II 期 と 、16 世 紀 初 め に 一 乗 谷 全域 に 町 割 が 行なわ れ ( 息 a 期 )、 何 回 か の 改修 の 後に 、 天 正 元 
年 (1573) に 焼 亡 する (cH) zx まで の 町 割 に の っ た 遺構 息 期 と が 主 で ある 。 と の うち 本 期 に 
つい て は 、 発 掘 面積 が 小さ く 不 明 な 部 分 が 多い 。 遺構 息 期 の 青磁 碗 の 主体 を 占め る の は 、 青 碗 
mT PCH CHO, 白磁 皿 は C 群 で も ある 。 そ し て 、 と れ ら 公 大 量 の 染 付 1 群 が 伴 な い 、 Ma 
FAK OBI CAN 2 群 が 伴 な う よ う に な る 。 と の 共 伴 関係 は c 期 ま で 変わ ら な い 。 同じ 時 期 
の 滋賀 県 観音 寺 城 、 小 谷 城 を は じ め 、16 世 紀 後 半 の 遺跡 で 似 た 状況 が 確認 され る 。 

一 方 、 期 の 遺構 で は 、 量 的 な 検討 は 不明 だ が 、 青 磁 蓮 弁 文 碗 C 群 、 白 磁 皿 C 群 、B 群 、 染 
付 1 群 が 共 伴 し て お り 、 と れ ま で の 成果 で は 、 青 磁 蓮 弁 文 芝 B 群 と 白磁 皿 B 群 を 主体 と た す る 遺 


物 群 は 認め られ て いな い 。 と と ろ で 、L 期 な いし a 期 の 遺構 で は 、 よ り 上 層 で は ほとん ど 見 
る と と の な い 遺 物 が 若 十 出 土 す る 。 先 に 述べ た 白磁 皿 B 群 も その ひと つ で ある が 、 青磁 碗 で 
は 、 友 ケ 島 沖 遺物 群 に も 確認 され る (西山 要 一 1974 「 紀 淡海 峡 海底 採集 の 中 国 陶磁 器 」 所 収 No 
23~27) も の で 、C 群 に 比べ て 間隔 の 広い 、 頭 の 丸く 描か れ た 運 弁 文 を も つ 例 や 、 新 巻 本 村 出 
土 例 と 同じ 型式 の 灰 衝 皿 、 染 付 芝 な ど で あ る 。 と れ ら は 、 い ずれ も 量 的 に 少な く 、 ま と まっ て 
出土 する と と は な い 。 し た が っ て 、 よ り 古 い 時 期 の 遺物 の 名 残り が HL 期 な いし 想 a 期 に 残存 し 
て いる も の と 考え られ 、 大 略 、 と の 直前 に 、 青 磁 蓮 弁 文節 C 群 、 白 磁 息 C 群 へ の 河 移 が 行なわ 
れ た と 考え られ る 。 

以上 の 見 解 を 模式 図 に し た の が Fig. 3 で ある 。 

新 巻 本 村 出 土 遺物 の 年 代 

Fig. 3 を 参考 に し て 、 お よそ 新 巻 本 村 出 土 の 遺物 の 年 代 を 考え て みた い 。 新 巻 本 村 の 資料 
は 、 青 磁 碗 は 運 弁 文 碗 C 群 、 白 磁 皿 は な く 、 染 付 皿 は 染 付 1 群 、 ま た 染 付 碗 は と れ ま で の 梁 付 
1 群 に は 含ま れず 、 よ り 古 いと 考え られ 、Pre 1 群 と 仮称 する 御 物 城 、 友 ケ 鳥 沖の 染 付 碗 に 類 
似 す る も の で ある 。 し た が っ て 、 中 国 陶磁 か ら は 、 友 ケ 島 沖 遣 物 群 より 若干 新しく 、 一 乗 谷 皿 
a 期 よ り 古 いと いう 位置 づけ が で きる 。 一 方 、 灰 租 皿 に つい て は 、 一 乗 谷 で の 出土 状況 か ら 15 
世紀 後半 と 考え られ 、 常 滑 焼 の 紅 も これ まで の 常滑 焼 の 編 年 の 成果 を 借り れ ば 、15 世 紀 中 後 
葉 と 言え る だ ろう 。 愛知 県 立 陶磁 資料 館 の 井上 喜久 男 氏 の 御 教 示 に よれ ば 、 こ の 灰 弁 皿 は 容 窯 
期 の 最終 段階 の 製品 で 、16 世 紀 直 前 の も の と いわ れる 。 

以上 の 年 代 観 は 、 矛 盾 せ ず 、 お よそ 15 世 紀 後 半 ー 末 の 一 括 資料 と し て その 価値 が 評価 され る 。 
染 付 Pre 1 群 に つい て 

先 に 述べ た よう に 、 染 付 群 の 分 類 は 、1979 年 の 島根 県 立 博物 館 で の 発表 テー マ で あっ た 。 と 
の テー マ の 延長 の 中 で 、 年 代 的 に 染 付 1 群 より 古い 染 付 群 が 存在 する と と を 知っ た 。 と と で 
と の Pre 1 群 の 要点 を まとめ て みる と 、① 青磁 蓮 弁 文 碗 B 群 、B 群 、 白磁 皿 B 群 な ど に 伴 な 
う 。② そ の 年 代 は 大 略 15 世 紀 初 < 後 葉 と 推定 され る 。 し た が っ て 、 時 間 的 に 元 様式 染 付 群 と 染 
付 1 群 の 間 に 位 置 づ けら れる 。 ぐ ⑧ 器 形 は 、 碗 で は 、 委 付 1 、 2 群 に 極 く 少な い 端 反 り 碗 で 、 高 
台 が 比較 的 高く 、 ヘ へ ラ 削 り が し っ か り し て いる 。 文様 は 、 唐 草 文 又は 渦 文 風 の も の が 多く 、 内 
面 口 縁 下 に は 、 界 線 、 四 方 裸 文 、 雷 文 帯 な ど を も ち 、 見 込 に は 「 福 」「 寿 」 字 や 「 梅 月 文 」 が 良 
く 使わ れる 。 皿 は 不明 で ある 。④ と の 観点 で 現在 知る 例 を 挙げ る と 、 新 巻 本 村 、 友 ケ 鳥 沖 、 和 
歌 山県 根来 寺 、 沖縄 県 御 物 城 、 同 座喜味 城 、 大 宰 府 第 57 次 資料 (? )、 福井 県 一 乗 谷 、 同 机 山 
城 、 青 森 県 尻 八 館 な ど で あ る 。⑤⑧ ま た 、 と れ ら の 特徴 は 、 南 京 博物 院 1976「 南 京 明 故 宮 出 土 洪 
武 時 期 姿 回 」 に 見 られ る 染 付 群 の 一 部 と 共通 点 が 多い 。 と の 文献 に 言わ れる 「 洪 武 」 の 年 代 を 
うけ る と 上 限 が さら に 14 世 紀 後 半 に あがる 可能 性 が ある 。 

と と ろ で 、 以 上 の よう な 染 付 群 を Pre 1 和 群 と 仮称 し た が 、 い くつ か の 問題 が 残る 。 その ひ 






ー 乗 谷 の 遺構 面 ・ 備 考 染 付 ・ 青 磁 蓮 弁 文 碗 ・ 白 磁 皿 の 分 類 と 出土 状況 


参考 に し た 主要 な 道 構 と 道 物 群 
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Fig.3 14 一 16 世 紀 の 中 国 陶磁 変遷 概念 図 


tc Dis, RAOPCOM, MAr y ARTH. /FIVIICMNRKEDIT. qc SB 
皿 は 、 特 定 の 器 形 と 文様 の 組合 せ に よっ て 碗 皿 が セッ ト で 製作 され て いる 。 と の Pre 1 群 に 
つい て は 、 資 料 の 少な いと と も あっ て 、 と れ K に 対応 する 皿 が 知ら れ な い 。 し た が っ て 、 新 巻 本 
村 の 資料 の 理解 の 仕方 に は 、 染 付 1 群 の 古い 段階 に 、Pre 1 群 と 仮称 し た 端 反 り の 碗 の グル ー 
プ が 存在 し 、 と れ と セッ ト の 皿 は 、 染 付 1 群 で 、 と れ が 16 世 紀 へ 継続 し て いる と いう 考え 方 も 
で きる 。 

も う ひ と つ は 、 元 様式 の 染 付 と の 関係 で あり 、 今後 の 大 き な テ ー マ と な る だ ろう 。 

梁 付 ・ 青 磁 ・ 白 磁 の 変化 と 画 期 

今回 、 新 巻 本 村 の 資料 を まとめ る 中 で 、 時 期 を 検討 する メル クマ ー ル と し て 、 染 付 、 青 磁 、 
白磁 か ら 特 徴 的 な 碗 、 皿 を 用 いて 、 中 国 陶 磁 の セッ ト 関 係 を 模式 化し た 。 と の 作業 を 通じ て 、 
と れ ら 人 各 履 種 の 変遷 が お お ま か に 一 致し 、 全 体 と し て 、 い くつ か の 画 期 が ある と と が 認め られ 
る 。 そ の 年 代 的 な 細部 は 、 今 後 の 資料 の 増加 の 中 で 検証 され 、 再 検討 きれ る と と と 思う が 、 街 
者 な り 現 段階 で 示し た の が Fig. 3 の 最 右 欄 の AD で ある 。 

と れ を 概観 する と 、A~B へ の 画 期 は 、 お よそ る 14 世紀 中 ~ 後 葉 と に あり 、 元 末 ~ 明 へ の 過渡 期 
と 一 致す る 。 と の B 期 は 、「 空 白 の 15 世 紀 」 と 近似 し 、 日 本 で は 、 沖縄 を 除く 地域 で 中 国 製品 
が 極端 に 減少 し 、 実 態 の 不明 な 時 期 で ある 。 逆 に 中 継 貿 易 を 中 心 と し て いた 琉球 が 最も 盛ん だ 
っ た 時 期 で あり 、 と の 両者 の 優劣 が 次 の C 段 階 で 逆転 する と と を 考え る と 、 琉球 の 感 誤 の 意味 
が うか が われ る 。 BC へ の 画 期 は 、15 世 紀 中 < 後 葉 に あり 、C 期 に は 、 中 国 製 の 雑 器 が 骨 内 
を 軸 に 大 量 に 流通 し 、 都 市 部 や 、 戦 国 の 城 館 な ど に 全国 規模 で 似 た 状況 が 見 られ る 。 一 方 、B 
期 に 続い て 、 そ の 地位 の 低下 し た 鎌倉 や 太宰 府 を 中 心 と する 北九州 の 状況 が み ら れ る 。 器 種 で 
は 、B 期 より 加わ っ た が 、 雑 器 と し て の 大 量 使用 の な か っ た 染 付 群 が 急 増し て いる と と が 注意 
され る 。CーD へ の 画 期 は 、16 世 紀 末 に あり 、 雑 器 の 中 か ら 青 磁 や 白磁 が 減少 し 、 次 第 唐津 
や 伊方 里 が 出現 し 、 染 付 も 17 世 紀 中 葉 を すぎ る と は ほとん ど 伊 万 里 に 替わっ て し まう の で ある 。 
(1980.9) 
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Chinese Ceramics Found in Kamakura 


Tsutomu Morita (Kyushu Historical Museum) 


Kamakura abounded in things brought from abroad in the period of the 
Kamakura Shogunate, 1192-1333. Chinese ceramics are one of them. Ceramics 
which were collected along the seashore are well-known as ‘Ceramics Found 
on the Kamakura Coast.’ However, they are nothing but a collection, not an 
archaeological find in the strict sense of the word. The recent excavation re- 
search and the materials gleaned from relics and strata have made a great 
contribution to the chronological study. Those ceramics found at each site of 
Kamakura have a large variety of qualities and quantities. 

We examined the ceramics, mostly Chinese ones, excavated from the Tsu- 
 rugaoka-hachimangü keidai (precinct) site, the Ninotori’i-nishi site and the 
 Komyoji-ura site. The author compares them with those from the Dazaifu or 
Hakata districts which boast of their large quantity, and argues as follows: In 
Kamakura. 

1. Celadon: There are a great many Lung-chüan celadon type.][ —— bowls, 
small bowls and small dishes; they are more than Lung-chüan celadon type.I. 

2. White porcelain: There are bowls, small cups and dishes. Dish-type IX 
account for close to 90 per cent of all the dishes. There are a very few dishes 
with applied flower design. It should be noted that at three sites of Kama- 
kura was excavated no dish type. WI-2b of the early 13th century, which the 
northern part of Kyushu has in a small quantity. 

3. Ch'ing pai: A large number of Mei p’ing are excavated, and most of the 
Koryo ware found in Kamakura are in the shape of Mei p'ing. Accordingly it 
can be concluded that many people in Kamakura liked the shape of Mei p'ing 
in those days. 

4. Polychrome ware: The number of basins of two or three-color glaze 
cannot fall short of that of Mei p'ing. 

5. Black glaze ware: Very few Ten'moku bowls, which were imported in a 
small number after the middle of 13th century, are excavated. 

As mentioned above, a great number of Chinese ceramics were brought 
to Kamakura from the end of the 12th century up to the early 14th century. 
Therefore Chinese ceramics of before the 12th century and of the first half of 
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the 14th century can be selected by excluding those of the late 12th-the early 
]4th century and making a comparison with those from other districts. It is 
possible to say that white porcelain bowl-type. II, white porcelain dish-type. V 
and VI were imported before the end of the 12th century. As for Lung-chüan 
celadon of the first half of the 14th century, bowls-type. II, bowls with everted 
and thickened mouth rim and bowls with flower appliqué on the inside of the 
bottom —— these types of celadon bowls are selected in the light of Chinese 
ceramics found at the Dazaifu pond-shaped site SX1200 which has an accom- 
paniment of a wooden plate inscribed “元 德 2 年 (1330). 

The finds of Kamakura are very important, not only because of their good 
quality but also because they serve to identify Chinese ceramics of before the 
12th century and the first half of the 14th century. 
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鎌倉 出土 の 中 国 陶磁 に 関す る 調査 を 、1980 年 9 月 20 日 か ら 22 日 の 3 日 間 に わ た り 、 鶴 岡 八 幡 
宮 境内 第 1 3 次 調査 、 二 鳥居 西 遺跡 (日 生 ビ ル ) お よび 光明 寺 裏 遺跡 出土 品 を 主たる 対象 と 
し て 実施 し た 。 

と と で は 、 そ れ ら の 遺跡 か ら 出 土 し た 陶磁 器 の 紹介 と その 特徴 を 概 述 し 、 ま た 、 調 査 の 成果 
と 今後 の 課題 に つい て 、 若 十 の 私 見 を 述べ る と と に する 。 

な お 、 本 文中 の 中 国 陶磁 器 の 分 類 ( 別 図 ) は 、 横 田 賢次 郎 ・ 森 田 欠 「 大 宰 府 出土 の 輸入 中 国 陶 
磁器 に つい て 一 型式 分 類 と 編 年 を 中 心 と し て 一 」『 九 州 歴史 資料 館 研究 論集 4 1978 に よる 。 


I 各 遺 跡 出 土 品 の 紹介 


(1) 鶴岡 八幡 宮 境内 遺跡 (第 1~ 3 次 調査 ) 

発掘 調査 は 1979 年 4 > 8 月 に か け て 現 鎌倉 考古 学研 究 所 に よっ て 実施 され た 。 

出土 品 と し て は 、 龍泉 窯 系 青磁 、 同 安 窯 系 青磁 、 宋 ・ 元 代 の 白磁 、 青 白磁 、 緑 般 陶 叶 お よび 
高 財 陶 磁 等 が ある 。 

青磁 龍泉 窯 系 青磁 が も っ と も 多く 、 同 安 憲 系 青磁 は 僅か で 、 碗 の 破片 が 2 点 (PL.1 一 
1) 出土 し て いる だ け で ある 。 

龍泉 窯 系 青磁 で は 内 面 に 草花 文 を 有する 碗 1 一 2 類 (PL.1 一 1) や 飛 雲 文 を 有する 碗 1 一 
4 類 (PL.1 一 1) 等 は 少く 、 外 面 に 蓮 弁 文 を 有する 碗 1 一 5 類 (PL.1 一 2) や 器 面 全体 
を 厚く 施 稲 し 、 高 台 先 端 部 を 露 胎 と し た 碗 息 類 (PL.1 一 3) が 多い 。 
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Fig. 1 二 鳥 居 西 遺跡 出土 の 陶磁 器 実測 図 (1 ・2 白 磁 、3 一 6 青磁 、7 黑 釉 陶 器 ) 


二 鳥 居 西 遺跡 出土 陶磁 器 観 察 表 





内 面 に 外 底 霞 胎 部 分 は 淡 赤 余 色 を 呈す る 。 また 、 











わずか と の 部 分 は 回 転 ヘラ 削り し た 後 C、 周 緑 部 
ee an eee) Be) Se ve BE K 色 | を 板 の 小口 面 (? ) を 使っ て 静止 へ ラ 削り し 
て いる て いる 。 CPL. 3—17) 
| 痰 黄 乳 | 站 外 加 BEB 23-5. MEO RMS RSS 
2 | we |m (14.1) 2.0] (9.7) b MOB | A 色 | で で 、 他 は 露 騰 と し て いる 。 
| 色 ET (PL. 3—16) 
若干 緑 内 外面 高台 先端 部 と その 周辺 部 を 露 胎 と する 。 外 
RIS re 面 の NT xi modico THID HL 
3 M | 15.4 | 4.2] 7.9 | が た 深 大 き な | EKE | C22. Evo Ag o P 
QE | BAS 台 先端 部 お FONERA S R/NLR 
—1. | 多い 斑点 を 伴う 。 (PL. 2—10) 
内 外面 TCR 了 
4 Å$ | 23.5| 5.2] 10.8 | ÈRE | と も に | 灰白色 | 部 分 は 暗 福 色 を 呈す る 。 (PL. 2 一 9) 
多い 
高台 先端 部 と その 周辺 部 を 露 胎 と し 、 そ の 
5 杯 | 9.0| 3.0| 4.3 | 暗 绿 黄色 | な し | EKE | 部 分 は 暗 褐 色 を 呈す る 。 (PL. 2 一 8) 
— | 磁 
若干 伴 BOE C BS AAAS, OB 
6 Pi | 15.9| 6.2] 5.0 | ERE | っ て い | 灰 黒 色 | の 切り 込み は 6 個所 で ある 。(PL. 2—12) 
る 
m | AM ICMEROMHES (MS, BOE 
7 | mr 1n0| 5.0| 3.5| 黒 色 | な し | 灰 黒色 | 部 分 粘土 に よる 目 跡 が 残っ て いる 。 
E (PL. 3—18) 


fe 土 | d | * 








EM 


白磁 ORRERA Dk: MOKAMAAKO 9 割 近く を 占め る 。 

BAR 梅 手 、 印 花 文 を 有する 合 子 ・ 小 吉 (PL.1 一 4) 等 が 出土 し て いる 。 TRO à 
め る 割合 が 目立つ 。 

Mes 盤 、 鉢 類 が ある 。 い ずれ も 口 緑 部 は 肥厚 し 、 丸 味 を 有する (PL.1 一 5)。 

高羽 陶磁 入荷 唐 草 文 を 白土 と 赤土 に より 象 飲 し た 梅 瓶 が 1 点 あ る (PL.1 一 6)。 

以上 、 概 述 し た 陶磁 器 は 13 世 紀 を 中 心 と し て いる が 、 一 部 12 世 紀 来 な ら び に 14 世 紀 初 頭 と 推 
察 され る も の も 含ま れ て いる 。 

(2) 二 鳥 居 西 遺跡 

1977 年 9 11 月 に か け て 調査 され 、 そ と か ら 出 土 し た も の は 一 般 に 日 生 ビ ル 出土 品 と し て 周 
知 さ きれ て いる 。 遺跡 は 鎌倉 市 小町 に 所 在 し 、 現 在 エ ニオ ン 鎌 倉 店 が ある 。 

出土 品 と し て は 、 龍 泉 祥 系 青磁 、 同 安 宣 系 青磁 、 宋 ・ 元 代 の 白磁 、 青 白磁 、 三 彩 陶器 、 黄 租 
殊 器 、 黒 般 陶 器 等 が ある 。 

青磁 龍泉 坪 系 青磁 が 同 安 窯 系 青磁 を 圧倒 的 に 義 答 する 。 

龍泉 憲 系 青磁 は 碗 1 一 5 類 (PL.2 一 7 )、 杯 ・ 盤 ・ 皿 息 類 (PL.2—8-10, Fig.1 O~ 
©) の 占め る 割合 が 多く 、 碗 1 一 2 ・4 類 (PL.2 一 11) *?ILIXi (PL.2 一 11) は 少 い 。 

同 安 窯 系 青磁 は 碗 ・ 皿 1 類 が 大 部 分 で 、 外面 を 片 切 彫 風 (C 条 線 を 入れ る 碗 息 類 は 僅 に 1 点 
( 和 ル 一 1・b 類 ) 出土 し て いる だ け で ある (PL. 3 一 13)。 
白磁 PIV: V :WW 类 (PL.3 一 14) は 少く 、 碗 ・ 皿 区 類 が 9 割 前 後 を 占め る 。 ま た 、 内 面 
に 型 押 し に よる 浮 文 を 描い た 皿 (CPL. 3 一 15) BRASS. さら 、 注目 され る 資料 と し て 
は 口 緑 部 を 赴 胎 と する 点 は 尺 類 と 同一 で ある が 、 そ れ と は 稲 調 、 施 狐 方 法 、 胎 土 が 相違 する 想 
(PL. 3—16, Fig.1®) が ある 。 

青白 磁 we m.p. AT. (PL. 4 一 19)、 水 注 (PL. 4 一 20・21) が ある 。 特 
に 水 注 2 点 は 全 形 が 知れ る 貴重 な 資料 で あり 、P 葉 .17 一 14 は 注 口 部 に 龍頭 が 貼付 され た 類例 
の 少 い も の で ある 。 

三 彩 陶器 内 比 す る 体 部 と 丸く 肥厚 する 口 縁 部 と か ら な る 盤 で 、 陰 刻 に より 内 面 に 文様 を 描 
き 三 彩 血 を 施し て いる 。 稲 は 一 部 銀 化 し て いる (PL. 4 一 22)。 

黄 箇 陶器 盤 ・ 喜 が ある (PL. 4 一 23)。 盤 は 内 絡 す る 体 部 と 断面 四角 形 を 呈す る 口 緑 部 と 
か ら な り 、 内 面 に は 鉄 絵 が ある 。 

黒 邊 陶器 Bi (PL. 3 一 18、Fig.1 ⑦)、 合 子 (PL. 4 一 19) が それ ぞ れ 1 点 あ る 。 碗 は 灰 黒 
色 の 胎 に 黒色 の 稀 が 厚く 施さ ミ れ 、 ま た 、 和 多面 に は 油 滴 状 の 斑点 が 一 面 C 認 め ら れる 。 低い 高台 
と 、 体 部 上 位 で 大 きく 屈曲 し 、 口 縁 部 を 外 反 さ せる 形状 お よび 体 部 最 下位 を 強く ヘラ 削り し 、 
面 を 成す る 特徴 と これ ら の 器 型 が 一 般 的 に 我国 へ 輸入 され る 時 期 を 考え 合わ せる と 、 と の 碗 は 
宋 末 か ら 元 代 に か け て の も の と 考え られ る 。 








PL.| 鶴岡 八幡 宮 境内 遺跡 出土 の 陶磁 器 
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PL3 二 鳥 居 西 遺跡 出土 の 陶磁 器 (2) 
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1978 年 3 4 月 (て 第 1 次 調査 、1978 年 11 月 て 1979 年 1 月 に 第 2 次 調査 を 北 区 鎌倉 学園 用 地内 
遺跡 発掘 調査 団 が 実施 し て いる 。 遺構 は 上 ・ 下 2 面 に わた っ て 存 し 、 特 に 下層 遺構 か ら 遺 物 が 
まとまっ て 出土 し て いる 。 そ こと で 、 今 回 は と の 下層 遺構 出土 の 中 国 陶磁 器 を 調査 対象 と し た 。 
地番 は 鎌倉 市 材木 座 大 字 門 前 846 番 地 ( 現 材木 座 6—18) で ある 。 

な お 、 本 遺跡 に つい て は 既に 報告 書 『 光 明寺 裏 遺 跡 』 1980 北 区 鎌倉 学園 遺跡 発掘 調査 団 ・ 
東京 都 北 区 教育 委員 会 ) が 刊行 され て いる の で 、 く わし く は それ を 参照 され た い 。 そ と で 、 と 
と で は 出土 遺物 の 特徴 の み を 記す と と に する 。 

青磁 龍泉 窯 系 青磁 碗 一 2 類 、 同 安 窯 系 青磁 碗 ・ 皿 が 出土 し て いる が 極め て 少く 、 龍 泉 窯 
系 青磁 碗 1 一 5 類 、 碗 ・ 杯 ・ 皿 息 類 が 圧倒 的 に 多い 。 ま た 、 1 点 だ け で は ある が 、 口 縁 部 を 外 
反 さ せる 龍泉 窯 系 青磁 無 文節 (前 述 報告 書 第 6 図 青 磁 (2②) 一 13) が 出土 し て お り 、 と の 下 届 遺 構 
の 下限 を 考え る うえ で 重要 な 資料 と な る 。 

白磁 印 花 文 を 有する 皿 GE?) 口 緑 端 部 を 外 反 ・ 肥 厚 さ せる 皿 (前 述 報告 書 8 図 白 
磁 (1) 一 32)、 二 鳥居 遺跡 出土 と 同種 の 口 和 到 げ の 皿 (PL 3 一 16、Fig.1②) お よび 水 注 以外 は 全 
て 区 類 の 碗 ・ 皿 類 で ある 。 

その 他 、 青 白磁 、 黄 和解 陶器 、 緑 般 陶 器 、 二 彩 陶 器 、 礼 租 陶 器 が 出土 し て いる 。 

以上 、 下 層 遣 構 出土 の 中 国 陶 磁器 は 、 鶴 岡 八 幡 宮 境 内 遺跡 ・ 二 鳥居 西 遣 跡 出 土 品 と 相違 し た 
特徴 が 看 ら れる 。 ま ず 、 青 磁 で は 龍泉 窯 系 青磁 碗 エー 2-48, ARAB Moshi 2 遺 
跡 に 比 し て 少 い と と 、 次 に 、 白 磯 で は 碗 1W・V・ 頭 類 が 出土 し て いな いと と を 指摘 で きる 。 と 
の と と か ら 、 本 遺跡 は 前 2 遺跡 より も 遅れ て 開始 され た と と が 知れ る 。 KSA CI. Ae - 
皿 区 類 お よび 龍泉 窯 系 青磁 碗 ・ 杯 ・ 皿 了 類 は 13 世 紀 中 頃 以降 の 遺構 か ら 出 土 す る こと こと か ら 、 と こと 
の 下層 遺構 の 上 限 は 13 世 紀 中 頃 と 考え られ 、 ま た 下限 は 口 縁 部 を 外 反 さ せる 龍泉 窯 系 無 文 碗 の 
出土 お よび 龍泉 窯 系 碗 上 類 が 出土 し て いな いと と か ら 14 世 紀 中 頃 を 接点 と し た 時 期 と する と と 
が で きる 。 


II 北部 九州 出土 の 中 国 陶磁 器 と の 比較 


我国 で も も 多く 中 国 陶磁 器 が 出土 する 地域 は 北部 九州 で 、 そ の 中 で も 特に 、 太 宰 府 、 博 多 地 
域 に 集中 し て いる 。 そ と で 、 鎌 倉 と 太宰 府 ・ 博 多 の 両 地域 か ら 出 土 する 陶磁 器 と を 比較 し 、 共 
通す る 点 や 相違 する 点 を 検討 し 、 鎌 倉 出土 陶磁 器 の 特徴 を 抽出 し 、 要 約 し て みよ う 。 

周知 の よう に 、 古 代 の 大 宰 府 は 西海 道 を 支配 し 、 政 治 、 軍 事 、 外 交 ・ 貿 易 の 3 つの 犬 き な 機 
能 を 有 し て いた 。 特 に 、 我 国 唯一 の 外交 ・ 罰 易 の 門戸 と し て の 博多 津 を 有 し て いた 為 、 大 宰 府 
や 博多 地域 で は 、 若 十 質 的 な 相違 は ある が 、 往 時 の 京 で ある 京都 と と も に 、 唐 ・ 五 代 の 白磁 や 


ERA RAO ASRS 4 HILL Co 5. その 後 中 世に いた っ て も 博多 は 「 宋 人 百 堂 」 と いわ れ 
た よう 外国 貿易 の 港 と し て 栄え 、 ま た 大 宰 府 も 観世 音 寺 、 安 楽 寺 、 横 岳 崇 福 寺 等 の 門前 町 的 
な 集落 が 形成 され 、 宋 ・ 元 代 の 中 国 陶 磁器 が さか ん に 消費 され 、 そ れ ら の 一 部 が 今日 発掘 調査 
に よっ て 検出 され て いる 。 

と の よう な 関係 か ら 太 宰 府 ・ 博 多 出 土 の 中 国 陶 磁器 は 量 ・ 種 類 と も に 極め て 豊富 で 、 鎌 倉 出 
土 の も の は 全て と いっ て よい 程 揃っ て 出土 し て いる 。 し か し 、 各 時 期 に お ける 中 国 陶 磁 の セッ 
ト 関 係 や 比率 を みる て 両 地域 間 に 相 違 点 を 見 い 出す と と が で きる 。 

鎌倉 で は 

1. 青磁 龍泉 窯 系 青磁 碗 ・ 小 碗 ・ 杯 想 類 が 非常 に 多く 、1 類 を 義村 し よう と し て いる 程 で 
ある 。 

2. 白磁 碗 ・ 杯 ・ 皿 区 類 が 白磁 全体 の 9 割 近く を 占め 、 洋 文 を 有する も の を 除く と 、 夫 類 
は 、 白 磁 の ほとん ど と いっ て よい 程 で ある 。 また 、 北 部 九州 に お いて 、13 世 紀 代 、 特 に その 前 
半 代 に 少数 で は ある が 各 遺 跡 か ら 出 土 し て いる 皿 胡 一 2 ・b 類 が 今回 調査 し た 3 遺跡 か ら 出 土 
し て いな いと と も 特徴 の 一 つ で ある 。 

3. BAM 梅 瓶 の 出土 量 が 多い 。 とれ は 出土 高 骸 陶 磯 の ほとん ど が 梅 顔 類 で ある と と を 考 
え 合 わせ る と 、 梅 瓶 類 に 対す る 嗜好 性 の 強 さ を うか が い 知 る と と が で きる 。 

4. 多彩 箇 陶 器 二 彩 ・ 三 彩 の 盤 の 出土 比率 が 、 梅 瓶 と 同様 に 高い 。 

5. BAMA 13 世 紀 中 頃 以 降 少 数 で は ある が 輸入 され た いわ ゆる 天目 茶碗 の 出土 量 が 非常 
に 少 い 。 


Il 問題 点 と 編 年 上 の 成果 


鎌倉 出土 の 中 国 陶磁 器 は 、12 世 紀 末 頃 か ら 14 世 紀 前 半 ま で の も の を 主体 と し 、 な か で も 感 手 
と いわ れ て いる 青磁 、 印 花 文 を 有する 白磁 皿 、 青 白磁 の 梅 瓶 等 質 的 に 高い も の を 数 多く 出土 し 
て いる 。 し か し 、 約 150 年 間 に わ た り 使 用 され た 中 国 陶磁 器 の 時 代 細分 が 未だ 充分 に 把握 で き 
て いな い 。 それ は 何より も 、 土壌 や 井戸 等 か ら 出土 する 一 括 資料 に 十分 に 恵まれ て いな いと 
と 。 ま た 、 市 内 各地 で 調査 され て いる 遺跡 相互 の 検討 、 た と えば 各層 位 の 対比 が いま ー つ 明確 
で は な く 、 そ の た め 、 履 位 出土 の 中 国 陶磁 器 を 編 年 的 に 位置 付け る 作業 を 困難 に し て いる 。 

し か し 、 前 節 で 述べ た よう 大 宰 府 や 博多 地域 は 長期 に わた り 中 国 陶磁 器 が 輸入 ・ 使 用 され 
て いる た め 、 陶 磁器 の 性 質 上 、 伝 世 し 、 古 期 の も の が 新しい 時 期 ま で 残存 し 、 そ の 後 投棄 され 
る 割合 は 低く は な く 、 純 粋 な セッ ト 関 係 を 把握 する (に は ある 程度 の 限界 を 有 し て いる 。 ととろ 
が 、 鎌 倉 出土 の 中 国 陶磁 器 は 12 世 紀 末 か ら 14 世 紀 前 半 代 に 限ら れ た 時 期 の も の が 大 部 分 で ある 
た め 、 他 地域 で の 出土 品 と 比較 する と と は より 、12 世 紀 以 前 お よび 14 世 紀 中 頃 を 接点 と する 中 
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Fig.2 推定 金光 寺跡 出 士 の 14 世 紀 中 頃 の 中 国 陶磁 器 (1.2 白 磁 、 3 一 9 青磁 ) 


BR us 


国 陶磁 器 を 抽出 する と と が 可能 で ある 。 

まず 、12 世 紀 後 半 以 前 の も の と し て 、 白 磁 が 顕著 に その 特徴 を 表わし て いる 。 つ まり 、11 世 
紀 中 頃 か ら 12 世紀 中 頃 に か け て 多量 に 輸入 され た MIB. MV + VPSX 1 片 も 出土 し て いな 
い 。 と の 事実 は 消極 的 で ある が 、 碗 TL 類 、 皿 V・VI 類 の 編 年 上 の 位置 付け の 正 し さ を 裏付け て 
いる も の と する と と が で きる し 、 ま た 、12 世 紀 末 に は 既に それ ら の 白磁 が 我国 へ 輸入 され て い 
な い 可 能 性 が 強く 出 て 来 た と いえ よう 。 青磁 は 、 二 鳥居 西 遺跡 の 発掘 調査 の 成果 を みる と 、 龍 
泉 窯 系 青磁 碗 1 一 2・4 類 、 皿 1 類 、 同 安 塞 系 青磁 碗 ・ 皿 は 下層 か ら ま と まっ て 出土 し 、 上層 
か ら は あま り 出 土 し な いと の と と で あり 、 こ と れ ら の 陶磁 器 が 12 世 紀 後 半 か ら 13 世 紀 前 半 に その 
使用 年 代 を 求め ある と と が で きる 。 と の 出土 状況 も また 大 宰 府 編 年 と は 矛盾 し な い 事 実 と いえ よ 
う 。 

次 に 14 世 紀 中 頃 に 位置 付け られ る 陶磁 器 を 大 宰 府 史跡 SX1200 出 土 品 と の 比較 で 検討 し て み 
る 。 SXX1200 出 土 の 中 国 陶 磁 に つい て は 『 大 宰 府 史跡 一 昭和 52 年 度 発掘 調査 概 報 一 』 1978 九 州 
歴史 資料 館 に 報告 し て いる の で 、 そ れ を 参照 さま れ た い 。 と の SX 1200 か ら は 「 元 一 年 (133 
0)」 銘 を 有する 卒 塔 疲 が 出土 し 、 そ れ と 共 伴 し た 土師 器 は 大 宰 府 編 年 に よる と 14 世 紀 前 後 と 14 
世紀 中 頃 に 位置 付け られ る 。 そ と で 、 と の 遺構 か ら 出 土 し た 中 国 陶磁 器 も その 幅 の 中 で 考え ら 
れ て きた 。 し か し 、 今回 の 鎌倉 出土 品 の 調査 に より 、S X1200 出 土 品 の 一 部 、 特 に 龍泉 窯 系 青 
磁 が 14 世 紀 中 頃 の も の と する と と が で きる よう に な っ た 。 今回 調査 し た 遺跡 出土 の 龍泉 窯 系 青 
REO TRAC. BAKA HR し た 後に 底部 裏 を 環状 に 租 を カキ 取り 、 そ の 部 分 に 焼 合 を 置く 碑 
II 類 、 無 文 の 碗 で 口 緑 部 を 丸く 肥厚 させ る タイ プ (Fig. 2⑥)、 内 面 浮 文 か ら な る 印 花 文 を 有 
する タイ プ (Hig. 2⑧) の も の は 出土 し て いな い 。 ま た 、 口 縁 部 を 外 反する 無 文 の 碗 は 光明 寺 裏 
遺跡 で わずか に 1 点 出 土 し て いる だ け で ある 。 と の 事実 か ら 、 と これ ら の 中 国 陶磁 器 は S X1200 
新 つ まり 、14 世 紀 中 頃 前 後に 位置 付け る と と が で きる 。 Fig. 参照 ) 

ELE. 今回 3 日 間 と いう 短い 調査 期間 で あっ た が 、 鎌 倉 出土 の 12 世 紀 末 か ら 14 世 紀 前 半 代 の 
中 国 陶 磁器 を 調査 する 過程 で 龍泉 窯 系 青磁 は 他 地 域 と 比 し て 、 質 的 に 高い も の の 比率 が 高い と 
と 、 ま た 、12 世 紀 末 以前 それ と 14 世 紀 中 頃 を 上 限 と する 陶磁 緒 の 様相 を 知る 手 掛 り を 得 た と と 
は 、 大 き な 成 果 で あっ た 。 


调 查 者 青柳 洋治 ・ 森 田 勉 


調査 協力 者 鎌倉 考古 学研 究 所 大 三輪 龍彦 手塚 直樹 
鎌倉 市 教育 委員 会 玉林 美男 
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青森 ・ 北 海道 の 中 国 陶磁 


ー 一 青森 ・ 尻 八 館 出 土 の 中 国 陶磁 を 中 心 に し て 一 一 
三 上 次 男 ・ 岩 本 Bie + fe x MIBK 


Chinese Ceramics in Aomori and Hokkaido Prefs. 
—— Particularly at the Shirihachitate site, Aomori Pref. 


Excavation began in 1977 at the Shirihachitate site, Aomori Pref. So far, 
121 Chinese ceramics are discovered.* Some of them are celadon, numbering 
into 56 pieces and some are white porcelain, 53 pieces. There are a few other 
pieces of Tenmoku and blue-and-white. 

As for celadon, there are incense burners (Fig. 1-1, 2, 3), jars (Fig.4) and 
basins (Fig.5, 6, 7). Scroll design is carved with a spatula and peony design is 
applied on the Fig.1 incense burner. Fig. 4 jar is a so-called "iz" and on 
its cover peony & scroll design is incised. They are of good quality and such 
pieces are rare in other parts of Japan. As for white porcelain, small dishes 
and small cups are large in number. Judging from their appearance, they can 
be dated back to the 14th or the 15th century. Three blue-and-white are 
found here at the Shirihachitate site and they are the products of the 15th 
century. We may, therefore, conclude that the Shirihachi clan prospered in the 
14th or the 15th century. 


*Actually all are shards and being put together, they are equivalent 
to 121 pieces of ware. 


(T. Sasaki is responsible.) 


1 尻 八 館 出土 中 国 陶 磁 の 意義 


東北 地方 は 日 本 の 歴史 の 中 で 重要 な 地域 の 一 つ で ある に も か か わら ず 、 文 献 史 学 の 上 で は 中 
世 以 前 の 住民 の 性 格 、 政 治 の 動態 、 社 会 の 実態 や 経済 の 実情 、 そ れ に 文化 の 形態 な どの 点 に つ 
いて 知ら れる と と ろ が 他 の 地域 に くら べ て 少な い 。 と の よう な 状態 は 時 代 を 湖 れ ば 湖 る ほど 、 
ある い は 地域 が 北方 に 傾け ば 傾く ほど その 度合 を 増し て くる 。 津軽 半島 地方 な ど は と くに その 
傾向 が 著しい 。 

その 理由 の 一 つ は 津軽 地方 に 信頼 する に 足る 文献 の 残存 が 少な く 、 残 存 状況 も 偏っ て いる た 


めで ある 。 実際 に は 、 と の 地方 の 豪族 と 呼ば れる ほど の も の は 、 時 の 政治 や 経済 の 動き に 関与 
し て た え ず と の 地方 の 歴史 を ゆ さ ぶり 、 一 般 の 住民 は さま ざま の 生産 や 流通 に 従っ て と の 地方 
の 社会 や 文化 の 基礎 を つく っ て いた の で あり 、 こ と うし た 営み が 積み 重なっ て と の 地方 の 歴史 が 
つく られ て いっ た の で ある 。 

と の よう に は げ し い 歴 史 的 な 営み が 続い て いる に も 拘ら ず 、 文 献 史学 で 充分 に 解明 が で き な 
いと すれ ば 、 他 の 方 法 に よら な けれ ば ぱ ば ならない が 、 考 古 学 は それ の 解明 の た め の 一 つの 重要 な 
方 法 で ある 。 津軽 地方 に は 古代 ・ 中 世 の 住民 が 社会 生活 を 営ん だ 跡 で ある 遺跡 も 多く 、 発 見 さ 
れ た 遺跡 や 遺物 を 通じ て 生産 や 流通 の 経済 史 、 生 活 の 文化 史 、 社 会 史 な どの 地域 の 有 歴史 を 再現 
する と と も で きる は ず で ある 。 津軽 地方 の 中 世 の 遺 跡 の 中 で も 、1977 年 か ら 1979 年 に か け て 3 
年 に わた りら 発掘 調査 され た 尻 八 館 遺 跡 は と くに 重要 な 研究 資料 を 提供 し て いる 。 遺跡 か ら は 数 
多く の 遺物 が 出土 し て いる が 、 そ の うち で も 注目 すべ き は 13 世 紀 か ら 15 世 紀 に 至る 多く の 中 国 
陶 雄 で ある 。 と の 時 代 の 東北 地方 全体 か ら み て も 、 尻 八 館 遺跡 出土 の 中 国 陶磁 は 研究 資料 と し 
て 高い 地位 を 与え 0 る と と が で きる で あろ う 。 


2 尻 八 館 遺 跡 出土 の 中 国 陶 磁 


出土 し た 数 百 片 の 中 国 陶磁 は 、 発 掘 調査 員 の 一 人 、 大 橋 康二 氏 の 個体 分 類 の 努力 に よっ て 、 
121 個 体 と 推定 され て いる 。 それら の 中 に は 青磁 、 白 磁 、 染 付 、 黒 磁 (天目)、 黒 褐 磁 が 含ま れ 
て いる 。 

青磁 は 出土 量 の 半数 に 近い 56 個 体 と 推定 され る 。 種類 は 香炉 (Fig. 1—1» 2» 3). KO 
a (4). A (5* 6 * 7). Dk (8)、 碗 (9・10・11・12・13・14)、 M (15・16) CH 
Žo Fig. 1 一 1 (PL.1—1) OX UXKEBEOSH C. AmC ETFOXISBO[RCS 
BGO LL 次 いで 牡丹 文 と 葉 を 貼り つけ て いる 。 BAEO Dh r 浮 牡丹 香炉 で ある 。 
Fig. 1—4 (PL.1 一 2・3) の 広口 電 は 淡 灰 白色 の 素地 で 黒色 粒 を 多く 含ん で いる 。 外面 
は 胴 部 を 刻 線 に よっ て 上 下 に 区 画 し 、 上 部 に は 牡丹 文 を 浮 有 彫り し 、 下 部 に は 蓮 弁 鏡 文 を 陽 刻 し 
て いる 。 蓋 の 上 面 に は 牡丹 唐草 文 が 陽 刻 さ きれ て いる 。 い わ め ゆる 酒 会 乾 で ある 。 Fig.1 一 9 (P 
L. 1 一 4) は 無 文 の 碗 で ある 。 素地 は 灰白色 な いし 白神 色 で あり 、 外 面 に は ろく ろ 成 形 痕 が 残 
り 、 高 台 部 分 は 無 租 で ある 。 Fig. 1 一 11(PL.1 一 5) は 夢 弁 文 の 碗 で ある 。 和 外面 に 刻 線 に よ 
る 蓮 弁 が 描か れ 、 同 類 の 碗 で は 見 込 に は 草花 の 押 型 文 の ある 破片 も ある 。 素地 は 黒色 微粒 を 含 
む 灰 色 の 精 良 土 で ある 。 Fig. 1—13 (PL.1 一 7) は 蓮 弁 文 の 碗 で ある 。 AMT MAEM 
み 、 見 込 に は 蓮 文 が 押印 され て いる 。 素地 は 灰色 で ある 。 Fig. 1 一 14 は 宇文 の 碗 で ある 。 外 
側 に 雷 文 と 刻 線 文 が あり 、 内 面 に も 全体 に 彫 文様 が 見 られ る 。 BARRATS., Fig. 1 一 
15 は 運 弁 文 の 皿 で ある 。 外 側面 に 修 彫 り 蓮 弁 文 が あり 、 見 込 中 央 に は 印 文 が ある が 不明 瞭 で あ 


ama rera sa m t 


Frases t n 
ne daa mme onam mme 
tee one 
m—— À— o. —ÀÁ. MÀ rt t à owt tee nm 
ssm. 


ir 








10cm 





尻 八 館 跡 出 土 の 青磁 
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尻 八 館 跡 出土 の 青磁 
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PL.2 尻 八 館 跡 出土 の 白磁 、 青 花 、 黒 褐 磁 


る 。 素 色 は 灰白色 で ある 。Fig. 1 一 16 も 同様 の 蓮 弁 文 皿 で ある が 、 形 は 少し 異な り 口 縁 部 が 外 
反する 。 素地 は 灰白色 な いし 淡 灰 白色 で ある 。 

白磁 は 青磁 と ほ ば 同数 の 53 個 体 と 推定 され る 。 種類 は 碗 (Fig. 2 一 1・2)、 小皿 (3・4 
・5)、 小 杯 (6・7・8) で ある 。 Fig. 2 一 1 と 2 は 口 艇 の 口 緑 と 高台 部 無 租 の 碗 で ある 。 
Fig. 2—3 (PL. 2 一 4) は 小皿 で ある 。 高台 部 は 無血 で 、 畳 付 は 四 カ 所 が 弧状 に 挟 り 込ま 
れ て いる 。 租 は 卵白 色 で 素地 は 白色 で ある 。 Fig. 2 一 4 も 小皿 で ある が 、 高台 に 弧状 の 兵 り 込 
み は な い 。 Fig.2 一 5 (PL.2 一 9) は 素地 が 淡 褐 色 軟質 で 、 般 は 黄 日 色 を 呈し 人 入 が 多い 
m は 白色 素地 に 黒 斑 の 入る 八角 小 杯 で ある 。 HASZ 

o Fig. 2—7 (PL. 2—3) も 八角 小 杯 で 素地 は 灰白色 で 黒色 微粒 を 含む 。 Fig. 2 一 8 (P 

L. 22) も A ある KON A a aren 
る も の が 多い 。 | 

染 付 は 少な く 3 個体 が 出土 し て いる 。 種類 は 碗 (Fig. 2—9 * 10) CHS. Fig. 2—9 (P 
L. 2—10) は 口 緑 外側 に 雷 文 、 内 面 に は 三 繋 ぎ 文 が 荒 ら く 描か れ て いる 。TF#ig. 2—10 (PL. 

2 一 11) は 外面 に 草 文 の よう な 文様 が 描か れ て いる 。 

ae GSE PREECE. See Te RE 
含む 灰白色 と 、 砂 質 の ざっ くり し た 白 褐色 と が ある 。 

黒 福 磁 は 5 個体 と 推定 され る 。 種類 は 夫 (Fg. 2 一 11・12・13) で ある 。 Fig: 2-11 (PL. 

2 一 12) RERBHORT. MHABALABONLSARBETCHS. MAORA THAS 
れ 、 横 耳 の 間 に 「 招 財 」 の 文字 が 押印 され て いる 。TFig. 2 一 12 は 黄 褐 租 の 大 嘉 で 、 素地 は 白色 
粒 の 多い 灰 褐色 で ある 。 横 耳 の 痕 が ある が 、 押 印 は 不明 で ある 。 Fig 2—13 (PL. 2—13) 
も 黄 神 租 の 大 吉 で 、 白 色 粒 の 多い 灰 褐色 の 素地 で 、 肩 部 に 「 利 市 」 の 文字 の 押印 が ある 。 と れ 
ら は いわ ゆる 呂 宋 吉 で ある 。 


3 ”局 狼 馆 出 土 中 国 陶 磁 诸 问题 


尻 八 館 遺 跡 か ら 出 土 し た 中 国 陶磁 は 青磁 、 白 磁 、 黒 磁 、 黒 神 磁 、 染 付 で あっ た 。 と の うち 青 
磁 と 白磁 は ほ ぱ 同数 を 占め 、 出 土 し た 中 国 陶磁 の 9 割 が 青磁 と 白磁 で あっ た 。 津軽 地方 で 同時 
代 の 中 国 陶磁 を 出土 する 市 浦村 の 槽 林寺 遺跡 の 発掘 で も 、 青 磁 と 白磁 が 多く 出土 し 、. 天 目 茶碗 
も あっ た が 、 染 付 は 見 られ な か っ た 。 と うし た 状態 は 明らか に 16 世 紀 と 推定 され る 遺跡 か ら 出 
土 する 中 国 陶磁 の 割合 と は 異な っ て いる 。 例 えば 、 津軽 地方 の 浪岡 城跡 出土 の 中 国 陶磁 の 内 わ 
け は 、 青 磁 が 39 め 、 白 磁 が 11 め 、 染 付 が 50 あ で ある 。 ま た 堀越 城跡 出土 の 中 国 陶 磁 の 場合 は 、 
青磁 が 17 少 、 白 磁 が 31、 染 付 が 52 め で ある 。 符 軽 地方 の 16 世 紀 と 推定 され る 城跡 出土 の 中 国 
陶磁 の 半数 は 染 付 が 占め て いる の で ある が 、 尻 八 館 遺跡 か ら は 、 わ ず か KC 3 個体 分 の 破片 が 出 


土 し た に すぎ な い 。 な お 、 津 軽 地方 お よび その 周辺 の 出土 陶磁 器 の あり か た は 、 佐 々 木 の 「 日 
本 海 の 陶磁 質 易 ] に 述べ た と お り で ある 。 

尻 八 館 遺 跡 出 土 の 中 国 陶磁 の 年 代 は 遺跡 の 年 代 か ら 求め る と と は 難 か し い 。 し か し 、 他 の 遺 
跡 と 比較 すれ ば 16 世 紀 に まで 下らない と と は 容易 に 想像 され る 。 そ の 上 限 は 13 世 紀 ま で の ぼる 
と 思わ れる が 、 中 心 は 14・15 世 紀 に ある と 推定 で きる よう で ある 。14 世 紀 代 を 中 心 と する CH 
ろう 出土 陶磁 器 の 主要 な 製品 は 、 洋 牡丹 香炉 、 酒 会 宴 、 鐘 の 明瞭 な (第 で 浮 彫 に し た ) EPX 
の 碗 や 小鉢 、 そ れ 世 皿 な どの 青磁 、 口 系 の ある 碗 や 皿 の 白磁 で あろ る ろう 。 さら に 15 世 紀 代 を 中 心 
と する で あろ う 主 要 な 出土 陶磁 器 は 、 蓮 弁 の 幅 が 狭く な る 碗 や 小鉢 、 雷 文 と 蓮 弁 文 や 草花 文 が 
組み 合わ せら れ た 碗 や 文様 の な い 無 文 の 碗 な どの 青磁 、 そ れ K 高 台 に 弧状 の 挟 り 込み の ある 小 
皿 や 小 杯 な どの 白磁 と いう と と に な ろう 。 と れ を 青磁 盤 、 天 目 碗 や 呂 宋 喜 が 加わ っ て 尻 八 館 遺 
跡 の 中 国 陶磁 が 構成 され て いた と 見 られ る 。 な お 、 出 土 し た 中 国 陶 雄 の より 細分 され た 正確 な 
年 代 は 、 尻 八 館 遺 跡 か ら 積極 的 に 求め る と と が か な り 難 か し いよ うに も 思え る 。 今後 の 課題 と 
し て お きた い 。 

東北 地方 の 北端 に 位置 する 尻 八 館 遺 跡 あ か ら は 、 と れ ま で 辺境 の 地 か ら 発 見 され る と は 考え ら 
れ て いな か っ た 、 極 め て 良質 の 陶磁 器 も 出土 し て お り 、 そ れ は と くに 13 一 14 世 紀 の 青 磁 こ いち 
じ る し いも の が ある 。 淫 牡 丸文 様 の 丸 形 香 炉 は その 一 つ で あり 、 三 足 を そなえ た 堂々 た る 問 
形 、 仙 彫り と 貼付 の 方 法 を 交え て あら わし た 流 査 な 牡丹 唐草 草 文 は すばらし く 、 さ ら 策 手 と 
いわ れる 粉 青色 の 血色 は ひと きわ 紀 えて いる 。 と の よう に 良質 の 浮 牡丹 香炉 は 日 本 全体 の 遺跡 
を 見 まわ し て も 出土 例 は 決し て 多く な い 。 と の 他 に も る 酒 会 嘉 と よ ば れる 、 牡 丹 唐 草 文 と 鏡 蓮 弁 
文 で 飾ら れ た 胴 張 り の 蓋 付 広口 嘉 も 14 世 紀 の 優 れ た 製品 で あり 、 さ ら に て 三 の 鉢 、 碗 、 香 炉 の 
破片 も 少く な い 。 と の よう に 秀 で た 14 世 紀 を 中 心 と する 中 国 青磁 を 豊富 に 出土 する 尻 八 館 遺 跡 
は 、 東 北 地方 全体 か ら み て も 高い 地位 を 与え て よい 遺跡 で あろ う 。 と れ ら の と と は 尻 八 館 遺 跡 
の 城主 の 経済 力 の 豊か さと 政治 勢力 の 強 さ を 物語 る も る の で あり 、 そ の 権力 的 な 交易 に よっ て 、 
出土 し た 優れ た 中 国 陶磁 が と の 地 に も た ら さ れ た の で あろ う 。 発見 され た 中 国 陶磁 は 東北 地方 
の 忘れ さら れ た 地 の 流 通 の 問題 や 政治 的 権力 の 強 さ を 再び 明らか に し よう と し て いる 。 

さら に 、 中 国 の 天目 茶碗 や 日 本 で 茶 喜 の 用 に 供 さ れ た 黒神 笑 や 黄 褐 租 の いわ ゆる 呂 宋 電 や 石 
製 の 茶 臼 も 民 八 館 遺 跡 か ら 発 見 され て いる 。 茶 吉 の 肩 に は 「 利 市 」 ある い は 「 招 財 ]」 の 文字 が 
押印 され た も の も あり 、 ま と と 区 珍 ら し い 。 と これ ら は いずれ も 14・15 世 紀 の 頃 、 京 都 や 鎌倉 な 
ど 日 本 の 先進 地域 で 流行 し た 喫茶 に 関係 する 用 具 で ある 。 津軽 半島 の 一 画 に あっ た 城郭 の な か 
で 葉 茶 を 貯え 、 あ る い は と れ を 大 いて 粉 茶 と し 、 天 目 茶碗 や 青磁 茶碗 で 茶 を 喫し て いた 支配 者 
の 存在 が 充分 に 推定 で きる 。 当時 、 喫 茶 に は 中 国 風 の 作 法 が 伴っ て いた と と を 考え あわ せる 
と 、 青 磁 の 香炉 や 酒 会 見 も その た め に 使わ れ た 用 具 で あっ た と も 思わ れる 。 出土 し た 中 国 陶磁 
か ら は 、 東 北 の 一 隅 に 住む 支配 者 の 中 に 当時 流行 し た 中 国 的 な 文化 的 教養 を 身 に つけ て いた も 


の が いた こと と が 知ら れる の で ある 。 尻 八 館 遺 跡 か ら 出 土 し た 中 国 陶 磁 は この よう に 、 生 活 史 や 
文化 史 の 一 端 も 明らか に する の で ある 。 


4 その 他 の 遺跡 出土 品 


他 の 遺跡 出土 品 に つい て 概観 し よう 。 詳 細 は 今後 の 継続 調査 で 明らか に し て いき た い 。 浪岡 
城 出土 品 は 浪岡 町 教育 委員 会 に 保管 され て いる 。 浪岡 城 は 1977 年 か ら 発掘 調査 が 行わ れ 、 現 在 
も 継続 され て いる 。 出土 する 中 国 陶磁 は 青磁 が 最も 多く 、 碗 、 皿 、 鉢 、 香 炉 な ど が ある 。 白磁 
は 小 杯 、 皿 、 碗 が あり 、 染 付 の 量 も 多く 、 皿 と 碗 が 主 で ある 。 と れ ら の 中 国 陶磁 は 15 一 16 世 紀 
が 中 心 で ある 。 

鞍 越 出 土 品 は 川内 町 の 寺田 徳 穂 氏 に よっ て 大 量 に 採集 され 、 保 管 さ れ て いる 。 中 国 陶磁 は 青 
Rt. AR, RAOMICRRE ASUS. 青磁 は 皿 や 碗 が 多く 、 白磁 も 同様 で ちる が 量 は 少な 
い 。 上 染 付 は 大 量 に あり 、 碗 と 皿 が 大 多数 を 占め て いる 。 黒 磁 に は 天目 茶碗 が あり 、 破 片 数 も 多 
いよ う で ある 。 ま た 、 牙 崎 城 出 土 品 も 寺田 氏 が 採集 保管 され て いる が 、 青 磁 香 炉 、 染 付 、 白 磁 
が 少量 ある 。 と れ ら は 16 世 紀 が 中 心 で ある 。 

北海 道 で は 三 つ の 遺跡 か ら 出土 し た 中 国 陶磁 を 見 た 。 勝 山 館 出土 品 は 上 ノ 国 町 教育 委員 会 に 
保 営 さ れ て いる 。 出土 し た 中 国 陶磁 は 染 付 皿 多数 、 青 磁 皿 多数 、 白 磁 の 皿 と 小 杯 、 そ れ 黒 般 
皿 が あっ た 。16 世 紀 の 製 品 が 多い 。 

洲崎 館 出土 品 は 上 ノ 国 郷土 館 に 保管 され て いる 。 白磁 皿 と 青磁 碗 が ある 。15 世 紀 で ある 。 き 
ら 志 海苔 館 出土 品 を みよ う 。 函館 博物 館 に 保管 され て いる 中 国 陶磁 は 青磁 碗 3 点 で 、15 世 紀 
の 製品 で ある 。 

今回 の 調査 に よっ て 判明 し た 青森 ・ 北 海道 の 中 国 陶磁 出土 品 の 概要 は 以上 の よう で ある 。 
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The Ceramic Wares of Fukien of the 
Sung and Yüan Periods 


J.C. Y. Watt (gi 志 £) 
The Chinese University of Hong Kong 


The production of high-fired ceramics has a long history in Fukien. It 
is one of the areas in China which began to produce the stoneware known 
as “hard geometric pottery" in the late second millenium B. C. However, from 
about the Han period, there was relatively little progress in the ceramic 
industry of Fukien. This is probably because of its relatively isolated geo- 
graphic position. During the various surveys of kiln sites in Fukien conducted 
within the last thirty years, only one kiln dating from the Southern Dynasties 
(420-599) and two kilns of the T'ang period have been found'. However, hun- 
dreds of kilns dating from the Sung and Yuan periods have been located. The 
great increase in production of ceramics in Fukien during the Sung and Yuan 
periods is obviously related to the sea trade which flourished along South 
China coast at this time. 

As a result of the archaeological information gained in the past decades, 
it is now possible to make a preliminary description and classification of the 
ceramic wares of Fukien which will be useful in the study of Chinese ceramics 
exported abroad during the Sung and Yuan, especially to Japan and South-east 
Asia. In this paper, four major groups are described and comparisons will be 
made, whenever possible, between finds from kiln-sites and export wares 
found outside of Fukien. 

Before the discussion on the individual classes of wares, it should be noted 
that the ceramic kilns of Fukien are concentrated in two areas: the moun- 
tainous region in the north-western part of the province, and the coastal region. 


Black Wares 


The first group to be discussed is the black wares of which the most fa- 
mous is the zemmoku ware from the Shui-chi Kilns in Chien-yang. Much has 
already been written on this subject, and my Japanese colleagues will be able 
to give a much better account of this ware and the export of it to Japan than 
I can. It only remains to add here that this is one case of “export ware" 
which began a product for domestic use and later became an export item 
even after its popularity in China declined somewhat. The height of the vogue 


of the “hare’s fur" tea bowl in China was during the later part of the North- 
ern Sung period? but the export of the tea bowl to Japan in any quantity 
seem to begin in the thirteenth century. 

At least one other major kiln site producing temmoku ware has been found, 
and this is the Hsing-ts'un Kiln at Ch'ung-an not far from Chien-yang. Accord- 
ing to the brief report on this site the scale of kiln site is equal to that of 
Chien yang?. A rougher kind of ware of the same type was also produced 
at the Pan-ling kilns at Fu-ch'ing*. 

The Mao-tien kilns at Kuang-tze also produced black glazed bowls but the 
body is buff or white*. Such bowls have been found in Hong Kong and also at 
Kota Cina, Sumatra*. However, black wares are generally not commonly found 
among export wares outside of China. 

Black-glazed wares are also reported from the Chih-chu Shan and T'u- 
wei-an Kilns at Tz'ü-tsao situated 20 kms. south-west of Ch'üan-chou'. How- 
ever, very little detailed description of this ware has been published. 


Green-glazed Wares 


The green-glazed wares can be divided into three groups. The first is the 
dark olive-green stonewares which are often decorated with the “dotted comb- 
ing" decoration characteristic of the so-called /uko Seiji. The chief kilns for 
the production of this ware are perhaps those near to T'ung-an on the south 
bank of the Ting-ch' River, but other kilns in the coastal areas such as those 
at Nan-an, Hsia-men (Amoy), Lien-chiang, Min-hou, p'u-tien and Hsien-yu 
also produced similar wares?. Similar wares are also found at the kiln sites in 
the mountainous regions of the north-west such as P'u-ch'eng and Sung-ch'i, 
but the glaze is perhaps darker or more yellowish-green in colour. The larger 
yellowish-green glazed dishes of Sung-ch'i are often stamped with the character 
chi in the centre’. 

Many bowls of the T'ung-an type are found in Japan at such sites as the 
Kamakura coast and Fukuoka district. Meitoku Kamei has discussed a piece of 
this type at the 1977 Seattle Art Museum International Symposium on Chinese 
Ceramics". In Indonesia this ware is also found but not in very large quanti- 
ties. It has been thought so far that the T’ung-an type of green-ware began 
in the Southern Sung period. However, the discovery of this ware together 
with Yüeh-type wares and the Northern Sung Kwangtung wares at Butuan, 
Mindanao, in the Philippines raises the possibility of an earlier beginning to 
this ware than had been supposed previously. Li Hui-ping has proposed a 
possible Northern Sung date for the beginning of the ch’tng-pai wares produced 
at T'ung-an", but the impression of the present author, who has visited the 


Ting-ch'i Kiln site at T'ung-an, is that the ch’ing-pai wares were contemporary 
with the green wares with the incised and dotted-combing decoration. 

Another type of “green ware" is also produced in T'ung-an and other 
similar kilns in the coastal areas such as the Chuang-pian Kilns at P’u-tien’, 
but the colour is much paler—sometimes bordering on a grey colour. The 
majority of the shapes of this ware are shallow dishes and bowls with im- 
pressed decoration in the centre such as a floral spray or double-fish. The 
double-fish dishes have often been cnmpared to those of the Lung-ch'üan Kilns, 
not only on account of the design but also the form of the dish, but in the 
case of the Fukien ware the design is stamped into the body—unlike the 
double-fish of Lung-ch'üan which is moulded and applied. The stamped floral 
spray decoration is more characteristic of Fukien and probably occurred earlier 
in Fukien than in Chekiang. Some of the kilns can be identified on account of 
their characteristic design of the floral spray. For example, one of the floral 
spray designs on the bowls from the P'u-k'ou Kiln at Lien-chiang is composed 
of a lotus leaf flanked on both sides by two lotus flowers in full bloom". 

One of the more interesting shapes of the greyish colour glaze wares is 
that of a shallow wide-mouth jar with two small loop ears from the Chuang- 
pian Kilns at P'u-t'en'*. This kind of jar has been found in the Philippines", 
in Indonesia and the Hsi-sha Islands'*. 


Ewers were also made in this light green or greyish-green ware. They 
have thick walls and long curved spouts. At the T'ung-an Kilns, some of these 
ewers are decorated with the character chi on the sides. 

Another type of Fukien green ware is much closer to the colour of Lung- 
ch'üan celadon of Chekiang, but has a much softer body which is reddish in 
colour. The chief area of production of this ware is P'u-ch'eng near to the 
border with Chekiang". A characteristic shape is the vase with two ring han- 
dles suspended from two semi-circular ears which are often zoomorphic in 
form. On the two sides of these vases are imprssed the Chinese characters fu 
and shou as part of the decoration. According to Feng Hsien-ming these vases 
can be as early as Sung as one such vase has been found in a tomb in Tung- 
hsiang County in Kiangsi Province that is dated the tenth year of Ch'un-yu, 
corresponding to+1250'*. A celadon vase recovered from the sea at Misaki- 
machi, Sennan-gun, Osaka, and exhibited in the Tokyo National Museum in 1975 
may be from the same kiln and of a similar date!*. Another similar piece was 
in the celadon exhibition organised by the Southeast Asian Ceramics Society 
in Singapore”, 


Another type imitates the Lung-ch'üan celadon bowls with moulded lotus 


petals on the outside. They were produced in both Ch'üan-chou? and Hsia- 
men?, and because of the red coarse body (and the easily crazed glaze) they 
have been given the name of tu Lung-ch'üan (earthenware Lung-ch'üan). These 
have been found in the sunken ship in Ch'üan-chou?*, in Indonesia and in Hong 
Kong”. 


Ch'ing-pai Wares 


several distinctly different categories of ware are grouped under the term 
ch’ing-pai which is gaining currency among archaeologists in China to describe 
various wares ranging from those with a “ying-ch’ing’” (bluish white) colour 
to nearly white wares made in many areas of South China in the Sung and 
Yuan periods. Indeed, some of these wares are often classified as “white”. 

The first and most well-known of these categories is the soft body white 
ware, often with raised moulded designs. The most common shapes are dishes, 
boxes, vases and kendis; and the most common designs are “lotus petals” and 
the classic scroll. The greatest centre for the production of this ware is Te- 
hua, where one hundred and eighty kiln sites have been found so far. Among 
these, the kiln (s) at Wan-p’ing-lun are regarded as the oldest, with a possible 
beginning in the late Sung, but the kiln site which has received the greatest 
attention, and is in many ways the most representative, is Ch'ü-tou-kung. 
There is a little difference of opinion amongst Chinese scholars as to the ab- 
solute dates of the Ch'ü-tou-kung Kilns. The archaeologists at Fukien tend to 
date it within the Yuan period, while the experts from the Palace Museum at 
Peking would put the beginning of the Ch'ü-tou-kung Kilns in the late Southern 
Sung period^?. A comprehensive description of the various wares produced at 
the kilns of Te-hua has also been published recently and is a very useful 
reference'*, 

Boxes form one of the chief categories of Chinese export ceramics in the 
Sung and Yuan periods, and there are more than ten kiln sites in the Te-hua 
area where large numbers of boxes are found. Some of them, like the flat based 
dishes, have impressd marks on the bottom, but they are not marks of the 
workshops—unlike the boxes of Ching-te-chen which often bear the mark of 
the family workshop". 

Kendis were made specially for export and it is interesting to note that 
they are quite often “composed” out of bowls and parts of vases. 

Te-hua type wares were also produced at other ceramic centres in Fukien 
of which the K’uei-tou Kilns at An-ch'i are best known and described?*. Others 
such as the Ling-ch'üan Kilns at P’u-t’ien also produced these wares but to a 
lesser extent in both quantity and variety. However, the quality of the pieces 


from Te-hua itself is superior to those of other kilns. Altogether, the Te-hua 
type wares are amongst the most numerous and most widespread of Chinese 
export wares in the Yuan period. 

A very different kind of Fukien ch’ing-pat is a high-fired ware with a 
white body and a glaze similar to the ch’sng-pat of Ching-te-chen, although the 
incised decorative patterns are characteristic of Fukien. It was produced in 
T'ung-an and Nan-an and to a lesser extent at the kilns at Lien-chiang. Other 
kilns in Fukien may have also produced fine ch’ing-pai ware but it seems that 
this type of ware was not exported in any quantity. One reason for this could 
be the relatively low production, another possible reason is that these wares 
were produced before the great expansion in the sea-trade from the Fukien 
coast in the Yuan period’’. 

It is interesting to note that one type of high-fired cA'ing-bai ware (which 
is almost white) from Nan-an is often found in Indonesia and also in the 
Philippines. This is a tall box in the shape of a melon. This shape is not found 
among the boxes produced at other Fukien sites? but is similar to some boxes 
produced in Kwangtung Kilns, especially those at Ch'ao-an near Fukien. 

A third kind of ch’tng-pat ware of Fukien is very similar to the light green 
or greyish green ware already discussed. It is characterised also by the stamped 
design in the centre of the dish. The classification into "green ware" or ch'ing- 
pai depends mostly on individual opinion. 

Another type of ch’tng-pai ware seems to have been very much influenced 
by the ch’ing-pat of Ching-te chen and Nan-feng in Kiangsi province. Some 
dishes, which may be earlier in date, bear brief incised decoration in the centre 
and are fired on the base. Others, which may be later, consist mostly of shal- 
low dishes fired on the mouth-rim. 

It must be stressed that the classification of Fukien ch’ing-pai and white 
wares is sitll in a relatively confused stage and much work remains to be done 
in standardising descriptions and terms. This can only be achieved through the 
comprehensive study of all the available materials from all the known kiln 
sites. Nevertheless, with the evidence available we are already able to give a 
Fukien provenance to many types of export wares found in Japan and South- 
east Asia. 


The Wares of Ch'üan-chou 


These are the most interesting types of ceramic wares produced in Fukien 
during the Sung and Yuan periods. The kilns at Ch'üan-chou can be divided 
into two groups, those at Wan-yao-hsiang to the north-east of the city and 
those at Tz'ü-tsao to the south-west. 





The kilns at Wan-yao-hsiang produced mainly ch’ing-pai and green wares?!. 
The latter include types which are in the style of Lung-ch'üan celadon (the が z 
Lung-ch'üan discussed above), but how close they are to the Lung-ch'üan type 
wares of P'u-ch'eng is still not clear. 

The kiln site at Tz'ü-tsao is much more extensive and it is here that the 
only post-Han and pre-Sung kilns have been located in Fukien, Some general 
descriptions of the wares produced at the Sung and Yuan kilns here have been 
given in recent reports?, and we are now more or less certain that the green 
and amber glazed earthenware kendis, ewers and jars (some with applipué drag- 
ons) found at fourteenth century sites in many areas of South-east Asia are 
all products of these kilns. This group of wares has been given rise to much 
speculation among scholars of Chinese export wares in the past and the publi- 
cation of the surveys of the Tz'ü-tsao Kilns has helped to clear up a major 
problem in our studies. 

Of particular interest among the wares of Tz’ii-tsao is the earthenware 
basins with painted decoration under a yellow glaze and fired on spurs around 
the rim. Such pieces have been discussed by Meitoku Kamei” before the publi- 
cation of the surveys of the Tz'ü-tsao Kilns. And now Fung Hsien-ming is able 
to identify these as the products from the T'ung-tzu Shan Kilns at Tz'ü-tsao?*. 

Another interesting discovery at T'ung-tzü Shan is the unglazed earthenware 
kendi. In recent years, unglazed earthenware kendis have been found in a large 
number of sites all over South-east Asia, notably at Butuan in Mindanao, 
Philippines, at Sisachanalai and Songkla in Thailand, at Trowulan, the ruins of 
the Majapahit kingdom in East Java, and at Kota Cina, Sumatra, in Indonesia. 
Various conjectures as to the origin of these wares have been put forward. 
Those found at Butuan have been supposed to be of Persian origin, those found 
at Trowulan and Songkla have been thought to be of local manufacture and 
some scholars have proposed that all the unglazed earthenware kendis were 
made in Songkla where some kilns have been found. With the discovery of the 
same class of ware at T'ung-tzü Shan, the problem becomes even more compli- 
cated. It would be most interesting and constructive to bring all these finds to 
one meeting where they can be compared and studied— preferably with the aid 
of scientific techniques such as trace element analysis. 

Finally, mention must be made of the‘ ‘black wares” reported from Tz’ii-tsao 
but as no photograph has been published it has not been possible to identify 
this ware among the export ceramics found in Japan and South-east Asia. 
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福建 の 高 火 度 焼成 製 陶 の 歴史 は 長い 。 と と は 紀元 前 千 数 百年 頃 に ` 印 文 硬質 土器 ? と し て 知 
られ る 知 器 を 生産 し 始め た 中 国 の 地域 の 一 つ で ある 。 し か し な が ら 漢 時 代 頃 か ら 福 建 の 製 陶業 
は あま り 大 き な 進 展 を みな か っ た 。 と れ は 恐らく と の 地域 が 地理 的 に 他 か ら 隅 て られ て いる と 
と に よる も の で あろ う 。 と の 三 十 年 間 に 行 われ た 福建 窯 跡 の さま ざま な 調査 で も 南朝 の 窯 が 一 
基 と 二 基 の 唐 時 代 の 喜 し か 発見 され て いな い '。 し か し な が ら 宋 ・ 元 時 代 の 窯 は 何 百 と 捜し 出 
され て いる 。 宋 ・ 元 時 代 の 福建 に お ける 陶磁 器 生産 の 増大 は 、 と の 頃 中 国 南部 沿岸 で 盛ん で あ 
っ た 海上 貿易 に 明らか に 関係 が ある 。 

過去 数 十 年 間 に 得 ら れ た 考古 学 的 報告 の 結果 と し て 、 宋 ・ 元 時 代 に 海外 に 、 特 に 日 本 と 東南 
アジ ア に 輸出 され た 中 国 陶磁 の 研究 を する 際 人 役立つ で あろ う 福 建 の 陶磁 器 の 準備 的 な 解説 と 
分 類 が 今や 出来 る よう に な っ た 。 本稿 で は 四 つ の 主 な グル ー プ に つい て 述べ 、 可 能 な 場合 は 窯 
跡 か ら 発見 され た も の と 福建 以外 の 場所 で 発見 され た 輸出 陶磁 と を 比較 し て 見 よう 。 

陶磁 器 の 各 グ ルー プ に つい て 論じ る 前 に 、 福 建 の 陶磁 器 の 窯 は 二 つ の 地域 に 集中 し て いる 事 
に 注目 し な けれ ば な ら な い 。 即ち 省 北西 部 の 山地 と 、 沿 岸 地方 で ある 。 


黒 磁 

まず 最初 に 論 ず べ き グ ルー プ は 黒 磁 で 、 そ の 最も 有名 な も の は 建 陽 の 水 吉 喜 の 天目 で ある 。 
と れ に つい て は 既に 多く 書か れ 、 天 目 と その 日 本 へ の 輸出 に つい て 日 本 の 研究 家達 は 私 より 造 
か に 適切 な 説明 を 与え る 事 が 出来 る で あろ う 。 と と で つけ 加え る の は た だ 、 と れ が まず 国内 用 
の 製品 と し て 始ま り 、 後 に その 人 気 が 中 国 で や や 衰え た 後 で 輸出 品目 と な っ た “輸出 陶磁 器 ? 
の 一 例 と いう と と で ある 。 中 国 に お いて RE” 層 が 一 番 流行 し た の は 北宋 時 代 の 後期 で あ 
っ た が *、 日 本 へ の 輸出 は 十 三 世紀 に 始ま る よう で ある 。 

天目 を 焼成 し た 主要 な 窯 跡 が 少く と も 他 に も う 一 つ 発 見 され て いる が 、 と れ は 建 陽 か ら 境 く 
SWRROBNRCHS. と の 遺跡 の 簡単 な 報告 に よれ ば Boxes 建 腸 の も の に 等 し 
vs 同種 の 下手 の 物 が 福 清 の 半 内 喜 で も 焼 か れ て いる *。 

光沢 の 茅 店 喜 で も 黒 租 の 鉢 を 焼い て いる が 胎 は 淡 黄 色 か 白色 で ある "。 と れ は 香港 、 そ し て 
スマ トラ の コタ チ ナ で も 発見 され て いる 。 し か し な が ら 、 黒 磁 は 中 国 か ら の 輸出 陶磁 器 と し て 
は 一 般 的 な も る の で は な い 。 
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な が ら と れ に 関し て あま りく わし い 報 告 は 公表 され て いな い 。 


青 磁 

青磁 は 三 つ の グル ー プ 分 けら れる 。 第 一 は いわ ゆる 珠 光 青磁 の 特徴 で ある 樹 目 文 が 施さ れ 
て いる 事 が 多い 暗 緑 色 始 器 で ある 。 こ と れ を 生産 し た 主 な 窯 は 恐らく 芽 滴 川 南岸 の 同 安 に 近い 窯 
で あろ う が 南 安 、 履 門 、 連 江 、 賠 侯 、 背 田 、 仙 遊 に ある 窯 の よう な 沿岸 地方 の 他 の 窯 で も 類似 
の 製品 を 作っ て いる *。 HALO) ki 又 、 浦 城 、 松 湊 の よう な 北西 の 山地 に ある 窯 跡 で も 発見 
され て いる が 、 稲 は 恐らく も う 少 し 色 が 濃い か 、 或 は も う 少 し 黄色 み を 帯び た 緑 で ある 。 松 渓 
の 大 きめ の 黄色 み を 帯び た 青磁 の 皿 は し ば し ば 見 込み に 吉 の 字 が 印 刻 され て いる *。 

多数 の 同 安 タイ プ の 鉢 が 日 本 の 鎌倉 海岸 、 福 岡 地方 な ど で 発 見 され る 。 亀井 明徳 氏 は 、1977 
年 シア トル 美術 館 中 国 陶磁 国際 シン ポジ ウム で と の タイ プ の 一 片 に つい て 論 ぜ られ た "。 イン 
ド ネ シア で も と の 手 の も の は 発見 され る が 量 は 多く な い 。 と れ ま で は 同 安 タイ プ の 青磁 は 南宋 
時 代 に 始ま る と 考え られ て 来 た 。 し か し な が ら 、 と れ が 越 州 タイ プ 及 び 北 宋 の 広東 製品 と 共に 
フィ リピ ン の ミン ダナ オ 島 の プ ブ ト ゥ アン か ら 発 見 され て 、 今 まで 考え られ て 来 た の より も 始ま 
り が 早い 可能 性 が 高まっ た 。 李 輝 柄 氏 は 同 安 で 生産 きれ た 青白 磁 の 始ま り は 北宋 時 代 と 考え ら 
れる と 言う が "、 同 安 の 洒 深 窯 跡 を 訪れ た 事 の ある 筆者 は 青白 磁 は 、 彫 り 文 様 と 欄 目 文 の ある 
青磁 と 同じ 時 期 、 と いう 印象 を 持つ 。 

第 二 の グ ルー プ の 青磁 も 同 安 や 、 背 田 の 赴 辺 憲 の よう な 沿岸 地域 の 類似 の 他 の 窯 で 作ら れ て 
いる が "*、 色 は ずっ と 薄く 、 灰色 に 近い の も ある 。 と の 器 形 の 多く は 浅い 皿 や 鉢 で 中 央 に 花 文 
や 有 双 魚 文 が 刻印 され て いる 。 と の 双 魚 文 の 皿 は 、 そ の 意匠 だ け で な くそ の 器 形 ゆえ 竜泉 憲 の 
双 魚 文 の 皿 と し ば し ば 比較 され て 来 た が 、 福 建 製 品 の は 双 魚 文 が 、 型 で 抜い て 貼付 けた 竜泉 窯 
の と は 異な り 、 胎 に 印 刻 さ れ て いる 。 印 刻 さ れ た 花 文 は より 福建 特有 で 洒 江 より 先 に 福建 で は 
じ ま っ た らし い 。 そ の 花 文 の 特徴 ある 意匠 の た め 人 確認 で きる 窯 も ある 。 例え ば 連 江 の 浦口 窯 
産 の 鉢 に ある 花 文 の 一 つ は 、 開い た 蓮 の 花 を 両側 に 配 し た 蓮 の 葉 か ら 成 る "。 

IK £232» 5 AORT, 3 D AC BUER d5 5 JE 0 —-VC T8 Ed OO EE E EE OD Kc OD (I OBURE I D1 ED 
HA COj8OqXx474UU€V".4»FlALX. ORB CHASNTWS, 

C ORR EIS 灰色 が か っ た MOKES ESN. 胎 は 厚く 、 長く 反っ た 注 口 が つい て い 
る 。 同 安 鶴 で は と の 水 注 で 側面 に 吉 の 字 が つい て いる も の も ある 。 

第 三 の グ ルー プ の 福建 青磁 は 新 江 の 竜泉 青磁 の 色 に ずっ と 近い が 、 赤 っ ぱ ぽい 土 は 逢 か に 和 柔 ら 
か い 。 と の 手 の 主 な 生産 地 は 新 江 と の 境界 に 近い 浦 城 で ある "『。 特徴 ある 形 と し て 不 遊 環 台 耳 瓶 
が あり 、 獣 形 が 多い 半 円 形 の 耳 か ら 二 つ の 環 が 下がっ て いる 。 側面 に は 装飾 の 一 部 と し て 扇 と 
詩 と いう 字 が 印 刻 さ れ て いる 。 海 先 銘 氏 に よれ ば 、 同 種 の 撮 が 江西 省 の 淳 祐 十 年 (A. D. 1250) 


DEC 発見 され て いる の で 南宋 後期 まで 遡り 得る と いう *"。 大 阪 府 景 南 郡 岬 町 の HTAR S 
れ 、1975 年 に 東京 国立 博物 館 で 展覧 され た 青磁 瓶 は 同時 代 の 同じ 窯 の も の か も し れ な い "。 も 
う 一 つ 類 似 の も の が シン が ポール 東南 ア ジア 陶磁 学会 主催 の 青磁 展 に 出 陳 さ れ た "。 

また 、 竜 泉 青磁 の 鉢 を 真似 て 外側 に 蓮 弁 文 を 型 押し し た 種類 が ある 。 と れ は 泉州 " 上 厦门 
で 作ら れ 、 赤 い 粗 い 土 (と 貫入 の 入り 易い 租 ) か ら 土 竜泉 と 呼ば れ て 来 た 。 泉州 の 沈没 船 “"、 
イン ド ネ シア 、 香 港 ** で 発見 され て いる 。 


青白 磁 

幾つ か の 明らか に 異な る 種類 の 陶磁 器 が 青白 破 と いう 用 語 の 下 に 一 つ に まとめ られ る 。 と の 
用 語 は 現在 、 中 国 の 考古 学者 の 間 で 、 宋 ・ 元 時 代 に 南 シ ナ の 多く の 地域 で 作ら れ た 影 青 (青み 
が か っ た 白 ) か ら 白 に 近い 種々 の 陶磁 器 の 特徴 を 述べ る の 使わ れ て いる 。 RR. CHSOR 
磁器 の 内 、 或 る 物 は “白磁” と し て 分 類 さ れる と と が 多い 。 

と の 種類 の 中 で まず 第 一 に そし て 最も 有名 な も の は 土 胎 の 柔らか い 白 磁 で 、 印 花 文 様 が ある 
事 が 多い 。 最 も 一 般 的 な 意匠 は “HP” と 状 草 文 で も る 。 と の 陶磁 器 の 生産 の 最大 の 中 心 は 徳 
化 で あり 、 と れ ま で に 百 八 十 の 窯 跡 が 発見 され た 。 と の 内 、 碗 坪 夫 の 窯 が 恐らく 南宋 後期 に 始 
まる 一 番 古 い 窯 と 見 な され て いる が 、 大 い に 注 目 を 集め 種々 の 点 で 最も 代表 的 な 無 跡 は 屈 斗 宮 
で ある 。 屈 斗 宮 窯 の 確たる 年 代 に 関し て 中 国 の 学者 の 間 に 多少 の 意見 の 相違 が ある 。 福建 の 考 
古 学 者 は 元 時 代 と 考え 、 一 方 北京 故宮 博物 院 の 専門 家 は と の 窯 の 始ま り を 南宋 後期 と 考え て い 
5", 徳 化 窯 で 焼 か れ た 種々 の 陶磁 器 を 包括 し た 解説 書 も 最近 出版 され 、 大 変 有 用 な 参考 書 で 
ある *"。 

宋 ・ 元 時 代 の 中 国 輸出 陶磁 の 主 な 種類 の 一 つ に 倉 が あり 、 徳 化 地方 の 十 以上 の 窯 跡 で 多数 の 
倉 が 発見 され る 。 平底 の 皿 の よう に 、 底 に 刻印 の ある も の も ある が 、 工 房 の 印 が ある 事 が 多い 
景 徳 償 の 食 と 違い 、 そ れ は 工房 の 印 で は な い “"。 

KÈ (ケン ディ ) は 特に 輸出 向け に 作ら れ 、 面 白い と と 克 鉢 と 瓶 の 一 部 を 使っ て 作ら れ て い 
る 事 が 多い の が 注目 され る 。 

徳 化 様式 陶磁 は 福建 の 他 の 窯業 中 心地 で も 焼 か れ 、 そ の 中 で も 安 着 の 処 斗 穴 は 最も 良く 知ら 
れ 、 報 告 が な され て いる “。 量 、 種 類 共 ずっ と 小 規模 な が ら 彰 田 の 更 川 の よう な 他 の 窯 で も と 
れ 等 は 焼 か れ た 。 し か し な が ら 徳 化 そ れ 自 身 の 製 品 の 品質 は 他 の 窯 の も の 優 っ て いた 。 要 す 
る に 、 徳 化 様式 の 陶磁 は 元 時 代 に 最も 数 量 が 多く 広く 行き 渡っ た 中 国 輸出 陶 破 の 一 つ な の で あ 
Bo 

非常 に 異な っ た 種類 の 福建 青白 磁 で 、 刻 花 装 飾 文 は 福建 の 特徴 を も つが 、 白 い 土 で 景 徳 針 の 
青白 磁 に 似 た 租 の 高 火 度 焼成 陶 破 が ある 。 と れ は 同 安 や 南安 で 作ら れ 、 そ れ よ り 少 規模 で は あ 
っ た が 連 江 の 窯 で も 焼 か れ た 。 福建 の 他 の 窯 で も 良質 の 青白 磁 を 生産 し た で あろ う が 、 輸 出さ 


れ た と は 思え な い 。 そ の 理由 の 一 つ は 生産 量 が 比較 的 少な い 事 、 も う 一 つ 考 えら れる の は と れ 
等 の 陶磁 器 が 福建 の 海岸 か ら の 海上 貿易 が 元 時 代 に 大 きく 拡大 する 前 に 生産 され た と いう 事 で 
HS”, | 

MAWC CiCMRBORMKEBER Stk 青白 磁 ( 白 に 近い ) が し ば し ば イン ド ネ シア で 、 
また 、 フ ィ リ ピン で も 発見 され る 事 は 注目 され る 。 と れ は 瓜 型 の 丈 の 高い 合 子 で ある 。 と の 形 
は 福建 の 他 の 地域 で 作ら れ た 倉 の 中 に は 見 られ ず "、 広東 窯 の 含 、 特 に 福建 に 近い 潮 安 の も の 
に 似 て いる 。 

福建 の 青白 磁 の 第 三 の 種類 は 既に 論じ た 薄 緑 また は 灰 緑 租 の 陶磁 器 に 大 変 良く 似 て いる 。 皿 
の 中 央 に 印 花 文 が ある の も その 特徴 で ある 。 青磁 に 入る か それ と も を 青白 破 か と いう 分 類 で は 人 
(て よっ て 意見 が 異な る 。 | 

別 の タイ プ の 青白 磁 で 、 江西 省 の RRR, 南 豊 の 青白 磁 に 大 きく 影響 を 受け た よう に 見 え 
る の が ある 。 時 期 が 早い と 思わ れる 皿 は 中 央 に 簡単 な 刻 花 文 が あり 上 向け て 焼 か れ て いる 。 後 
期 の も の と 思わ れる も の は 、 主 と し て 伏せ 焼 の 浅い 皿 で ある 。 

と と で 強調 し な けれ ば な ら な い の は 、 和 福建 の 青白 磁 と 白磁 の 分 類 は 未だ に や や 混乱 の 状態 に 
ある と いう と と で あり 、 表 現 や 用 語 の 統一 の た め に する べき 多く の 仕事 が 残さ きれ て いる 。 と れ 
は 現在 知ら れ て いる 全て の 喜 跡 か ら の 入手 可能 な 全て の 資料 を 総合 的 に 研究 する 事 に よっ て の 
み 達 成 出 来る 。 し か し 利用 出来 る 事実 か ら 、 我 々 は 既に 日 本 及び 東南 アジ ア で 発見 され た 輸出 
陶磁 の 多く は 福建 か ら 出 た も の と 言う 事 が で きる の で ある 。 


泉州 陶磁 

と れ は 宋 ・ 元 時 代 福 建 で 焼 か れ た 陶磁 器 で 最も 興味 ある 種類 で ある 。 IRAN OUR 
(に ある 碗 窯 卿 と 南西 に ある 磁 寺 の 二 つ の 群 に 分 ける 事 が 出来 る 。 碗 塞 卿 の 窯 で は 主として 青白 
磁 と 青磁 を 生産 し た 『。 磁 寺 の 製品 に は 竜泉 青磁 様式 ( 先 に 論じ た 土 竜 泉 ) の 種類 も 含ま れる 
が 、 浦 城 の 竜泉 様式 の 陶磁 に どの 位 近い か は まだ 明らか で な い 。 

磁 圭 の 窯 中 は 千 か に 規模 が 大 きく 、 福 建 で は 漢 と 宋 の 間 の 寒 が 発見 され て いる の は と と だ け 
で ある 。 と と の 宋 ・ 元 の 寮 の 製品 の 概説 が 最近 の 報告 書 に の っ て お り 、 東 南ア ジア 各地 の 十 四 
世紀 の 遺跡 で 発見 され る 緑 、 黄 褐色 陶 の ケン ディ 、 水 注 、 WE (貼付 竜 文 ある も の あり ) が 全て 
と の 窯 の 製品 で ある 事 に 今や 我々 は 大 体 確信 を も っ て いる 。 と の 種類 の 陶磁 器 は 従来 、 中 国 輸 
出 陶磁 学者 の 間 に 多 く の 推 測 を 生ん だ が 、 磁 往 窯 調査 記 の 出版 は 我々 の 研究 の 主 な 問題 の 解決 
に 役に立っ て いる 。 

磁 寺 の 陶磁 で 特に 興味 深い の は 黄 租 下 彩 文様 と 緑 に 目 跡 が ある 陶 胎 の 水盤 で ある 。 と の 製品 
に つい て は 、 亀 井 明 徳 氏 が 磁 圭 窯 調 査 記 の 出版 以前 に 論じ て いる "。 そし て 現在 、 洗 先 銘 氏 は 
と れ を 磁 往 の 童子 山喜 の 製品 に 違い な いと 確認 し て いる “4。 


童子 山 で の も う 一 つの 興味 ある 発見 は 無血 の 陶器 の ケン ディ で ある 。 X tERMONROT7 
ディ が 東南 アジ アァ 一 帯 の 多く の 遺跡 、 特 に フィ リピ ン ・ ミ ンダ ナオ の プ ト ゥ アン 、 タ イ の シ サ 
チャ ナラ イ と ソン クラ 、 東 ジャ ワ の マジ ャ パイ ト 王 国 の 廃 地 で ある トロ ゥ ラン 、 イ ンド ネシア 
・ ス マト ラ の コタ チ ナ で 発見 され た 。 と の 製品 の 出所 に 関し て さま ざま の 推測 が 行わ れ て き 
た 。 プ トッ ゥ アン で 発見 され た も の は ペル シテ ァ 製 と 考え られ て きた し 、 ト ロッ ラン と ソン クラ で 
発見 され た も の は その 土地 で 製作 され た と 考え られ 、 ま た 無 租 の 陶器 の ケン ディ は 全て 、 閑 つ 
か 窯 が 発見 され て いる ソン クラ で 作ら れ た 、 と いう 学者 も いた 。 童子 山 で の 同種 の 製品 の 発見 
で 、 問 題 は 一 層 複 雑 に な っ て いる 。 と れ ら の 発見 され た も の を 全て 一 カ所 に 持ち 寄り 、 そ と で 
な る べく な ら ば 微量 元素 分 析 の よう な 科学 技術 を 使っ て 、 比較 し 研究 出来 れ ば 非常 に 興味 深 
く 、 か つ 研 究 を 発展 させ る で あろ う 。 

最後 に 磁 寺 か ら 報 告 の ある 黒磯 に つい て 触れ ね ば な ら な い が 、 写真 も 公表 され て いな い の 
で 、 日 本 や 東南 アジ テア で 発見 され る 輸出 陶磁 の 中 に と れ を 確認 する 事 が まだ 出来 な いで いる 。 








FOURTEENTH CENTURY CHINESE CERAMICS 
FOUND IN INDONESIA 


Abu Ridho 


(Museum National Indonesia) 


In this occasion I would like to talk on the 14th century Chinese ceramics 
found in Indonesia. This subject was given to me by the commitee of the 
seminar. Therfore I have to limit my subject to the Chinese ceramics only, 
though there are also Vietnamese, Thailanese and Khmer ceramics of the same 
period found in Indonesia. | 

I would like to stress the purpose of this talk to the immediate importance 
on opening a wider possibilities on the research of ceramic finds in Indonesia 
which according to my opinion are still very promising. It must be noted here 
that there are many cases where science, especially archaeology, suffers a loss 
by uncontrolled diggings, held by the people in South Sulawesi and elsewhere. 

The 14th century Chinese ceramics consist mostly of Yuan and early Ming 
wares, like bowls, plates, small plates, vases, and others. Based on the 
decoration and glaze, the 14th century Chinese creamics could be devided into 
several groups, like: 

1. The underglazed blue and white decoration, which is applied to plates, 

bowls, vases, bottles, etc. 

2. Underglazed red, what we considered as high quality decoration and 
technique. As far as we know it was applied at vases and covered boxes. 

3. Celadon. 

4. Iron black decoration, which can be dvided into two kinds, ie. black 
colour applied on the whole surface of the body and an underglazed black 
decoration on white back-ground. 

5. Ching-pai glaze. 

These objects were found widely spread in Indonesia. There are places 
according to my opinion where 14th century Chinese wares are stil to be 
found, but are unknown to us at this moment. Further research in this field 
will reveal 14th century sites. What are currently known to us are places like: 

1. Trowulan, in East Jawa where 14th century Chinese Ceramics were 
found in abundance. 

2. South Sulawesi. 

3. Warloka (Western Flores). 19794E1C X& Ei, 


Kota Cina (North Sumatra). 

Ciampea (Bogor, West Java). 

Patenggeng (West Java). 

Muara Jambi (South Sumatra). 

East Kalimantan. KUTAI 5C 以 来 の 王国 の 所 在 地 

The fact that the ceramics were found in abundance, proves that there was 
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an increasing contact between Indonesia and China. It is noticeable that there 
was progress in trade between the two countries. This might affect the political 
situation, too. During the 14th century in Indonesia, the most powerful kingdom 
was Majapahit, the capital of which was situated in East Jawa (the present 
Trowulan). This kingdom, according to the old manuscript Negarakertagama, 
was supposed to rule over the whole Indonesia islands. This does not mean 
that there were no other kingdoms outside Jawa. In fact several kingdoms 
were also in existence, like Goa in South Sulawesi, Pajajaran in West Jawa, 
Sriwijaya in Sumatra, and other kingdoms. But these were all the vassals of 
the Majapahit. 

It is noticeable that the contact between Indonesia and China, perhaps 
started by the coming of the military expedition from Kublai Khan, Mongol 
emperor who reigned in China in the late 13th century, to East Jawa. The 
purpose of the expedition was to conquer the Eastern Javanese Kingdom of 
that time, Singasari with Kertanegara as its king. But the kingdom was already 
falling because of intrigues in the royal family, so that the Mongolian expedi- 
tion had no dificulties in defeating the kingdom. With some trickery, there 
was a nobleman who saw the chance to defeat the Mongolian troops and 
proclaim himself as the first king of Majapahit. The Mongolian troop was said 
to have consisted of a fleet of 1000 ships boarding about 20,000 troops. 

In the following years the volume of trade increased until it reached its 
summit in the 17th century. This is proved by archaeological excavations in 
several places in Jawa, where undisturbed sites have been found. The fact that 
the 16th century sites are found clearly shows the progress of the trade. 

The wares were used for daily life and as ceremonial objects, as is the 
case in South Sulawesi. During the evcavation held in 1970 it was noticed that 
the bowls and plates were put on certain parts of the corpse. They were told 
by professional diggers that a bowl, for instance, was put on the genitals of 
the corpse, while a plate was placed between the body and arm. "These ceram- 
ics were mixed with local potteries. It is important to notice that the wares 
found in the same cemetery date from the same period. The blue and white 
porcelain from the 14th century was found together with the blue and white 
Vietnam wares from the same period, and the Thai wares (Sawankhalok) as 


well. The Swatow blue and whites were found with other wares from the same 
period. As far as I know there was no instance of wares from the 14th century 
being found together with wares from later periods. 

It is unfortunate that there were not many excavations done by archaeolo- 
gists in this area so that the exact data on this is lacking. 

In the Museum of Trowulan (East Jawa) there is a fragment of a bowl 
which was a surface find in that area. 'The area is famous as the location of 
the former Majapahit capital. Judging from the attributes of the fragment it 
is clear that this bowl is of the Yuan period. The attributes are similar to 
those of Yuan blue and white. The foot rim is low, unglazed and thick with a 
sharp edge. The body material gained a colour of brownish white by way of 
oxidation. These Yuan sherds were found in sufficient amount in Ciampea 
(West Jawa), Muara Jambi (Sumatra) and South Sulawesi. The most surprising 
matter on this sherd is that it bears enamel decoration. The colours are red 
and green. Although this sherd was found long time ago (before the second 
world war) and even on the surface, but its importance can not be neglected. 


CONCLUSION 


It is clear that the study of foreign ceramic finds in Indonesia has to be 
seriously done. Up to the present, research on ceramic finds have been done 
sporadically. South Sulawesi, which has many promising sites, is the place on 
which the research on ceramic finds has to be concentrated. I have a feeling 
that if we do serious work in this area, it will produce good results, amongst 
which will be a contribution on our understanding of the dating of blue and 
white porcelain. It is more likely that in this area the so called early blue and 
white porcelain will be found together with Sung celadon. As far as we know, 
the oldest date for the blue and white porcelain is 至 正 11 年 (1351)。 derived 
from the dated blue and white vase which is now in the David Collection. I 
would like to suggest that the blue and white might be earlier. 

A remarkable find on the Yuan porcelain found in the Trowulan area has 
a very important effect on the dating of enamel colors. If the stylistic judge- 
ment of the sherd is correct, we have here a Yuan enamel colors. This will 
also put the dating of the enamel color back as far as Yuan period. 


イィ インドネシア で 発見 され る 中 国 陶磁 


イン ド ネ シア 国立 博物 館 
Abu Ridho 
田 中 ox +R 
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研究 会 か ら 与 えら れ た も の で 、 イ ンド ネシア で は 同時 期 の ヴェ トナ ム 、 タ イ 、 ク メー ル 、 ペ ル 
シア テ の 陶磁 器 が 発見 され て いる が 今回 は 中 国 陶磁 に 限ら ね ば な ら な い 。 

イン ド ネ シア で 発見 され る 陶磁 器 の 研究 の 可能 性 を 広げ る と と が 早急 に 必要 で ある と と を 強 
調 し た いと いう の が 本 講演 の 目的 で あり 、 そ の 可能 性 は 大 い に あ る と 私 は 考え て いる 。 と と で 
特に 言及 せ ね ば な ら ぬ と と は , 南 ス ラウ ェ シ その 他 の 地域 の 人 々 が 行っ た 無秩序 な 発掘 C よ っ 
て 、 学 問 、 特 に 考古 学 が 大 き な 損 失 を と うむ ぜ っ た 例 が 多い と と で ある 。 

14 世 紀 の 中 国 陶 友 は 主として 元 、 明 初 の 鉢 、 皿 、 小 皿 、 瓶 、 そ の 他 で ある 。 装飾 と 租 調 に 基 
いて 14 世 紀 中 国 陶磁 は 次 の よう に 分 けら れる 。 


Li 
2. 
3. 


4. 


5. 
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青磁 

回 全体 に 黒竹 を か けた も の 
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青白 磁 


と れ ら は 広く イン ド ネ シア 中 で 発見 され る 。 私 と し て は 、14 世 紀 の 中 国 陶磁 が 発見 され る 可 
態 性 が あり な が ら 今 の と と ろ 知 られ て いな い 場 所 が ある と 思う 。 さ ら に と の 分 野 で の 研究 が 進 
め ば 14 世 紀 の 遺 跡 が 明らか (に な る で あろ う 。 現在 知ら れ て いる の は 次 の よう な 所 で ある 。 


1. 


on Q A Ee O N 


トロ ウラ ン 一 一 東 ジ ャ ワ 14 世 紀 中 国 陶磁 が 大 量 に 発見 され た 


南 ス ラウ ェ シ 


. ワル ロカ ( 西 フ ロー レス ) 1979 年 に 発見 
CR FF) 

>» ナチ アン ペア (ボゴール 、 西 ジャワ) 

. パテ ン ゲ ン ( 西 ジ ャ ワ ) 

. ATID YE ( 南 ス マト ラ ) 


. 東 カ リマ ンタ ン KUTAI 5C 以 来 の 王国 の 所 在 地 
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シア で 一 番 勢 力 の あっ た 王国 は マジ ャ パイ ト で その 都 は 東 ジ ャ ワ (現在 の トロ ウラ ン ) に あっ 
た 。 と の 王国 は 古い 写本 、 ネ ガラ カー タ ガ マ に よれ ば 、 イ ンド ネシア 諸島 全体 を 統治 し た と と 
(に な っ て いる 。 と れ は ジャ アワ 以外 に 王国 が な か っ た と いう 意味 で は な い 。 事実 、 南 スラ ウェ シ 
の ゴア 、 西 ジャ ワ の パ ジ ャ ジ ャ ラン 、 ス マト ラ の スリ ウィ ジャ ヤ や その 他 の 王国 も いく つか あ 
っ た の で ある 。 し か し それ は 全て マジ ャ パイ ト に 臣下 の 礼 を と っ た 。 

イィ ンド ネシア ・ 中 国 間 の 接触 が 惑 ら く 、13 世 紀 に 中 国 に 君臨 し た モン ゴル の 皇帝 フ ビ ライ ハ 
ン の 遠征 軍 が 東 ジ ャ ワ に 来 た 事 (に は じ ま る 点 は 注目 し て よい 。 と の 遠征 の 目的 は ケル タネ ガラ 
を 王 に いた だ く その 当時 の 東部 ジャ ワ 王 国 シ ン ガ サリ を 征服 する 事 で あっ た 。 し か し その 王国 
は 王族 内 の 陰謀 に より 既に ほろ び か け て いた の で 、 モ ン ゴ ル の 遠征 軍 は その 王国 を 何 の 苦 も な 
く 倒 し た 。 そ と に 一 人 の 貴族 が 現われ 人 策略 に よっ て モン ゴル 軍 を 打ち 破る 機 を と ら え 、 自 ら マ 
ジャ パイ ト の 最初 の 王 と 宣言 し た 。 モ ン ゴ ル 軍 は 二 万 の 兵 を の せ た 千 隻 の 艦隊 で あっ た と 言わ 
れる 。 

それ 以降 貿易 の 量 は 増え 、17 世 紀 に その 頂点 に 達し た 。 と れ は ジャ ワ で の 数 ケ所 の 考古 学 的 
発掘 に より まだ 荒らさ れ て いな い 人 遺跡 が 発見 され て 明らか に な っ た 。16 世 紀 の 遺 跡 が 発見 され 
た 事 は 罰 易 の 進展 を は っ きり と 示し て いる 。 

陶磁 器 は 日 常 生活 に 、 ま た 南 ス ラウ エ シ の 例 の よう 人 祭礼 有 具 と し て 使わ れ た 。1970 年 の 発 
堀 の 際 、 碗 や 皿 が 死体 の 一 定 の 部 分 に 置か れ て いる 事 が 注目 され た 。 盗掘 人 に よれ ば 、 例 えば 
飲 は 死体 の 性 器 の 上 に 置か れ 、 皿 は 胴体 と 腕 と の 間 に お か れ て いる と いう 。 と れ 等 の 陶磁 器 に 
現地 産 の 陶器 が まじ っ て いた 。 同 一 の 墓地 か ら 出 た 陶磁 器 は 同一 の 時 代 の も の で ある 点 に 注目 
する 事 が 大 切 で ある 。 14 世 紀 の 染 付 は 同時 代 の ヴェ トナ ム の 染 付 、 そ し て また タイ 陶磁 (スワ 
ンカ ロク ) と 共に 発見 され た 。 スワ トウ 染 付 は 同じ 時 代 の 他 種 の 陶磁 器 と 共に 発見 され た 。 私 の 
知る 限り 、14 世 紀 の 陶 磁器 が それ より 時 代 の 下る 陶磁 器 と 一 緒 に 発見 され た と いう 例 は な い 。 

残念 な が ら と の 地域 で は 考古 学者 に よる 発掘 が 7 あま りな され て お ら ず 正確 な デー ター に 欠け 
る 。 

トロ ウラ ン 博 物 館 に は と の 地域 で 表面 採集 され た 碗 の 破片 お ある 。 と の 地域 は か つて の マジ 
ャ パイ ト の 都 の 地 と し て 有名 で ある 。 と の 破 五 の 特徴 か ら 判 断 し て と の 碗 が 元 時 代 の 物 で ある 
事 は 明らか で ある 。 そ れ は 元 の 染 付 の 特徴 と 似 て いる 。 高台 は 低く 無 租 で 厚み が あ り 畳 付き は 
薄く な っ て いる 。 胎 は 酸化 に より 茶色 っ ぱい 白色 で ある 。 と れ 等 の 元 の 破片 は 、 チ テン ペア ( 西 
ジャ ワ )、 ム アラ ジャ ン ビ (スマ トラ )、 南 スラ ウェ シ で か な り の 量 発見 され た 。 と の 破片 で 最 
_ も 驚く べき 事 は 色絵 の 装飾 が ある と と で ある 。 色 は 赤 と 緑 で ある 。 と の 破片 は だ いぶ 前 (第 二 
次 世界 大 戦 の 前 ) と 発 見 され 、 表 面 採集 で は あっ た が 、 そ の 重要 性 は 無視 出来 な い 。 





結 論 

イン ド ネ シア に お ける 外来 陶磁 器 の 研究 は 真剣 に な され ね ば な ら ぬ 事 は 明らか で ある 。 現在 
まで 、 発 見 され た 陶磁 器 の 研究 は ば ら ば ら ( に な され て きた 。 有望 な 遺跡 が た くさ ん ある 南 ス ラ 
ウェ シ は 陶磁 片 の 研究 が 集中 的 に な され ね ば な ら ぬ 地域 で ある 。 と の 地域 を 真剣 に 研究 すれ 
ば 、 と り わ けり 染 付 の 年 代 決定 に 大 きく 貢献 する 良い 結果 を 生む 事 と 思う 。 さ ら に と の 地域 で は 
いわ ゆる 初期 染 付 が 宋 の 青磁 と 共に 発見 され る 見 込み が ある 。 我々 が 知る 限り 染 付 の 一 番 古 い 
年 代 は 、 現 在 デヴィ ッ ド ・ コ レク ショ ン に ある 年 号 の 入っ た 上 楽 付 の 瓶 か ら 得 られ た 至 正 11 年 
(1351) で ある 。 染 付 は も う 少 し 時 代 が 上 る か も し れ な い 。 ト ルウ ラン 地域 で の 元 時 代 磁器 の 注 
目 す べき 発見 は 色絵 の 年 代 決 定 に 大 き な 影 響 を 持つ 。 も し 様式 的 な 判断 が 正しい な ら ば と と に 
元 色絵 が ある と と に な る 。 と れ は また 色絵 の 年 代 を 元 時 代 ま で 上 げ る 事 に な る だ ろう 。 


日 本 浪 易 陶磁 研究 会 成立 の 経緯 


最近 10 年 間 に お いて 、 日 本 各地 の 遺跡 か ら 、 中 国 陶 
磁 な ど 、 い わ ゆ る 輸入 陶磁 器 が 多量 に 出土 し て いる 。 
と れ は あら た め て 言う まで も な いひ 考古 学 的 に よく 知ら 
れ た 事実 と な っ て きた 。1975 年 に 、 東 京 国立 博物 館 が 
主催 し た 「 日 本 出土 の 中 国 陶磁 展 」 は 、 全 国 の 出土 状 
況 を 、 と の 時 点 で 概観 する 展覧 会 で あり 、 約 800 遺跡 
が リス ト ア ッ プ され た 。 と の 展 観 を ひと つの 契機 と し 
て 、 輸 入 陶磁 器 の 研究 は 進展 し 、75 年 以前 で は 、 専 論 
は 非常 に 少な か っ た が 、 と れ 以 降 、 今 日 まで 、 各 遺跡 
の 発掘 報告 書 の 該当 部 分 の 内 容 の 充実 を 含め て 、 専 論 
が 出さ れ 、 若い 研究 者 が 厨 出し つつ ある 。 出土 遺跡 の 
数 も 著しく 増大 し 、 と れ K 伴 い 当然 の と と な が ら 情 報 
量 が 増え 、 研 究 者 個人 の 整理 能力 を 越え を て きた 。 

1979 年 4 月 、 島 根 県 立 博物 館 が 主催 し た 「15・16 世 
紀 を 中 心 と し た 出土 陶磁 シン ポジ ウム | は 、 時 宜 に か 
な っ た 研究 会 で も おっ た 。 と の シン ポジ ウム で は 、 出 土 


日 本 陶磁 と 中 国 陶磁 選 つ いて の 議論 が 2 日 間 に わ た っ * 


て 行わ れ 、 全 国 か ら お よそ 100 名 の 研究 者 が 集まっ た 。 
と の 集会 の 終了 後 、 松 市 内 の 串 茶 店 で 、 若 い 研究 究 者 
が 集まり 、 放談 を が わし た が 、 と の 席 で 、 輸 入 陶磁 研 
究 の 状況 を 話し あい 、 今 回 の よう な シン ポジ ウム を 毎 
年 1 回 位 開催 で き な いで あろ うか 、 研 究 や 情報 交換 の 
場 を 作ら ろう で は な いか 、 等 々 の 意見 が 出さ れ た 。 そ の 
時 点 で は 、 と れ ら の 意見 を 具体 化す る 方 法 ま で 議論 は 
進ま な か っ た が 、 多 く の 研 究 者 の 共通 する 意向 が 集約 
され 、 し だ い 研 究 会 結成 の 気運 が 高まっ て きた 。 
いっ ぽう 、 と れ よ りさ き の 1978 年 9 月 香港 中 文大 
学 に お いて 、「 東 亜 及 东南 亚 贸 易 陶 瓷 研讨 会 ] と 題 す 
る 国際 シン ポジ ウム が 開か れ 、 わ が 国 か ら 、 故 友 寄 英 
一 郎 、 三 上 次 男 、 長 谷 部 楽 条 、 亀井 明徳 ら が 出席 し た 。 
ヨー ロッ パ や 東南 アジ ア 諸国 か あら も 多く の 研究 者 が 
出席 し 、 盛 大 な シン ポジ ウム と な っ た 。 と と で は 、 中 
国 、 ベ トナ ム 、 タ イ で 生産 され た 陶磁 器 が アジ ア 地 域 
を は じ め と し て 、 西 方 へ 輸出 され て いる 状況 が 確認 さ 
れ 、 同 じ く 貿 易 陶 破 と いっ て も 日 本 出土 品 と の 相違 が 
多い と と が 痛感 され た 。 同時 に 、 多 く の 日 本 人 の 研究 
者 が 海外 情報 に うと いと と も 反省 させ られ 、 海 外 研究 





—À , — 
と の よう に 、 日 本 国内 に お ける 情報 交換 の 必要 性 
と 、 し か も あま り 混 乱 し な い 間 に そ の 場 を 設定 する 必 
要 性 が 認識 され 、 ま た 海外 研究 者 と の 学術 交流 を し た 
いと いう 欲求 を 結合 し て 研究 会 結成 を すす め た 。 と これ 
に は 当然 の と と な が ら 財 政 的 な 裏付け が 必要 で ある 。 
ちょ うど と うし た 気運 の 時 、. ト ョ タ 財 団 の 学術 研究 
費 の 公募 が あり 、79 年 9 月 に 、 有 志 11 人 を 募り 、 発 起 
人 に な っ て いた だ き 、 急 層 「 貿易 陶磁 研究 会 」 を 発足 
させ 、 代 表 世 話 人 を 三 上 次 男 氏 に 依頼 し 、[ 前 近代 の 
アジ ア に お ける 陶磁 貿易 の 実態 の 国際 的 調査 研究 ] の 
テー マ で 申請 し た 。 幸い 79 年 10 月 に ト ョ タ 有 財団 の 研究 
助成 の 決定 が な され 、 正式 に 会 と し 発足 し た 。 発 起 人 
の 氏名 は 次 の と お り で ある 。 

三 上 RA (出光 美術 館 ・ 代 表 ) 

青柳 洋治 (上 智 大 学 文 学部 ) 

BAR SE (平安 博物 館 ) 

小野 Ek GAA RRA AAD 

亀井 明徳 (九州 歴史 資料 館 ) 

* 佐 々 木 達 夫 (金沢 大 学 文 学部 ) 

鈴木 重治 (同志 社 大 学校 地学 術 調査 委員 会 ) 
知念 F (沖縄 県 立 博物 館 ) 

長谷 部 楽 共 (東京 国立 圭 物 館 ) 

森田 勉 (九州 歴史 資料 館 ) 


79 年 12 月 に 、 東 京 に お いて 初 会 合 を 開き 、 当 面 する 
課題 と 調査 の 方 針 な ど に つい て 討議 し 、 初 年 度 は 14 一 
15 世 紀 の 禄 易 陶 磁 の 編 年 を 中 心 と し て 研究 を 進め る と 
と と し た 。 と の 時 期 は 、 そ の 前 後 の 時 期 に 比べ て 、 編 
年 研究 が 遅れ て いる た め に 選定 し た 。 す で は に 調査 が 行 
われ た 遺跡 の ひな か か ら 、 該 当 す る も の を 選び 、 再 検討 
する と と に し た 。 79 年 度 の 対象 遺跡 は 以下 の と お り 
で 、 と れ ら に つい て は 、 本 書 で 報告 し た 。 

© 沖縄 県 勝連 城 、 御 物 城 な ど 城跡 出土 品 

© 熊本 県 城南 町 坂野 な ど 熊 本 県 内 出土 品 

© 山梨 県 新 巻 本 村 出 土 品 

© 島根 県 三 太 良 遺 跡 な ど 島根 県 内 出土 品 


⑤ 神奈 川 県 鎌倉 市 内 遺跡 の 出土 品 
青森 県 尻 八 館 跡 な ど 青 森 県 内 お よび 道 南 の 城 有 
出土 品 
つぎ に 、80 年 9 月 に 、 第 1 回 貿易 陶磁 研究 集会 を 京 
都 同 志 社 大 学 を 会 場 と し て 行い 、 全 国 各地 遺跡 の 研究 
発表 と 、 イ ンド ネシア と ホン コン の 研究 者 を 招請 し て 
講演 と 質疑 を 行っ た 。 (次 项 参照 ) 


第 1 回 貿易 陶磁 研究 集会 
90 京都 研究 集会 


京都 同志 社 大 学 を 会 場 と し て 、 4 日 間 に わ た り 第 1 
回 の 研究 集会 を 開催 し た 。 当 初 の 計画 で は 自由 討論 が 
可能 な 30 名 程度 の 小 人 数 の 会 を 考え て お り 、 案 内 状 の 
発送 も 極力 お さえ た が 、 結 局 70 名 の 参加 者 と な っ た 。 
海外 交流 を 推進 する 目的 の た め 、 ア ブリ ド 氏 (イン ド 
ネシア 国立 博物 館 ) と ].C.Y ワッ ト 氏 (香港 中 文 
大 学 ) の 両氏 研究 発表 を し て いた だ いた 。 ま た 研究 
集会 の 終了 後 、 両 氏 は 朝倉 氏 館 跡 (福井 )、 草 戸 千軒 
町 遺跡 (広島 )、 博 多 市 街 地 遺跡 ・ 大 宰 府 史跡 (福岡) 
な ご ど を 見 学 し て いた だ き 、 各 地 研 究 者 と 意見 の 交換 を 
行っ た 。 

研究 集会 の 概要 は 次 の と お り で ある 。 


第 1 日 9 月 5 日 (4) 


13:00 開会 
三 上 次 男 代表 の 挨拶 
木村 俊夫 同志 社 大 学 文 学部 長 挨拶 


京都 出土 陶磁 (京都 府 教委 、 京 都 国 博 、 平安 博物 館 、 


京都 大 学 、 同 志 社 大 学 な どの 発掘 資料 ) の 出 陳 品 に 


つい て 、 各 担当 者 より 説明 
VAS (京都 国 博 ) 「 東 福 寺 陽明 院 の 園 鑑 ・ 固 山 両 
禅師 墓 出土 陶磁 」 研究 発表 


DA つい で 、 京都 市 埋蔵 文化 財 研究 所 の 展示 資料 の 見 


Fo 平安 博物 館 に より 調査 中 の 市 内 遺跡 見 学 。 


第 2 日 9 月 6 日 ( 土 ) 9 :30~17:00 
京都 出土 品 に つい て 研究 発表 
1. 永田 信 一 (京都 市 埋 文 研 ) 「 京 都 の 輸入 陶磁 一 一 
中 世 を 中 心 に 」 
2. RR ( 京 大 理 文 セ ンター)「12 一 14 世紀 の 土器 
・ 陶 磁器 の 器 種 構成 」 


3 。 寺 島 孝一 (平安 博物 館 ) 「 平 安 博物 館 保管 の 舶 載 
陶磁 一 一 西寺 跡 お よび 左京 八条 一 町 出土 資料 を 中 
心 と し て 」 

4. 鈴木 重治 (同志 社 大 学 ) 「 同 志 社 キャ ン パス 出土 
の 中 国産 陶磁 器 を めぐ っ て | 

5. 岡内 三 真 (京都 大 学 ) EAHA 輸入 陶磁 器 一 
一 平安 京 と 平城 京 を 中 心 に し て 」 

6. BAAN (高槻 市 埋 文 セ ンタ ー) 「 高 槻 出土 の 輸 
入 陶磁 」 

18:30— ZEN Th: iB 


第 8 日 9 月 7 日 (日 ) 9 :30~17:00 

14 ・15 世 紀 の 日 本 出土 陶磁 器 に つい て (79 年 度 貿易 
陶磁 研究 会 調査 報告 ) 

. 沖縄 県 勝連 城 、 御 物 城 出土 資料 (鈴木 重治 ) 

. 熊本 県 城南 町 坂野 出土 の 青磁 (亀井 明徳 ) 

. 島根 県 富田 三 太 良 遺跡 な ど 出 土 資料 (村上 勇 ) 

. 山梨 県 新 巻 本 村 遺 跡 出土 資料 (小野 正敏 ) 
青森 県 尻 八 館 跡 出土 資料 (岩本 ・ 佐 々 木 ) 


nm A C N m 


第 4 日 9 月 8 日 (月 ) 9 :30~15 :30 

海外 招請 研究 者 に よる 発表 他 

1. アプ ・ リ ド 「 イ ンド ネシア で 発見 され る 中 国 陶磁 
ーー14 世 紀 を 中 心 C し て 」 

2. J.C.Y. ワ ッ ト | 宋 ・ 元 時 代 の 福建 の 陶磁 」 

3. 7B [| EÍBSRPROUEBNCOw C | 


于 会 


[BAMA] 四 刊行 

本 書 の よう な 形 で 、 今後 定期 的 に 雑誌 の 刊行 を 継続 
し て いき た いと 考え て お り ま す 。 現在 の 私 ども の 力 で 
は 、 年 一 回 の 刊行 が 確保 で きれ ば よい と 思い ます 。 第 
2 号 は 、1982 年 夏 に 刊行 予定 で 、 寄稿 を お 願い いた し 
ます 。 貿易 陶磁 に 関す る 論文 。 資料 紹介 、 研究 ノー ト 
な ど 、 陶 磁 研 究 の 発展 に 寄与 する も の で あり 、 寄 稿 者 
の 資格 は 一 切 制限 あり ませ ん 。 原稿 お よび 図 、 写 真 等 
の 枚数 の 制限 は あり ませ ん 。 寄稿 され た 原稿 の 採 耕 は 
編集 委員 会 で 決定 し 、 稿 料 の 支払 い 、 掲 載 料 の 懲 収 は 
行い ませ ん 。 そ の 他 、 執 筆 の 細部 に つい て は 事務 局 に 
お 問合せ 下さ い 。 . 

な お 今 号 は 、 ト ヨタ 財団 助成 研究 報告 書 の 別刷 で あ 
り ま す 。 (亀井 明徳 記 ) 





